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平成２９年勝浦町マラソン議会（みかん会議）会議録第１日目 

 

１ 招集年月日 平成29年11月８日 

１ 招 集 場 所      勝浦町議会議場 

１ 開閉日時及び宣告 

   開 議 11月８日 午前９時30分   議 長  篰   公 一 

   散 会 11月８日 午前10時46分   議 長  篰   公 一 

１ 出席及び欠席議員 

  ○出席議員（10名）        

       １番  仙 才   守       ２番  松 下 一 一 

       ３番  美 馬 友 子       ４番  麻 植 秀 樹 

       ５番  松 田 貴 志       ６番  篰   公 一 

       ７番  国 清 一 治       ８番  森 本   守 

       ９番  井 出 美智子       10番  大 西 一 司 

  ○欠席議員（０名） 

１ 会議録署名議員 

       ２番  松 下 一 一       ８番  森 本   守 

１ 地方自治法第121条第１項により説明のために出席した者の職及び氏名 

   町    長  中 田 丑五郎     副  町  長  藪 下 武 史 

   教  育  長  椎 野 和 幸     企画総務課長  山 田   徹 

   税 務 課 長  久 木 喜 仁     福 祉 課 長  岡 本 重 男 

   産業交流課長  海 川 好 史     住 民 課 長  中 瀬 弘 晴 

   建 設 課 長  柳 澤 裕 之     教育委員会事務局長  笹 山 芳 宏 

           笠 木 義 弘     出 納 室 長  後 藤 信 之 

１ 職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  河 野 稔 彦 

１ 議事日程（第１号）        

        開議宣言 

   日程第１ 諸般の報告 

勝 浦 病 院 
事 務 局 長 
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   日程第２ 会議録署名議員の指名 

   日程第３ 議会運営委員会所管事務調査報告 

   日程第４ 議案第１号 平成29年度勝浦町一般会計補正予算（第４号）につい

て 

   日程第５ 議案第２号 勝浦町の公の施設の指定管理者の指定について 

   日程第６ 議案第３号 徳島県市町村総合事務組合規約の変更について 

１ 本日の会議に付した事件 

   日程第１から日程第６まで（第１号） 

１ 会議の経過 

   別紙のとおり 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 
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            午前９時30分 開議 

○議長（篰 公一君） おはようございます。 

 ５日の町民体育大会はお疲れさんでした。 

 また，３日の日から行方不明者になられていた方の捜索に関しましては，消防団初

め，地元関係者の方のご努力により無事発見されました。昨日親戚の方の話を伺いま

すと，意識もしっかりとしてきて，順調に回復に向かっているというようなことでし

た。非常によかったと思います。 

 それでは，ただいまから平成29年勝浦町マラソン議会みかん会議を開きます。 

 本日の議事日程は，お手元へ配付のとおりでございます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（篰 公一君） 日程第１，諸般の報告を議題とします。 

 会議等への出席状況を報告いたします。 

 10月21日，勝浦町で開催された健康・福祉まつりに私が出席しました。 

 10月22日，勝浦町で開催された第36回小学生バレーボール勝浦大会に私が出席しま

した。 

 10月24日から26日まで，広島県大崎上島町においては移住・定住政策について，鳥

取県日南町では議会改革・ＩＣＴ活用について，岡山県和気町では子育て教育・英語

特区について，議員全員が行政視察を行いました。 

 10月27日，勝浦町で開催された郡老人クラブ連合会幹部研修会に私が出席しまし

た。 

 同日，徳島市で開催された全国環整連第43回全国大会に私が出席しました。 

 同日，勝浦町に来庁された徳島県社会保障推進協議会秋の自治体キャラバンに美馬

副議長が対応しました。 

 11月１日，勝浦町で開催された秋の激励会に私が出席しました。 

 11月２日，小松島市で開催された小松島市外三町村衛生組合第２回定例会に松下議

員，大西議員と私が出席しました。 

 次に，監査委員から平成29年10月定例監査の結果について報告書が提出されていま

すので，ご報告しておきます。 

 次に，法第121条第１項の規定により，説明者として出席を求めたのは，中田町
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長，藪下副町長，椎野教育長，山田企画総務課長ほか関係各課長でございます。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（篰 公一君） 次に，日程第２，会議録署名議員の指名を議題とします。 

 会議録署名議員は，会議規則第128条の規定により，議長において指名いたしま

す。 

 今会議の会議録署名議員は，２番松下議員，８番森本議員の両名を指名いたしま

す。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（篰 公一君） 次に，日程第３，議会運営委員会所管事務調査報告を議題と

します。 

 議会運営委員会調査結果の報告を求めます。 

 松田委員長。 

○議会運営委員長（松田貴志君） おはようございます。 

 10月31日に議会運営委員会を開きましたので，協議結果を報告いたします。 

 会議日程でありますが，本日第一読会を，15日から17日にかけて一般質問を行い，

17日に第二，第三読会を予定いたしますので，ご協力をお願いいたします。 

 なお，この11月会議における第一読会での全ての議案審議は，会議規則第52条にあ

る，議長が議員として質疑を行うときは，会議規則第53条にある自由討議と同様に，

議長席で行うことと決定いたしました。 

 以上，ご報告とします。 

○議長（篰 公一君） ただいまの議会運営委員長の報告に質疑ございますか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） それでは，議会運営委員会所管事務調査報告を終わります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（篰 公一君） 次に，日程第４，議案第１号，平成29年度勝浦町一般会計補

正予算（第４号）についてから日程第６，議案第３号，徳島県市町村総合事務組合規

約の変更についてまでを一括して議題とします。 

 これより第一読会を開きます。 
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 町長から開会の挨拶並びに本件の趣旨説明をお願いします。 

 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 皆さんおはようございます。 

 平成29年勝浦町マラソン議会みかん会議の開会に当たりまして，ご挨拶を申し上げ

ます。 

 議員の皆様方におかれましては，公私にわたり何かとお忙しい中をご出席をいただ

きまして，深く感謝を申し上げます。 

 また，議員の皆様方には，日ごろから町勢の発展にご尽力を賜っておりますことに

対しましても厚く御礼を申し上げます。 

 さて，10月21日には，多数の町民の皆様方のご参加をいただきまして，第27回の健

康・福祉まつりを開催をいたしました。まつりのテーマを笑顔でいるためにできるこ

と，がん検診を受けようと位置づけまして，タレントの山田邦子さんを講師としてお

招きをいたしまして，大丈夫だよ，頑張ろうと題しまして，体験談を交え，笑いいっ

ぱいの講演を通して，がんの早期発見，早期診断，早期治療の大切さを学びました。

表彰関係では，長年にわたりまして地域で社会福祉活動等に貢献された方への表彰状

や感謝状を贈呈をさせていただきました。また，ことしで米寿を迎えられました59名

の方々，そして喜寿に到達された81名の方々に記念品を贈呈をさせていただきまし

た。町といたしましても，町民の皆様方が健康で安心して暮らせるまちづくりに今後

とも取り組んでまいります。 

 10月24日には，石井町役場におきまして開催をされました徳島県東部１地区の知

事・市町村長地域懇話会に出席をいたしました。懇話会におきましては，過疎地域で

の医師の確保への協力や高等学校の通学区域の見直し，来年度に計画をされているイ

ンバウンドへの県からの支援，協力をいただけるように要望をいたしました。飯泉知

事からは，県で創設をしている徳島大学医学部の地域枠支援により，県内での医師の

確保を図っている。また，高校の通学区については，徳島市に人気が集中しているこ

とが問題という答えをいただきました。また，外国人観光客のニーズ把握と通訳者の

確保，Ｗｉ－Ｆｉ整備の必要などを考えているとのお答えをいただいたところでもご

ざいます。町といたしましても，県の支援をいただきながら，持続可能なまちづくり

の実現のため，各事業の実現に引き続き取り組んでまいります。 



- 6 - 

 横瀬地区にあります船井電機株式会社の工場跡地に各種ワイヤーハーネスの製造を

しています奈良県に本社がある株式会社辻本製作所が進出するというようなお話もご

ざいました。町といたしましても，雇用の場の確保，そして企業誘致に向けまして，

今後とも積極的に取り組んでまいる所存でもございます。 

 また，７月７日に四国大学との包括的連携協力に関する協定書を締結し，さまざま

な連携事業をスタートをしておりますが，11月24日には四国大学スーパーサテライト

オフィスの開所式をＲｅｖｉｔａ勝浦で迎える予定としておりまして，さらなる事業

発展が期待されるところでもございます。 

 11月４日，５日の２日間，ふれあいの里さかもとや勝浦町町民体育館を中心にいた

しまして，全日本ＡＲＤＦ競技大会が開催されました。当日は，韓国からの５名を含

めまして，150名の方々の競技者が来町されまして，アマチュア無線を利用して，半

径約２キロメートルの範囲でオリエンテーリングの競技が行われました。今後ともこ

うした勝浦の自然を利用したさまざまなイベントが誘致され，町の発展につながるこ

とを期待をいたしております。 

 11月５日には，10月29日からの季節外れの台風22号の襲来によりまして順延をいた

しております町民体育大会を絶好のコンディションの中で多くの町民の皆様方にご参

加をいただきまして，盛大に開催することができました。今回も地区対抗戦や工夫を

凝らした競技，種目を積極的にご参加をいただきまして，町民の皆様方の大きな声援

により大いに盛り上がっていただきました。表彰関係では，スポーツの分野ですぐれ

た功績を残された２名の方への表彰状を贈呈をさせていただきました。おかげをもち

まして，今回も大会を町民一人一人が主役となり，スポーツを通じて触れ合いと信頼

の輪が広がる場とすることができました。議員の皆様方を初め，ご協力いただきまし

た多くの方々のご協力に，この場をおかりをいたしまして感謝を申し上げる次第でご

ざいます。 

 また，３日から行方不明となっておりました行方不明の方々におきましては，消防

団初め，多くの関係者の皆様方のご協力いただきまして，おかげで無事救出すること

ができました。本当に関係者の皆様方に心から深く感謝を申し上げて，お礼のご挨拶

とさせていただきます。 

 それでは，本議会に上程をいたしております議案につきましてご説明を申し上げま
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す。 

 議案第１号，平成29年度勝浦町一般会計補正予算（第４号）についてであります。 

 歳入歳出の予算総額に歳入歳出それぞれ4,507万9,000円を追加し，歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ36億4,851万5,000円とするものであります。 

 議案第２号，勝浦町の公の施設の指定管理者の指定についてであります。 

 地方自治法第244条の２第３項及び第６項の規定に基づきまして，勝浦町が設置す

る公の施設の管理を行わせる指定管理者を議案書のとおり指定するものであります。 

 議案第３号は，徳島県市町村総合事務組合規約の変更についてであります。 

 地方自治法第286条第１項の規定により，徳島県市町村総合事務組合規約の一部を

変更することについて，同法第290条の規定により，議会の議決を求めるものでござ

います。 

 詳細につきましてはそれぞれ担当課長から説明をいたさせますので，ご審議をいた

だきまして，ご決議賜りますようお願いを申し上げまして，提案理由の説明とさせて

いただきます。どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（篰 公一君） 議案第１号から議案第３号について町長の説明は終了いたし

ました。 

 引き続いて，関係各課長から詳細説明を求めます。 

 議案第１号，議案第２号，議案第３号について企画総務課長から説明を求めます。 

 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 皆さんおはようございます。 

 それでは，議案第１号から議案第３号までにつきまして企画総務課関係等につきま

してご説明をさせていただきたいと思います。 

 まず最初に，議案第１号，平成29年度勝浦町一般会計補正予算（第４号）について

説明をさせていただきます。 

 まず，全体につきまして説明をさせていただいた後，企画総務課関係の説明もさせ

ていただきたいと思いますので，よろしくお願いをいたします。 

 まず最初，補正予算書の１ページをお開きください。 

 今回の補正予算の歳入は，特定財源といたしまして，11款分担金・負担金におきま

して補正額90万円，内訳は土木費負担金が90万円でございます。 
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 その下，13款国庫支出金，補正額といたしまして1,349万8,000円，内訳につきまし

ては，災害復旧費の国庫補助金1,065万円と総務費国庫補助金284万8,000円でござい

ます。 

 続きまして，14款県支出金，補正額が100万円でございまして，内訳は土木費県補

助金が100万円となっております。 

 一般財源は，１つ飛ばしまして，20款町債補正額が1,110万円でございます。内訳

といたしましては，過疎債のソフト事業が180万円，災害復旧費が930万円となってお

ります。 

 そして，歳入最後でございますが，一般財源といたしまして，18款の繰越金，補正

額が1,858万1,000円となっております。 

 続きまして，歳出でございます。 

 ２ページをお開きください。 

 歳出は，２款総務費，補正額といたしまして657万9,000円を追加補正するものでご

ざいます。内訳につきましては，１項の総務管理費が補正額が469万8,000円，それと

２項の企画費，補正額が188万1,000円でございます。 

 続きまして，６款商工費では，補正額が150万円を追加補正するもので，内訳は１

項が商工費，補正額が150万円でございます。 

 続きまして，７款土木費，補正額が1,330万円を追加補正するもので，内訳といた

しましては，２項の道路橋梁費，補正額が1,130万円，３項の河川費が補正額が200万

円でございます。 

 続きまして，10款災害復旧費は補正額が2,370万円でございまして，内訳につきま

しては農林水産施設災害復旧費が同額の2,370万円でございます。 

 以上で歳入歳出の補正額はそれぞれ4,507万9,000円というふうになっております。 

 続きまして，３ページのほうをごらんください。 

 第２表，地方債の補正でございます。 

 こちらのほうにつきましては，地方債限度額の追加といたしまして，現年度農林業

施設債と現年林道施設債をそれぞれ30万円と900万円を追加し，同額の限度額とする

ものでございます。 

 次に，限度額の変更でございますが，次のページ，４ページをお開きください。 
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 こちらのほうにつきましては，過疎対策事業債，ソフト事業でございますが，こち

らのほうを180万円増額補正して，トータル限度額が4,400万円とするものでございま

す。 

 全体としては以上でございます。 

 続きまして，企画総務課関係の補正についてご説明をさせていただきたいと思いま

す。 

 こちらのほうは，歳出予算のほうからご説明をさせていただきたいと思います。 

 ９ページのほうをお開きください。 

 ９ページの上段の部分でございます。 

 ２款総務費，１項総務管理費，１目総務管理費の13節委託料で，補正額が469万

8,000円でございます。こちらは社会保障・税番号制度システム改修業務の委託料を

補正するものでございます。財源といたしまして，特定財源といたしまして，社会保

障・税番号制度システム整備費補助金の国庫支出金を284万8,000円充当することとい

たしております。今回の改修につきましては，女性活躍推進等に対応したマイナンバ

ーカード等の記載事項の充実等の実施に伴いまして，住民票，マイナンバーカード等

の記載事項の充実を図る改修でございます。具体的に申し上げますと，希望される方

に対して住民票，マイナンバーカード等への旧姓の併記等ができるようにする改正で

ございます。 

 以上，企画総務課関係の一般会計補正予算の詳細説明とさせていただきます。 

 続きまして，議案第２号になります。 

 議案第２号，勝浦町の公の施設の指定管理者の指定についての詳細説明でございま

す。 

 こちらのほうにつきましては，地方自治法第244条の２第３項及び第６項の規定に

基づきまして，勝浦町が設置する公の施設18施設の管理を行わせる指定管理者を別表

のとおり指定いたしたいと考えておりますので，議会の議決をいただくものでござい

ます。 

 指定管理をする施設等の内訳でございますが，議案書のほうを見ていただけたらと

思います。表にいたしております。 

 まず，公募による申請受け付けを行った施設が一番上の勝浦町住民福祉センターか
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ら勝浦町民体育館までの８施設となっております。それ以外の施設，勝浦町簡易水道

課絡みでございますが，勝浦町簡易水道黄檗地区を初めとする簡易水道の各地域，こ

ちらのほうが10施設となっております。 

 指定する期間は，いずれの施設も平成30年４月１日から平成33年３月31日までの３

年間といたしております。 

 施設名，指定管理者名の順に読み上げさせていただきます。 

 表のほうでございます。 

 勝浦町住民福祉センターが社会福祉法人勝浦町社会福祉協議会。勝浦町子育て交流

支援センターが社会福祉法人勝浦町社会福祉協議会。勝浦町ライスセンターが農事組

合法人勝浦アグリネット。勝浦町農村婦人の家が社会福祉法人勝浦町社会福祉協議

会。勝浦町農村環境改善センターがＮＰＯ法人Ｋ－Ｆｒｉｅｎｄｓ。道の駅ひなの里

かつうらがＮＰＯ法人阿波勝浦井戸端塾。勝浦町やすらぎ交流館ふれあいの里さかも

とが坂本グリーンツーリズム運営委員会。勝浦町町民体育館がＮＰＯ法人Ｋ－Ｆｒｉ

ｅｎｄｓ。勝浦町簡易水道黄檗地区が黄檗簡易水道組合。勝浦町簡易水道坂本地区が

坂本簡易水道組合。勝浦町簡易水道与川内地区が与川内簡易水道組合。 

 裏面に行きまして，勝浦町簡易水道中山横瀬地区が中山横瀬給水組合。勝浦町簡易

水道棚野久国地区が棚野久国簡易水道組合。勝浦町簡易水道生名地区が生名簡易水道

組合。勝浦町簡易水道星谷地区が星谷簡易水道組合。勝浦町簡易水道中角地区が中角

簡易水道組合。勝浦町簡易水道西岡地区が西岡簡易水道組合。勝浦町簡易水道沼江掛

谷地区と掛谷区域が掛谷簡易水道組合といたしております。 

 以上，議案第２号の詳細説明とさせていただきます。 

 続きまして，議案第３号に移らせていただきたいと思います。 

 議案第３号，徳島県市町村総合事務組合規約の変更についてでございます。 

 こちらのほうは，地方自治法第286条第１項の規定により，徳島県市町村総合事務

組合規約の一部を変更することについて，同法第290条の規定により，議会の議決を

求めているものでございます。 

 改正内容といたしましては３点ございます。１点目が，消防吏員を消防職員に改め

るもので，これは共同処理する事務のうち報償金や公務災害の対象が事務職員も含む

ことを明確にしたものであり，該当するものといたしましては，常勤の消防署勤務者
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に係るものでございます。広域消防組合等でございます。２点目は，点をカンマに表

記を改めるものでございます。３点目は，共同処理をする地方公共団体の取り扱いに

ついて，広域の組合と町村を明確に表記するように整理を行ったものでございます。

内容といたしましては，水防が町村単位で組織される。消防署は広域の組合で組織さ

れるというふうな，こちらのあたりの整理を行ったものでございます。本町に直接影

響を与えるようなものは基本的にございません。 

 以上で議案第３号の詳細説明とさせていただきます。 

 企画総務課からの説明は以上でございます。よろしくお願いをいたします。 

○議長（篰 公一君） 次に，議案第１号について産業交流課長から説明を求めま

す。 

 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） おはようございます。 

 それでは，議案第１号，一般会計補正予算（第４号）について産業交流課関係の詳

細説明をいたします。 

 お手元の議案第１号の９ページをお開きください。 

 事項別明細書の３，歳出で説明をさせていただきます。 

 中段の表で，２款総務費，２項企画費，１目企画費の地方創生関連予算で，19節負

担金補助金及び交付金で，町移住支援空き家改修事業補助金につきまして188万

1,000円を増額補正提案するものでございます。財源といたしましては，過疎対策事

業債が180万円を充当いたします。この予算につきましては，町への移住を促進する

ことを目的といたしました移住支援補助金が予算額に達しまして不足する見込みであ

るため，増額補正提案するものでございます。 

 それから，下段の６款商工費，１項商工費，３目地域交流推進費につきましては，

地域交流推進事業の予算で，19節負担金補助金及び交付金でインバウンド事業補助金

といたしまして150万円を増額補正提案するものでございます。この補助金につきま

しては，来年４月４日に台湾からのクルーズ客船マジェスティック・プリンセスが小

松島港に寄港し，勝浦町への花見ツアーが企画されており，最大2,000人を超える乗

客の皆様が勝浦町を訪れる予定となってございます。年度内からの受け入れ準備が必

要でございまして，関係団体で組織する勝浦町インバウンド受け入れ協議会への補助
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金として広報する予定といたしております。財源といたしましては一般財源というこ

とになってございます。 

 なお，150万円の内訳といたしましては，別紙でお配りはいたしました資料でごら

んいただけたらと思いますけれども，主な経費といたしまして，垂れ幕なり案内板，

看板，デザインなり翻訳費なり環境美化経費なりで101万4,000円と駐車場の補修経費

といたしまして48万6,000円，合計150万円でございます。 

 以上，産業交流課関係の一般会計補正予算の詳細説明でございます。 

○議長（篰 公一君） 次に，議案第１号について建設課長から説明を求めます。 

 柳澤建設課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） おはようございます。 

 風邪をちょっとこじらせてしまっていますので，ちょっときょう，お聞き苦しい点

があることをご了承ください。 

 まず，議案第１号，平成29年度勝浦町一般会計補正予算（第４号）の建設課分の補

正予算の説明をいたします。 

 説明の仕方といたしましては，歳出のほうで歳入の財源も説明したいと考えており

ますが，よろしくお願いいたします。 

 では，予算書の最後のページの10ページをごらんください。 

 上段から１番目の表で，款７土木費，項２道路橋梁費，目２町道改良費でございま

す。施設の15の工事請負費を1,130万円の増額補正をするものであります。補正後の

事業費の総額を4,360万円とするものでありまして，補正の要因といたしましては３

点ほどございます。まず１点目は，インバウンド関係で，生名野口堤防線といって生

名谷川沿いの谷川の県の管理道，今は町道にも使わせていただいておりますが，その

部分の民地側に側溝がございまして，そこのふたかけをするのに約200万円。それと

もう２点目は，同じくインバウンド関連で，生名谷川にかかる生名山下橋というもの

がありまして，その欄干がさびを帯びておりますので，その欄干の整備に130万円と

いうことで，インバウンド関係はこの２点を計上しております。また，３点目におき

ましては，棚野立川側の山側からの落石が著しい場所がございまして，落石対策とし

て山側にストーンガードを設置したいなというふうに考えております。それについて

は800万円を計上しております。それで，合計といたしまして1,130万円の補正案をす
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るものであります。 

 続きまして，中段の表でございます。 

 款７土木費，項３河川費，目２県単急傾斜地崩壊対策事業費でございます。節15で

工事費を200万円の増額補正をするものであります。補正後の事業費の総額を545万円

にするものであります。これは，台風21号で豪雨によって民家の裏山が崩壊いたしま

した。場所は黒岩地区の方でございます。それで，県単急傾斜事業によりまして，家

の裏山の崩壊対策を実施するものであります。それで，財源につきましては，県支出

金が100万円，その他ということで90万円でございます。その他は受益者負担でござ

います。また，一般財源が10万円ということになっております。 

 それで次に，一番下の表でございます。 

 款10災害復旧費，項２農林水産業災害復旧費，目１農業施設災害復旧費でございま

して，節15の工事請負費を110万円の増額補正をするものであります。補正後の事業

費の総額を214万円とするものであります。これは，台風21号の豪雨によりまして，

農道の２カ所，坂本地区と生名地区が被災したことから，農道の災害復旧事業を予算

提案するものであります。補正の財源といたしましては，国の支出が65万円，地方債

といたしまして30万円，それから一般財源が15万円でございます。 

 そして，その下の段でございます。 

 目２林道施設災害復旧費で，節13委託料，３の測量委託料でございまして，さっき

の160万円と工事費の15の2,100万円を増額するものでございます。それで，補正後の

事業費の総額を2,260万円とするものでありまして，これも台風21号により，林道婆

羅尾尖石線といって星谷と中山地区を結ぶ林道があります。その林道の中腹で山腹崩

壊があったということで，崩壊した部分について災害復旧の予算を提案するものであ

ります。補正額の財源といたしましては，国庫支出金が1,000万円，地方債が900万

円，一般財源が360万円でございます。 

 以上で建設課の詳細説明といたします。 

○議長（篰 公一君） それでは，これより議案第１号から議案第３号についての総

括質疑を行います。 

 まず，議案第１号，平成29年度勝浦町一般会計補正予算（第４号）について質疑の

ある議員は発言をお願いします。 
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 質疑ございませんか。 

 大西議員。 

○１０番（大西一司君） ちょっとわからんのやけんど，ほの県単の急傾斜，地元負

担90万円。45％でなかったんかいなと思うんやけんど，これどういうふうなことにな

ってますか。金額で地元，受益者負担が90万円っちゅうことで。普通，今の状況，受

益者負担45％のはずになっとると思うんじゃけんど。 

○議長（篰 公一君） 柳澤課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） 今回の補正額に対しての45％ということでございまし

て，既決予算が今幾ばくかありますので，これについては地元負担を計上しておりま

す。 

○１０番（大西一司君） ほかの全体のでなしに，ほしたらほの地元負担要るやつは

金額何ぼになっとんですか，工事費は。200万円で，この90万円っていうことだった

ら合うんやけんど，ほの補正はほのための，黒岩地区のためだけの事業費っていうこ

と，200万円っていうのはこれ。ほんで，90万円が受益者負担っていうこと。足らん

けん，この補正でなしに。どういうこと。 

○議長（篰 公一君） 柳澤課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） 既決予算が県単急傾斜崩壊対策事業では345万円ありま

す。ほれに対して，地元負担が当初見込んどんが135万円です。135万円。ほれに加え

て，今回の200万円の補正に対して90万円を足すという解釈でございます。 

○１０番（大西一司君） はいはいはい。 

○建設課長（柳澤裕之君） ですから，全体からいいますと総額が545万円になりま

す。ほのうちの工事費の500万円のうちの45％を地元負担でお願いしたいなというふ

うに考えてます。 

○１０番（大西一司君） はいはいはいはい，ほんでわかりました。 

 ほれと，これ21号台風の対応が非常に迅速に早いにできとるっちゅう，これはなか

なか今までにないスピード感を持っての対応だと思うんですが，何かわけがあるんで

すか。これおかしいんやけど，こんな言い方。 

○議長（篰 公一君） 柳澤課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） 台風が意外と遅かったもんですから，査定っちゅうんが
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まだ出ておりません。でも，査定を待って補正予算を組む。査定っちゅうて12月に大

体査定が来ると思うんですけども，その査定を受けてから予算こっしゃえて仕事をし

ょったら，年内完了できませんよね。ほんで，そこで早い目に予算だけをこしらえて

ということでお願いをしています。 

○１０番（大西一司君） 査定が通るか通らんか，これはっきしわからんわね，ほな

まだ。どうなるか。 

○建設課長（柳澤裕之君） はい。 

○１０番（大西一司君） 一応課長の見た目ではもうこれいけるだろうという見込み

で計上してるわけやね。 

○建設課長（柳澤裕之君） 通るように努力はしたいと考えています。 

○１０番（大西一司君） はいはい。 

 ちょっと生名のとこがいっとんやけど，これ２件，坂本と生名，それぞれ何ぼと何

ぼぐらいに上がっとんですか。 

○議長（篰 公一君） 山田課長。 

 農道の関係やな。 

○１０番（大西一司君） うん，農道。 

○企画総務課長（山田 徹君） 査定の前の段階ですとざっくりですから60万円，

60万円ぐらいの想定です。 

○１０番（大西一司君） わかりました。ありがとう。 

○議長（篰 公一君） ほかにございませんか。 

 松田議員。 

○５番（松田貴志君） ６款商工費のインバウンドの部分で，今回クルーズ客船が来

て，多くの観光客の方が桜を見に来るそうなんですけれども，今ざっくりと，今回こ

のような形で町としてしっかりとした受け入れ態勢を組む。さらには，予算をつぎ込

んでその準備をするということで，町としてどれぐらいの経済効果を期待しているん

ですか。わかってる範囲で聞かせてください。お願いします。 

○議長（篰 公一君） 海川課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 2,000人を超えるという観光客っていうことで，最

大ですけれども，そういった観光客が予定されておるといった中で受け入れ協議会を
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設立をいたしまして，その中で物産販売部会だとかっていうようなところを部会を設

立して，その中で勝浦のみかんも含めた特産品，加工品あたりを観光客に販売ができ

ないかというあたりをこれから部会の中でも煮詰めていくこととなります。ちょっと

どれだけの経済効果っていうところまではまだ試算はできてはないんですけれども，

部会の中でどういったものが販売できるのかっていうことをこれから詰めていくとい

うことになります。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） こういう形で予算が出てきて，やっぱりある程度の見込みが

あった上で，これだけの投資，予算をつぎ込むべきじゃっていう，ある程度の裏づけ

があってのこの予算の額なんかなっていう部分も気するんです。そこらあたりちょっ

と副町長，担当されててどういう感じですか。 

○議長（篰 公一君） 藪下副町長。 

 座ってで。 

○副町長（藪下武史君） 今松田議員さんから経済効果ということでお話ございまし

た。経済効果っていいますのは，短期的な視点，それから中・長期的な視点があると

思います。短期的な視点につきましては，先ほど課長申しましたように，具体的な試

算というのは正直今できてる状態じゃございません。これから今，さっき，先般です

ね，10月11日にインバウンドの受け入れ協議会ということで立ち上げもさせていただ

いて，先般の10月会議のときの国清議員さんからの町民の声の質問の中でもお答えし

ましたが，その中で部会を立ち上げて，これから物産，それからおもてなしの部分と

いう部会がございますので，こういった中で検討していくことになります。 

 具体的に直接的な物産の話がメインになってこようかと思うんですが，部会の中で

のこれから，今課長申しましたように，みかんを中心とした加工品も含めて，どうい

ったものを出していくか。ブースを構えて恐らくしていくような形で今後継続してい

くようになりますけども，直接的にはそういった形になってくると思います。それか

ら，それ以外にも生名ロマンの会さんのほうが現場のほうでいつもの形で桜祭りのほ

うもされておりますし，またお隣の人形会館のほうではビッグひな祭りも開催される

と。こちらのほうとかにも当然入場料って形の収入もございましょうし，生名ロマン

の会さんのほうではやっぱり船とかアメンボ釣りとか，いろんなイベントもなされて
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ます。 

 こういったところでの直接的な経済効果は，2,000人全員が利用するかどうかは別

にして，一定程度のものを見込まれると思います。それ以外の長期的な話になってま

いりますと，こういったところで勝浦のみかんとか，そういった物産を賞味いただく

と，こういったものが非常に物販の部分，非常に重要なアイテムになってまいりま

す。こういったものをしていただくことによって，今後勝浦にまた来ていただきたい

という思いもございますので，リピーターをふやしていくと。情報発信についても現

地でのＷｉ－Ｆｉ発信とか，そういったところでも今ちょっと何かできないかという

ことで通信会社のほうとも接触しておりますし，こういった現場で情報発信すること

によって，今回のインバウンドをきっかけとして，通年で年間を通して，個人旅行も

含めた台湾とか香港とか，こういったところからも含めた形でのインバウンドの年間

を通したお客様を迎えると，こういったところによって年間を通した形での経済効果

も発揮できますし，その先にもしあわよくばというところでございますけども，特に

香港とかでみかんとか，それの輸出とか，そういったものも将来的に目指していけた

らというところもございますので，そういった部分での初期投資ということでご理解

いただければというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○５番（松田貴志君） 最大限の効果が発揮されるように期待してます。 

 ちょっと細かいの部分に入るんですけど，課長からいただいたこの予算の明細の部

分について，ざっくりと全体的な費用という部分で多く計上されてますけど，この中

で備品の部分で救命胴衣とスタッフ用ジャンパーっていう部分だけ２分の１負担って

いうことで計上されてます。この部分についての対象となる団体，もしくはどこに向

けてのジャンパーと救命胴衣なんですか。救命胴衣は多分船の部分なんかなと思うん

ですけど，このジャンパーについて，意外と枚数が少ないんで，どういった形で利用

されようとしてるのかお願いします。 

○議長（篰 公一君） 海川産業課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 救命胴衣につきましては，船で活用するっていうこ

とになります。５隻で７名だったですか，35で，６名で，あと待つ待機者にも必要，

順番待ちするときにも必要だろうというところで，40着ぐらいが妥当だろうっていう
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あたりとスタッフ用ジャンパーについては受け入れ協議会のメンバーを中心に着用す

るような形になるだろうって思ってます。ボランティアでお手伝いいただける方に

も，要望があったらお渡しできるんではないかなっていうふうにも考えております。 

 それから，２分の１につきましては，今後このインバウンド事業以外にもロマンの

会さんあたりについては期間を通じて活用されるっていうあたりもあるために，２分

の１負担っていうような形の計上をしたというところでございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） ほういう観点だったらわからんのやけど，このジャンパーに

ついてはわざわざ２分の１にする必要なかったんちゃうんかなとかちょっと思うんで

す。救命胴衣は多分ロマンの会がある程度後々管理してくれるんだろうけど，このジ

ャンパーについては協議会で多分管理するようになるんじゃないですか，そのインバ

ウンドの対策のほうの協議会で。ほれやったら，あえて２分の１せんで，協議会の所

有ということで，そのまま２分の１する必要もないんかなってちょっと思ったんで

す。ほやけん，そこらあたり，あえて２分の１にする必要あったんかなっていう部

分，ちょっと済んません，細かい部分でごめんよ。 

○議長（篰 公一君） 藪下副町長。 

○副町長（藪下武史君） ありがとうございます。そう言っていただけると非常にあ

りがたいんですけども，今一応枚数とか大体50枚，これからボランティアとか，そう

いった形で募ってまいりますので，具体的な全体の人員っていうのはこれからです。

今私も，いろいろ大学とか，そういったところ中心に，通訳も含めていろいろご依頼

させていただいている最中なんですけど，春休み期間中ということもありますし，大

学の休み期間っていうこともありますし，入学式の前後ということで，非常に忙しい

時期。それから，町内で言いますと，勝浦高さんとか中学校のほうにも既にお願いに

上がりまして，できる範囲で協力いただけるというお話いただいてます。これもやっ

ぱり今申しましたような時期の制約もありますので，最終的な人数はわかりませんっ

ていうのが現状です。 

 ただ，これにつきましてはスタッフジャンパーということで，今生名ロマンの会さ

ん，ピンク色のジャンパーで恐らく同じような形態で色・模様とか，そういうのもす

るんですが，これからロゴを入れるかどうかとか，ほういうのはこれからの話になっ
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てまいりますので，来年以降も，ほれからインバウンドの受け入れ時期以降も使われ

るのだろうという想定の中でちょっとこういうふうにさせていただいて，非常に細か

い話で恐縮なんですが，私のほうからちょっとこういった形でとりあえず計上の部分

についてはさせてもらえますかと。ほやけん，それから先については，今後使い方に

もよりますし，地元とのお話もございますので，そういったことでのお話いただける

んであれば，いろいろ今後，これがおしまいでないと思いますんで，今後もずっと続

けていく事業であるならば，そういったところでの調整もきくと思いますし，そこら

あたり，松田議員さん，もっと手厚くしてあげたらどうですかっちゅう話なんで非常

にありがたい話でございますけれども，そういったところでまた地元といろいろ相談

させていただきたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） よくわかりました。こういうめり張り，やっぱりきちっとせ

ないかんところはせないかんし，町としてしっかりと対応する部分はもう予算の部分

についてもちゃんとすべきと思うんです。 

 ほんで，最後にちょっと１点だけ，短時間で2,000人っていう人数が来るわけじゃ

ないですか。もちろん，その辺の対策もされて，想定はされていくと思うんですけ

ど，ただでさえある程度の人手が予想される中で，さらにその上に上乗せで2,000人

っちゅうことなんで，やはり慎重に慎重を重ねて，ある程度そこらあたりも，人の動

線も含めて，しっかりと計画を練っていってほしいなと思いますし，ただ私も一町民

としても協力させてはもらおうと思ってますので，よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） いいですか。答弁要らん。 

○５番（松田貴志君） あればお願いします。 

○議長（篰 公一君） ほな，副町長，心構えだけでも言ってあげてください。 

 藪下副町長。 

○副町長（藪下武史君） ありがとうございます。松田議員さん個人的にもご協力い

ただけると，非常にぜひともお願いしたいと思います。 

 先ほども申しましたように，ボランティアについてもこれから未知数です。いろい

ろなところに思いつく限りお願いに上がってる途中でございますので，まず町民の皆
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様方に，先般の町民の声のときもお話ししたとおり，逐一この件に関しての情報をお

伝えしながら，町内の活性化団体を中心に，町民の方々にもお手伝いいただきたいっ

ていうのが心情でございます。その上で，町外の方のボランティアを仰ぐと。やっぱ

り町としての事業でございますので，町民の皆さんが中心になって主体的にかかわっ

ていただけるように，私どもとしても万全を期していっていきたいと思いますし，今

回は最初なんで，できるだけ手厚く，来年度以降についてはまたその状況を見て省略

できるところは省略するとか，そういったところは順次考えていきたいと思ってます

が，できるだけことしは手厚くやっていきたいなっていうふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） ほかにありませんか。 

 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 関連ですが，いきなり2,000人を対応するっていう経験が

ないので，せっかくこれだけの予算をつぎ込んでいるんだから，プレ・インバウンド

みたいな取り組み，2,000人規模じゃなくて，その３分の１なり４分の１なり，ちょ

っと時期をずらして練習のような企画をやってみて，それでほのインバウンド

2,000人やって，この体制ができたのをもう一回ちょっと時期をずらして，そのアフ

ターみたいなんで，１回来年とか次とか言わずに，このインバウンド関連の予算を成

功さすためにも，プレ企画と，その後の企画も含めて，それが2,000人で短時間で生

名周辺で終わらすのではなくて，勝浦町全体に訪れてくれるような取り組みにすれば

いいと思います。 

 例えば，菜の花も，町内全域に菜の花を空き地に希望者があれば植える。それで，

その後も旅行会社と連携して，このつぎ込んだ予算でしっかりと継続してっていうの

は，来年とか次の企画じゃなくて，この予算に関連した形でプレ企画，その後の企画

っていうふうに継続して取り組んだほうが，この2,000人に対応できる練習もでき

て，その後のアフターで教訓も得た形で取り組んで，それと旅行会社との継続も含め

た形でもっともっと生かしていく施策っていうのを町としても協議会に提案すればい

いと思います。そういった観点はございますか。 

○議長（篰 公一君） 藪下副町長。 

○副町長（藪下武史君） 非常に積極的なお取り組みについてのご提言っていうかあ
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りがたいと思います。ただ，現状といたしまして2,000人，今度一度に来るんですけ

ど，500人規模っていいますと航空機２台分ぐらいなんです。２機分ぐらいで，なか

なかそれだけのツアーは組めないっていうのが現状でございます。 

 今実態としまして，この10月の頭に町内の観光農園さんのほうに10名規模の台湾か

らのお客様，これもライオントラベルだったらしいんですけど，来られたという実績

があります。私もほの話聞いて，県のほうからちょっと横断幕なんか借りてきてご利

用いただいたという経緯はございますが，それだけの人数がなかなか徳島県内自体に

一遍に入ってくるっていうツアーが正直今のところありません。県のほうもそういう

のに向かって今誘致活動とかやっている途中でございますので，なかなかいわゆるほ

の受け入れ側もありますし，旅行会社もなかなかほこまでの誘客っていうのは一遍に

は難しいと。時期的にも，今これから年度末にかけてするとしたら，もう夏ごろには

誘致とか，そういうのもしていかなくてはいけないので，海外の旅行博とか，そうい

うのをしていかなくちゃいけないというところもございまして，ちょっと今からだと

正直難しいです。 

 さはさりながらでございますが，先ほど申しましたように，これをきっかけにとい

うことでお話ししたとおり，今回ここの予算でなしに既決予算で対応するような形で

考えとるんですけど，パンフレットなんかもこれまでは日本語だけのパンフレットっ

ていうことでございましたが，今考えるのは英語と繁体，いわゆる中国語の中でも台

湾とか香港が使っている繁体字という字体があるんですが，こういったものに対応し

た形でパンフレットを今作成すべく作業をしております。また，現場での看板なんか

についても同じような対応という形で今作業をしております。こういったものをパン

フレットにつきましてはちょっと地元との協議の中でもこういったことでご提言いた

だいて，町内全般の生名の今回桜のクルーズ船だけでなくて，町内全域の観光パンフ

レットっていう形での今作業をしております。こういうのもある程度部数を刷って，

来年度，例えば夏とか秋とかに台湾とか香港で定期的に旅行博とか，そういうのをや

っていますので，そういったところに持ち込んで宣伝してもらうというようなことも

今後していかないけない。まずそれについての第一歩のツールということで今つくっ

ておりますので，こういうのをきっかけに，先ほど申しましたように，年間通じての

誘客と。 
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 もう一つ言えば，一番ありがたいのは町内で泊まっていただくっていうのが一番。

１泊でもしていただくと宿泊費も入りますので，その中での買い物とか，そういった

部分でのいろいろ経済効果も余計に出てきますので，そういったところを目指してい

きたいなと思っておりますが，やっぱりそれについてもキャパシティーに限度がある

という。やっぱりこの背丈に見合ったっていうんですか，そういった形で順々にして

いくというのが今のところのやり方かなというふうに私自身とは思ってますので，ち

ょっとご理解いただければなと思っております。その際にはいろいろ，みかんってい

うのは非常に重要なアイテムになってまいりますので，またそういった点でもご協力

いただければなとは思っております。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） ちょっと言葉足らずでしたけど，プレ企画は外国人じゃな

くても日本の旅行，ちょうどおひなさんやってるので，何百人規模のバスを誘致し

て，大人数に対応する練習も可能かなと思って。まだ観光バスがばんばん来るような

対応は，おひなさんのほうも実態をよく知らないんですが，何百人規模のバスが来た

っていうのは余り私は知らないので，もしあったら失礼ですけどないので，大人数の

対応に関しては別に外国でなくても一度練習が可能やし，ちょうどいい時期なので，

国内の旅行会社と連携してもっと誘致して，４月に対応する練習もできると思うの

で，財産があるので，発想を変えて１日に10台なり20台なり来たときはどうするかっ

ていうのもしておくほうがいいかなと思うので，外国人に限らずに日本人，国内の観

光客が大量に来てもらうときの対応っていうのも可能かと思いますので，提言として

言っておきます。 

○議長（篰 公一君） 藪下副町長。 

○副町長（藪下武史君） ご提言ありがとう。私もちょっと早とちりしたとこありま

して，申しわけございませんでした。 

 国内の誘客ということでございますけども，今回のインバウンドを通じまして旅行

会社さんともいろいろパイプもできましたし，そういったことはご提言っていうかお

話をしてみたいとは思います。ただ，一方で受け入れ側として，桜の時期を外すと，

ことし２月18日ぐらいからだと思うんですけどビッグひな祭り始まりますけども，こ
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ちらのコンテンツが中心になってくると思うんです。そうなりますと，３月30日にこ

とし30周年も控えているということで，非常に多分お忙しいと思うんです。ですか

ら，そういったところのこともございますので，こちら側だけの話でなくてこれ全体

の話になってまいりますので，地元のほうのやっぱり負担大きいですから，そこらあ

たりも十分に話ししながら，できればしたいとは思いますけれども，なかなか難しい

部分も一方であるということはあるかと思いますので，そういった調整の中で，実現

できるのであれば考えていきたいと思いますが，そこらあたり流動的なことはちょっ

とご理解いただければと思います。 

○９番（井出美智子君） できるだけ協力したいと思います。英語も勉強したいと思

います。 

 広東語ですか。そこまではなかなか。だけど，もっともっと英語とか広東語の簡単

な勉強会っていうのも企画して，町内の人が一言二言は，京都だったら誰でも英語と

か中国語でお店の人が対応できているので，勝浦町内に来てもらった人が一言二言の

挨拶ができるような講習会もしていただければありがたいと思います。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 藪下副町長。 

○副町長（藪下武史君） そういった簡単な日常会話的なものにつきましては，今回

の準備の中でも，いわゆる指さしシートとか，それから片仮名の発音ですか，ルビ振

ったとか，そういったものも補助的につくっていきたいなと思ってますし，実際に日

常会話ができるようになるというのは，今後徳島県の中でも通訳ボランティアのグル

ープございますので，こういったところのご協力とかいただけるもんであれば，そう

いったものも企画できていければ将来的にはいいのかなと思います。ここらあたりも

これからの話なので，先方もある話なので，確約はちょっと今のところ難しいんです

けど，貴重なご提言でございますので，そういったところで皆さんの非常に前向きな

ご発言いただきましたので，私どもとしてもできるだけのことをしていきたいなと思

っております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） ほかにありませんか。 

 麻植議員。 
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○４番（麻植秀樹君） ちょっと一つお伺いです。 

 菜の花，レンゲソウの種ですね，これで単価が３万円。単価３万円，数量１，１体

ということで，これで，これとこの肥料が単価で５万5,000円の数量１，１体でって

書いとんですけども，これで合ってますか，課長。菜の花とレンゲソウっちゅうてこ

とは，２種類でしょう。 

○議長（篰 公一君） 海川課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 一応見積もりをいただいて，昼食のあれです，観光

客がロマン街道の横の田んぼの中で，レンゲを植えて，その上にブルーシート敷い

て，そこで2,000人余りが昼食を食べていただくと，そのためのクッション材の役目

も含めてレンゲをするといったような目的でしておりまして，面積当たりにはこの程

度の経費がかかるんだろうっていうふうに考えております。 

○議長（篰 公一君） 単位が。 

○４番（麻植秀樹君） まいとん。 

○３番（美馬友子君） 間に合わん。 

○４番（麻植秀樹君） うん，いや，そうやけど，この単価がな。 

○議長（篰 公一君） 書き方が言いよんねんな。 

○４番（麻植秀樹君） 普通，うん。待って，ほなけん，菜の花とレンゲソウって書

いて，まいとん分かったけんど，ほれだけで１袋，数量１の１袋といったら３万円で

ぱんと書いとるけんど。 

○産業交流課長（海川好史君） 済いません，袋っていうところがちょっと……。 

○４番（麻植秀樹君） トン数とかキロ数にしておいたら一番簡単になると思うんだ

けど。 

○産業交流課長（海川好史君） 単位のところが多分……。 

○議長（篰 公一君） １式とかな。１式とか……。 

○産業交流課長（海川好史君） 間違えておるといったところで……。 

○４番（麻植秀樹君） かかっとんだろうけどな。 

○産業交流課長（海川好史君） １式ということで……。 

○４番（麻植秀樹君） おかしいなと。 

○産業交流課長（海川好史君） 済いません。訂正お願いします。 
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○議長（篰 公一君） いいですか。 

 ほかに。 

 ほかにありませんか。 

 議案第１号についてはこれでよろしいでしょうか。 

 他に質疑ありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） それでは，議案第２号について質疑のある議員は発言お願い

します。 

 議案第２号，指定管理の指定について。 

 国清議員。 

○７番（国清一治君） 議案第２号の公の施設の指定管理についてちょっと全体的に

聞きますが，18施設のうち８施設が公募によったということですが，公募で競合した

ことはあるのかどうか。また，逆に公募がなくて指名したところがあるのかどうか。

それと，指定管理料ですか，これが今までどおりなのか，変更しなければいけないと

こがあるのかどうか。ほれと，施設によって改善とか課題があるところがあるのかど

うか。そこらを全体的に聞きたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） ご質問いただきました点についてお答えいたしたい

と思います。 

 競合があったかどうかというふうなご質問であろうかと思います。今回公募の申請

によって受けたところでの施設につきましては全て１件でございます。 

 指名したのかどうかという話ですが，応募がなかった場合の指名をしたかどうかと

いうお話かなと思いますけれども，基本的に１件でございますけれども申請がござい

ましたので，こちらのほうから指名した分についてはございません。 

 あと，金額でございますが，公募の申請によって出してきていただいた施設におい

て，４件ほど金額の上昇がございます。 

 それと，改善の部分があるのかどうかというふうなことでございますが，個々個別

の話であるかとは思いますけれども，全体としての話とすると，電気代等をはめる

云々と使用料，利用料，こちらのほうで今後の検討というふうな部分ではあろうかと
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は思います。 

 以上だったですかね。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） ４件増額があったっちゅうんは，これは団体のほうからの申

し出なのか，町のほうからこれは上げざるを得んと思って上げたのかどうか，ほこら

はどうですか。 

○議長（篰 公一君） 山田課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 基本的に要綱をつくってお示しをして，それに申請

をしていただくというふうな格好になっております。今上げて，上がった先ほど申し

上げました変更があった３件……。 

○７番（国清一治君） ４件やった。 

○企画総務課長（山田 徹君） 済んません，３件の間違いです。申しわけございま

せん，訂正させていただきます。 

○７番（国清一治君） はいはいはい。 

○企画総務課長（山田 徹君） ３件につきましては，要綱の時点で上げているよう

な格好，上限額を上げたというふうなことであると思います。それに合わせて，合わ

せてというとおかしいんですけれども，申請の各団体からも上がった申請額が出てき

たというふうなことであると思います。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） それと，今回はこれ指定なんですけれども，契約は２月か３

月にされると思うんやけんど，指定と契約は違うものと考えてええんですか。 

○議長（篰 公一君） 山田課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 見込みのとおりで，違うものと考えていただいてよ

いと思います。 

○７番（国清一治君） 今回は置いときます。 

○議長（篰 公一君） ほかにありませんか。 

 大西議員。 

○１０番（大西一司君） そのアップの理由っていうのは我々の十分納得できるよう

な内容ですか。青天井では困ると思うんで，何のための指定管理かっていうことを。
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メリットが両方にあって指定管理にしてるわけで，足らんけんどんどん上げてくれっ

て言うんで上げたんでは，もうほれはとてもでないけんど，ほんまの目的と違うと思

うんで，どんなんでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 山田課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 基本的には上限額というふうなものをこちら，町の

ほうで設定をいたします。その時点，そこでそれに対して上限額に納得した上でそれ

ぞれが申請されております。今回の内容につきましては，前年度，過去何年間かから

の実績云々を踏まえて，消耗品がふえた部分とか通信運搬費がふえているとか，そう

いうふうな部分を勘案して，もともとの上限額の設定を示して申請を受け付けしたと

いうふうな格好になっております。個々個別の部分はあるかとは思いますけれども，

基本的には青天井というのではなく，こちらのほうの上限額を設定したものでござい

ますので，問題はないかというふうに考えております。 

○１０番（大西一司君） アップはどれぐらいの率ですか，それ大体。 

○企画総務課長（山田 徹君） それぞれなんですけれども，上がっている部分，

12万5,000円から46万7,000円あたりまでの幅がございます。 

○１０番（大西一司君） 率は。金額ではわからんのやけんど。何％ぐらいなの。 

○企画総務課長（山田 徹君） ５％から10％ぐらいまでの範囲内です。 

○１０番（大西一司君） 詳細確認の上で，また判断させてもらいます。終わりま

す。 

○議長（篰 公一君） ほかに。 

 森本議員。 

○８番（森本 守君） 水道のことですけども，川北水道組合というんは，これはこ

れに入っていないんですけども，どんなような扱いになっておるのかちょっと聞きた

いと思います。 

○議長（篰 公一君） 柳澤建設課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） まず，川北と沼江ですね，入ってないのが。それについ

てはもう直営ですんで。直営です。 

○８番（森本 守君） 直接町が運営しよる。 

○建設課長（柳澤裕之君） はい，間かませていません。 
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○８番（森本 守君） あっ，そうですか。 

○建設課長（柳澤裕之君） 世話人はいないっていうことで。 

○議長（篰 公一君） いいですか。 

 ほかに。 

 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） 公の施設で指定管理を行ってない施設ってまだほかにあるん

ですか。 

○議長（篰 公一君） 山田課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） ちょっとすぐに全ての施設云々というのはなかなか

説明しにくいと思うんですが，たちまち図書館とかはしておりません。あくまで外の

民間の方の活力を使ってより効果が上がる施設を指定管理によってより効果的な運営

をするっていうことでございますので，当然してない施設もございます。数云々につ

いては，ちょっと今現在すぐに把握をできておりません。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） 将来指定管理を行ったらいいかなっていうんもまだないの

で，すぐなかったっていうことな，公の施設。 

○議長（篰 公一君） 山田課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 各課のほうからそれぞれの管理部分で出てきた部分

を指定管理出しておりますので，その当初の時点では特に新しいものはありませんで

した。 

○議長（篰 公一君） いい。 

 ほかに。 

 議案第２号についてほかにありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） なければ，議案第３号について質疑のある議員は発言をお願

いします。 

 議案第３号についてありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 質疑はありませんようなので，以上で総括質疑を終了いたし
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ます。 

 お諮りします。 

 議案第１号，平成29年度勝浦町一般会計補正予算（第４号）についてから議案第３

号，徳島県市町村総合事務組合規約の変更についてまでを第二読会に付することにご

異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） ご異議ありませんので，本件は第二読会に付することに決定

いたしました。 

 本日はこれで散会といたします。 

            午前10時46分 散会 
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            午前９時30分 開議 

○議長（篰 公一君） 皆さん，おはようございます。 

 開会前に，８日の第一読会における議案第２号の詳細説明の中で一部訂正があると

の報告の申し出がありましたので，これを許可します。 

 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 朝の貴重なお時間を使わせていただきまして申しわ

けございません。 

 11月８日に提案させていただきました議案第２号，勝浦町の公の施設の指定管理者

の指定についての私のほうからの詳細説明につきまして，一部誤りがありましたので

訂正をさせていただきたいと思います。 

 11月８日の説明では，公募により申請受け付けを行った施設が勝浦町住民福祉セン

ターから勝浦町民体育館まで８施設，それ以外の施設が勝浦町簡易水道黄檗地区を初

めとする簡易水道の各地域の10施設というふうに説明をさせていただきましたけれど

も，正しくは公募により申請受け付けを行った施設が，勝浦町住民福祉センターから

勝浦町民体育館までの施設の中からふれあいの里さかもとを除く７施設，そしてそれ

以外の施設がふれあいの里さかもとと勝浦町簡易水道黄檗地区を初めとする簡易水道

の各地域の11施設というのが正しい説明でございます。訂正をさせていただきまし

て，おわびも申し上げたいと思います。申しわけございませんでした，よろしくお願

いいたします。 

○議長（篰 公一君） この件について，何か質疑はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 質疑はなしと認めます。 

 これで報告は終わりました。 

 それでは，ただいまから平成28年勝浦町マラソン議会（みかん会議）を開きます。 

 本日の議事日程は，お手元へ配付のとおりでございます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（篰 公一君） 日程第１，諸般の報告を議題とします。 

 法第121条第１項の規定により，説明者として出席を求めたのは中田町長，藪下副

町長，椎野教育長，山田企画総務課長ほか関係各課長でございます。 
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 以上で諸般の報告を終わります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（篰 公一君） 日程第２，町政に対する一般質問を行います。 

 通告表の順序に従って発言を許可します。 

 ３番議員美馬友子君の一般質問を許可します。 

 美馬友子君。 

○３番（美馬友子君） おはようございます。 

 議長の許可をいただきましたので，３番議員，一般質問を通告に沿って始めます。 

 早いものでもう11月半ばとなり，勝浦町の町はみかん一色となってきました。みか

んが大好きな私ですので，すごく楽しみな季節を迎えたわけですが，最近職員の笑顔

が減ってきたのではないかと要らぬ心配をしています。最近余りよくないニュースが

新聞をにぎわし，町民の間で役場は大丈夫なのかと心配の声が聞かれるようになって

います。町民のニーズの拡大，業務の増加，新事業や課題のある事業などに人員をふ

やすことを考える時期が来ているのではないでしょうか。職員確保について，後半ま

で企画総務課長に全てお聞きしたいと思います。 

 それでは初めに，時間外勤務の実態の推移，これから職員数の推移，有休取得率の

推移を調べていただいたので，表をごらんください。 

 資料をいただいて時間外勤務の３年間の推移を各課であらわしてみました。年間の

時間外でなかなか分析はしにくいんですが，断トツで病院の時間外が多く，次いで住

民課，福祉課，教育委員会，いわゆる残業ですが，昼間の業務が残ってしまった，ま

たは業務量が多く，初めから時間内で終わることができない業務もあるのかもしれま

せん，そしてまた効率よく仕事ができない原因があるのかもしれません。この中では

職員と臨時職員の比較とかは見えないので，これだけでは評価はできませんが，人員

配置にも問題はないのでしょうか。 

 続いて，職員，臨時職員の推移です。５年間の推移ですが，先ほども述べました

が，業務拡大，新事業もふえています，それから地方創生の事業も始まっておりま

す。しかし，25年に115人，あとはほぼ111人職員数はふえていません。休まれている

方もおいでますし，補充はないのではないかと思われます。 

 続いて，有休年次取得状況です。約10％から35％の率での取得なので，年間何人が
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何日とれているのでしょうか。組合も有休の目標値はないようなことを聞きました

が，ざっくり計算しても，50％だったら20日のうちの10日間なので，大体とれても３

日から６日程度でしょうか。 

 グラフは同じなんですが，この３つ，今は２つなんですが，グラフ化した状況を見

て，どう役場は捉えているのか，また問題はないのか，企画総務課長にお伺いしま

す。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 議員ご指摘のご質問にお答えをさせていただきたい

と思います。 

 時間外勤務の状況あるいは有休年次休暇の取得状況，職員数の状況，こちらのほう

をグラフにして見せていただいているところではございます。ここらでどのような問

題がないのかどうかというふうなご質問であろうかと思います。 

 先ほど議員のほうからも申されたように，ここ数年職員数の増というふうなことに

はなかなかなっていないような状況ではございます。時間外の増とか有休の取得状況

の少なさ，あるいは臨時職員のある程度の人数というふうなところから見ますと，業

務量に対して，職員がなかなかついていけていないというふうに私としては感じては

おります。以前の議会でも若干答弁させていただきましたけれども，職員数を若干ふ

やしていただくような対応，あるいは事業の選択と集中，そういうふうなことにより

まして，もう少し業務量を減していくなり職員をふやすなり，そこらのところの検討

は必要であろうかと考えております。そうするふうなことによりまして，職員の発想

力，アイデアそれから資質の向上，そちらのほうにもつながっていくのではないかと

いうふうには考えてはおります。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） やはり職員数がふえていないということが問題ではないか，

その中で業務量の見直しとか集中した事業を行う，そしてまたそのことがアイデアと

か職員の元気につながるということですが，そういうことは理解できますが，この表

では各課の状況しかわかりません。個人的に勤務時間数が大幅にふえて体調を崩した

りとか，この表では見えないんですが，現に休んでいる職員もいますが，メンタルの
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対策及び相談窓口の重要性は特に言われております。設置はできているのでしょう

か。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） メンタル対策の相談窓口の設置とかの状況のご質問

であろうかと思います。 

 まず，メンタル対策の日ごろの窓口といたしましては，電話による相談窓口の設置

ということで，保険の部分，例えば健康保険になりますけれども，私どもの場合は共

済になりますが，そちらのほうの無料相談の窓口が24時間，それ以外に本町がストレ

スチェック等を委託しております業者さんの電話相談の窓口の設置，それとそちらの

ほうでの相談所の設置，そして役場のほうでは毎月１回委託いたしております診療心

理士が待機いたしまして，相談窓口を開設をいたしております。また，復帰の場合の

支援につきましては，以前にも指摘されましたように，復帰される場合のその課の体

制についての研修等につきましては，その時々によりましてではございますが，する

予定でございます。あとは先ほど申しました毎年のストレスチェックによって，各個

人のストレスのチェックを行うことによって，個人的にそこらの自分の判断，あるい

は全体的な傾向，あるいはそれに基づく改善を行っていく予定ではございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） 窓口は，共済による電話の窓口が24時間あるということ，そ

れからまたストレスチェックを行って予防それから自己管理，診療心理士も来てくれ

るようなこともしている，それから復帰の対策としては，管理者の研修も行っていく

ということですが，休んでいる方への定期的なつながりもあると聞きました。ストレ

スチェックで不調があれば，相談しやすい環境で，本当に職員の皆様も同じですが，

心の健康を守ってほしいと思っております。風通しのよい組織づくりに努力してほし

いと思っていますが，実際には業務に追われて目配りができていない管理状況なので

はないでしょうか。自分で早くふだんと違うなと思ったら，フリーダイヤルがあるの

ですから，悩みがあれば，不安があれば電話する，そんな環境であると願っていま

す。できたらフリーダイヤルはパソコンの上に張っておくとか，常に身につく位置に

張って自己管理していただく，それから管理者の研修はこれからも復帰にはしていく
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ということですが，情報交換が管理者の中でされているのかどうかお伺いしたいと思

います。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 管理者の研修等についてでございますが，昨年度に

管理者向けの研修のようなものを行っております。それまでも管理職研修の中ではそ

ういうふうな研修が行われてきたというふうには認識をいたしております。あと，い

つでも相談窓口がわかるような，議員のおっしゃるとおりであるかと思います。今回

のご質問，通告書をいただいた時点で，定期的にでもグループウエア等がございます

ので，そちらのほうで相談窓口，こういうふうな制度，システムがありますよという

ふうなことを流すようなことで，担当職員のほうと相談はいたしているところではご

ざいます。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） やはりふだんと違う，これはおかしいんじゃないかと気がつ

くのは上司であり仲間であると思うんで，しっかりその研修も続けてほしいと思いま

す。 

 それから，ことしからリフレッシュ休暇の制度が始まりました。どのようなもの

か，また計画的に取得できているのでしょうか，その点をお伺いしたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 本年度から導入いたしましたリフレッシュ休暇でご

ざいますが，勤務年数によりまして，勤務休暇日というふうなものも決めておりま

す。今年度の取得につきましては，今現在で42％程度の方が取得をされております。

今年度分の対象者の中の聞き取りをいたしますと，現在の取得者とそれ以外の含めま

して九十数％までとるような計画でいるというふうなことで聞いてはおります。た

だ，計画的にとる場合でも，各課での事務分掌が，小さな町ですのでどうしても一人

担当的な部分も多々ございます，そういうふうなところも踏まえて，各課で調整をし

ながらとっていただいているというのが現実でございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） ほぼ90％ぐらいはとれるということで，うれしいことでもあ
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りますし，この年度にとれなかったら，来年はとれんという年代の方もおいでると思

うので，できるだけ休息をとってほしいなと思います。リフレッシュ休暇は３日とか

５日ということで，本人，家族と一緒に休息ができて，そして穴埋めと言っては言葉

が悪いんですが，休んだ方の残った職員はほかの業務もきっと担当しなければ――１

週間ぐらいあくわけですから――ならないので，業務の効率を上げて仕事を行うと

か，業務改善につながるようになったら，さらにリフレッシュ休暇の効果が出るので

はないかと考えます。ですから，マニュアルをつくって，僕が，私が休んでも業務に

負担が出ないような体制づくりをどうかつくってほしいと思います。気兼ねなく遠慮

なくリフレッシュ休暇や有休が取得できるように，そして職員が元気で業務の広がり

ができて住民サービスにつながれば，最高の制度だと思っております。 

 続いて，当直業務というところに行くんですが，私は職員の負担軽減を当直業務を

委託して図ってみてはという考えを持っております。日直業務でも主な業務は，当直

規定にあるように，１から７つの業務がありますが，役場としては業務委託を検討し

たことはあるのでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 宿直業務につきましては，どうしても夜のことでご

ざいます。そういうことで，職員の負担があるということは以前から言われておりま

して，回数の面とかいろいろな面でいろんな改善策を検討してきた経過というのはご

ざいます。その中で，いつも問題となってくるのは，防災対策，常備消防がないため

に，その分を宿直者が負っているという部分，それとあと委託に係る経費の増，そち

らが一番大きな問題で，なかなか抜本的な改革というか改善ができなかったというの

が現状ではございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） 以前から改善策をいろいろと考えてきたという経過があると

いうことでほっとしておりますが，今職員は本当に疲れている，病みかけている現状

ではないでしょうか。宿直をすることで日常業務に支障が出てからではいけないと思

います。何の業務を減らすか，そしてその業務を減らした力を住民サービスのために

働けるかと考えると，当直の業務負担の軽減を図ってはと考えます。消防が常備なと
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ころは，課長もお答えしてくれたんですが，何の弊害もないと視察先でも答えてくれ

ました。どうか防災のことで訓練なりマニュアル作成なり業務委託できるようにすれ

ば，どうすればよいのかもう少し話し合ってほしいと思います。予算を伴いますが，

費用対効果ではなくて，働き方の視点で考えてほしいと思います。今後も対策を検討

してもらえるのでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 宿直に伴う職員負担というのは，ある程度こちらの

私のほうでも認識はいたしております。業務量の増加に伴って職員の負担がふえてき

ている，また宿直業務につきましては，職員数が少ない面もございまして，回数もふ

えてきているような現状はございます。そういうふうな面から考えますと，職員の業

務に専念するために業務委託するということにつきましては，一定の効果も認められ

るものではないかと考えております。先ほども申しましたけれども，火災対応また委

託費の経費増云々，そこらのところを踏まえた検討を進めて，解決ができるのであれ

ば，そういうふうな方向に向けての検討はしていきたいというふうには考えてはおり

ます。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） 負担の認識はされているということですが，朝，きょう日勤

に来て当直業務に入って，そして朝１時間ほど着がえに帰らせてもらって，そしてま

た日勤をする，こんな激務な勤務が男性の方ばかり当直されているということを聞い

ておりますが，大変な業務をしているんだなと思います。家族のためにもそして職員

のためにも，業務に専念できるような体制を早くとってほしいなと思います。このこ

とは，検討して早急に業務委託ができるように，業務委託できるためにはどうしたら

いかということを真剣に考える時期ではないかと考えておりますので，どうか早目に

検討してほしいと思います。 

 それでは次に，新規採用者に求めているものは何なのでしょうかというところで

す。今採用試験真っ最中ですが，採用試験の広報には日時だけで，どんな職員を求め

るなど一言もアピールしていないのがとても残念でなりません。私はこれからの職員

に大いに期待しております。ぜひ自分たちのしてきた仕事のよさとかおもしろさを教

えてください。まちづくりや教育，福祉，産業など，いろんな分野での仕事に携わる
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ことができます。行政というかたい仕事ではあります，苦情も多いと思いますが，人

の立場になって物事を考えられる人が向いている職業だと私は思っております。ぜひ

新規採用に今役場が求めている職員像とは何かを示してほしいと思いますが，どうで

しょうか。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 役場に勤めている私よりも希望の持てるような役場

職員像というかをお示しいただいてありがたいと思っております。ただ，私のほうか

らは実務者としてのお話になってしまうかと思いますけれども，本町の募集要項は，

おっしゃるようにアピール度が足らないというふうなところにつきましては胸に刻み

まして，次期募集等には反映と何かできるような改善策をとっていきたいというふう

に考えております。また，議員がおっしゃるように，私も若い職員に対して，非常に

期待をいたしております。そういうふうなことも踏まえて，勝浦町としては，今後の

勝浦町を背負える，背負うことのできる，そして伸びていける人材，成長していける

人材というふうなことで期待をいたしているところでございます。あと，特別にプラ

スアルファの部分につきましては，やはり政治家の皆さん，市長になられた方がその

ときそのときにいろんな考え方をお持ちになってくることであろうかと思います。事

務的な部分で申しますと，私のほうからはそのような認識を持っております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） 募集要項にぜひ今後の勝浦町を背負う人材が必要なんだとい

うことも書き添えていただきたいと思います。初めて入って，皆さんもそうだった思

うんですが，住民の声を聞いて，気持ちよく暮らせるサービスができるのが僕たちの

仕事だ，私たちの仕事だと思って入ったと思うんですが，そのことをしっかりと伝え

ていってほしいと思います。 

 それから，もう一つお願いがあるんですが，役場における各課の職務規程が定めら

れていますが，各課の仕事の内容をホームページに載せていただきたいと思います。

それはなぜかというと，新人職員の今後の業務内容にもつながりますし，住民は受け

たいサービスがどこの課に行けばよいのかわかりやすくなります。情報提供は必要だ

と考えています。職員規定を見ると，膨大な役割があることを理解できますが，ぜひ
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簡単にわかるようにまとめてホームページに載せていただきたいと思っております。

いかがでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） ご指摘のように，課の業務がなかなかわかりにく

い，ホームページ上では，課のほうから検索するようなタブもございます。そういう

ふうなことも踏まえまして，どこまで載せられるかについては，余り長くなるとわか

りにくいうというものもあるかとは思いますので，検討させていただいて，そのよう

な方向で進めていきたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） 今は情報の時代ですから，お子さんが見ても，キッズコーナ

ーて各役場のホームページがあるぐらいで，こんな課があって，こんな仕事をしてい

るんだよというのがいろんな役場で載っているんで，またそんなんも参考にしていた

だけたらなと思います。 

 続いて，職員採用に行くわけなんですが，今募集中なんでいろんなことは申しづら

いと思うんですが，新しい枠での募集ということで，ぜひ地元の採用をつくるべきと

考えております，いかがですか。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 地元の採用枠というのは以前からいろいろお話もあ

ります，危機管理云々の部分があろうかと思います。一応地方公務員法等では，若干

の客観的な最少かつ適当な限度の客観的かつ画一的な要件を定めることはできるよう

にはなってはおります。ただ，本来幅広く人材を求めるという面から考えますと，そ

こらを絞り込んでいくことがなかなか難しいような状況であろうかとは思います。た

だ，地元から通勤距離が近い，またいざというときに頼りになる，また地元のことは

特にわかっているとかそういうふうな面は多々あろうかと思います。そういうふうな

ところも勘案しながら，いろいろな面での募集，広い人材を募集するというふうなこ

とにはなりますけれども，そこらは広く，特に勝浦町にとって有益な人材を求めると

いうふうなことでご理解をいただきたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） 地元の職員も大事，それから幅広い人材を求むということで
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すが，採用されれば勝浦に住むという条件をつけるなど，現職員を含め，考えるべき

だと思っています。このことは今後の定住，移住，人口増にもつながります大きな課

題だと思っています。役場の方向性に沿った生活をしてほしいし，現職員がその課題

を，役場の職員が行動を起こすということも必要だと思うんで，その点はいかがでし

ょうか。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） いろんな職員の方，いろんな個性のある職員の方が

集まってきて，いろんなご意見があって，それを集めて新しい施策，新しい事業，新

しいものができていくようには思います。そういうふうなことでも町内ことをよく知

っていただくというのは当然のことでございますし，そういうふうな職員の育成に努

めてまいるのが年を重ねた私どもの使命であるというふうには考えております。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） ぜひ町内の情報を知ってほしい，役場職員は地域のイベント

に出ていけという指示があるのかないのか知りませんけど，地域の集会の話し合い，

いろんな場面で役場の職員と交流を持ちたいなと思っても，なかなか会うことができ

ない，全員が参加しろというのは難しいですが，もっともっと住民に会って，住民の

サービス，ニーズを把握する，今は役場に住民が行って要望するというんではなく

て，役場の職員が外に行くというような職員像を私たちは求めとんで，そのことをし

っかりと教えていってほしいなと思います。今は職員採用時期なので，いろいろ難し

い時期なんで，詳しいことまで言えれんと思うんですが，もう一つの枠としては，ス

ポーツ，文化芸術，ボランティア活動，その他の分野において，大きな実績とか成果

を上げるなど，これまで培ってきた多彩な経験を町政に生かせる人材のチャレンジ枠

も必要ではないかと考えます。経験者枠と書いておりますが，民間企業で培われた知

識や経験を町政に生かせる，これは現に採用もされていますので，地元職員をふや

す，働くなら勝浦に住む，チャレンジ枠も含めて，これからの採用に考えてみてくだ

さい，もう一度聞かせてもらっていいですか。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） いろいろなご提案をいただきましてありがとうござ

います。本町の現状を申しますと，先ほども申しましたが，大体年間多くても３人程
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度が限度でございます，そして少ないときでは１名というふうな採用，採用しない年

もあるような現状でございます。そのような中で，特に枠を定めてしまいますと，平

常勤務のところにきちんと合う人材を見つけるということの幅が狭まってしまう可能

性もございます。現状ではなかなかそのような枠を設けて募集をするのというのは難

しいというふうには考えております。ただ，一般枠で募集いたしましても，皆様の得

意分野，趣味趣向，考え方，それからどのようなものに取り組みたい，そういうふう

な部分につきましても，論文あるいは申告書，あるいは面接におきまして，そういう

ふうなことをお聞きもできるような状況ではございます。そういう中で，議員のおっ

しゃるような人を見きわめていきながら採用を進めていきたいと思っております。た

だ，特別に大きな事業等でそういうふうな方がどうしても必要になった場合等につき

ましては，そのときにはまた検討することもあろうかとは思いますけれども，現状で

はさきに申し上げましたようなことでございますので，ご理解いただきたいと思いま

す。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） 枠を設けても，本当に業務が狭まるやというような考えは私

はないとは思っておりますが，せめて地元の職員，地元のパワーをもらって，町民の

サービスを考えていただけないか。結局は自分がサービスを受けた分を，住んでなか

ったらサービスを受けれんのですから，本当に効果があるかということは実際に体験

してみんとわからんというようなサービスもあるので，ぜひ住んでいただけるよう

な，これからいろいろ取り組みを考えてほしいと思います。 

 次に，行政改革で先進地でいろんな取り組みがなされております。これからは３つ

副町長にお伺いしたいと思います。 

 我が町でも検討の余地がある３点を上げてみました。 

 まず１つ目は，郡で教育委員会事務を統合し，業務の効率化や学校間連絡による教

育の充実を図って，お互いの町の人材を確保できないかということです。相手がある

ことで難しいのは理解しておりますが，副町長はどういったお考えがあるのでしょう

か。 

○議長（篰 公一君） 藪下副町長。 

○副町長（藪下武史君） おはようございます。 
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 ただいま郡での教育委員会の統合とか，そういった業務の効率化，学校間連携，教

育の充実ということでのご質問をいただきました。 

 議員に今ご提案いただきました広域連合などによりますほかの自治体との連携によ

ります行政改革という部分につきましては，おっしゃるように業務効率化とか学校間

連携による教育の充実とかそういった部分での大きな利点があるということにつきま

しては，私自身も認識しているところではございます。実際に京都府とか四国におい

ても，高知県の西部とか，こういったところでは実例があることについても承知して

いるところでございます。それに対しまして，一方勝浦郡において同様の取り組みを

行うかどうかということにつきましては，さきの平成26年のみかん会議で上勝町との

教育委員会の統合についての一般質問があったように伺っておりまして，当時教育委

員会制度の移行過程の中であったと思うんですが，そういうことも含めまして，統合

はその時点で考えていないというのが当時の答弁であったと思っております。教育委

員会の統合につきましては，今議員ご自身がおっしゃったように，他自治体との関係

もございますので，そういった意向も十分に尊重する必要があろうかと思いますし，

制度のメリット，デメリット，こういったものを十分に調査検討する必要があると思

っております。なお慎重な研究が必要であると現状というのは思っております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） 私は，広域にすれば手当てとかサービスが薄くなるので，私

はこの好ましくないって思ったのは事実なんですが，勝浦では，郡としてだったら学

校人口も少ないので，この程度であれば見えない部分はないんではないかなと考え

て，こういう提案をさせていただいたので，今後も慎重に検討もしていただきたいと

思います。 

 次は，常に私が何度も提言していることです，福祉総合窓口の設置です。 

 窓口を一つに集約，ワンストップ化でサービス提供の総合調整ができる体制整備を

早く実現すべきと考えています。福祉の縦割りをやめて，一体で提供できるように専

門職などがそろうことで，事例をいろんな視点から見える，重なったサービスの提供

も行えるようになります。しかし，現状は，連携しているといっても，住民も職員も

あちこち行って効率が悪いと思っております。副町長はどういったお考えがあります
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か。 

○議長（篰 公一君） 藪下副町長。 

○副町長（藪下武史君） 現状で，今スライドにも映していただいておりますけれど

も，いろんなサービスの分野で窓口が分かれているというふうなご指摘でございま

す。現状で，町におきます相談窓口といたしましては，高齢者とか障害者につきまし

ては，社会福祉法人への委託ということがありますし，児童とか生活困窮者またドメ

スティック・バイオレンスなどにつきましては，福祉課のほうが主に窓口として対応

させていただいているのが現状でございます。また，ほかにも町の社会福祉協議会な

どにおいても，生活困窮者の相談，支援，こういったものもしていただいているとこ

ろでございます。保健とか医療とか福祉また介護，こういったものにつきまして，相

談とか支援の集約した窓口のワンストップ化ということにつきましては，それを行う

ためには，また新たな専門医の配置であるとか，また事業所といいますか事務所とい

いますか，そういったものも構えていく必要と考えているところでございます。そう

いったところで，住民利便性というところでは非常に効果があるのかなというふうに

思っております。また一方で，今言ったように，そういった新たな体制というものを

組むような必要もあるということもございまして，現状で整備について行っていくた

めには課題がなかなか多いのかなというのが今感じているところでございます。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） 今住民に利便性を考えるには効果があるとおっしゃられまし

た，まさにサービスは住民が中心なわけです。この住民に対するサービスができるよ

うになるにはどうすればいいか，できない大きな課題ばっかりいつも答弁されますけ

ど，こういうことでできない，そしてこういうことだったら，努力したらひょっとし

たらできるかもわからない，そんな方向性で答弁もしていただきたいと思います。町

民の健康の増進及び総合的な福祉サービスの向上，充実を図っていかなければ，私た

ちは年をとっても不安でたまりません。そのためにいつも福祉，介護，子育て，国保

とか社協，地域包括で一体化ができないかって，私はいつも年を重ねるにつれ，この

ことを思っております。せっかく新しく病院を建てかえます，20年，30年先の町を見

据えたら，福祉の町の政策を今重視していなかったら，本当に20年，30年先私たちが

高齢者になったときは，今私たちは親の介護とか地域包括に相談に行ったり，社協に



- 46 - 

行けたら社協に行けます，でも私たちが高齢社会になるときは，私たちが行くしかな

いんです。足が動けなくなった，車が乗れない，でも自分が行くしかないような社会

にきっとなっておると思うんです。ですから，一体化を研究して，包括的に取り組む

体制づくり，今一生懸命汗をかいたら，後は安心できるんでないか，そういうことを

もう一度副町長にお伺いしたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 藪下副町長。 

○副町長（藪下武史君） 私は先ほども住民サービスの点では有効な手段であるとい

うふうにお答えさせていただきました。一方で，先ほど申しましたように課題が多い

のも事実でございます。こういったところで住民福祉の向上のために向かって，将来

に向かっての検討課題であるというふうには認識しております。しっかりと研究して

まいりたいと思うし，そういったときには将来の今も人口ビジョンなども設定してお

ります。こういった将来の勝浦町のあるであろう姿，こういったものも想定しなが

ら，どういった形が一番望ましい形であるのか，そういったものも十分考慮する必要

はありますので，総合的な形で研究をしてまいりたいというふうに考えておりますの

で，よろしくお願いいたします。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） このワンストップ相談窓口ができることで，子育てにも生か

してほしいということです。今子供の数はすごく減ってきてます。妊娠してどこに相

談して行けばいいのか，核家族で親にも相談できない，兄弟も少ないという中で，こ

んな相談窓口があるんじゃ，総合的にどんな専門職がそろっているんじゃってという

とこができたら，親御さんはすごく安心して相談に行ける，そしてまた若い女性がふ

えて，町も潤ってくるんではないかという将来を見据えたこの相談窓口がそういうこ

とにも生かされればいいかなって私は常に考えております。どうか副町長も，これは

将来に向けて大きな課題もあるが，検討するべきとおっしゃられたので，今後もいろ

いろ研究をしていただきたいと思います。 

 それでは，３つ目のＩＣＴの活用で業務の効率化を図れないかということです。 

 タブレット導入で情報共有や電子化で作業時間の短縮，会議の効率化を図りません

でしょうか。予算も伴いますが，議案の送付や日程などの連絡など，すごく便利にな

ります。この間町民祭のお礼状をいただきましたが，こういうことは廃止していただ



- 47 - 

ければありがたいと思います。予算もかかるし手間もかかります，でもこういうこと

がメールでの送信なら，予算も手間も省けるので，活用できるのではないかと考えら

れます。せめて議会で早く活用を始めたいんですが，いかがお考えでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 藪下副町長。 

○３番（美馬友子君） どっちがいいですか。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） タブレット端末導入につきましてでございます。 

 昨年来，議会のほうでは導入をしたいというふうなことで，いろいろ議論されてき

たことだと思います。町といたしましても，議会のタブレット導入に合わせまして，

管理職あたりから最初でございますが，議会との連携がきちんとできる，ペーパーレ

ス化も含めて，省力化も含めて，議会に合わせて取り組みをまずさせていただけたら

というふうには考えております。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） 業務の効率もきっと図れると思うんで，早く活用できるよう

にしたいと思っております。 

 それでは，最後に人材育成についてです。 

 いろいろ質問してきましたが，まちづくりは人とのかかわりなしには仕事ができま

せん。町民に対するマナーや業務に関する知識など，学べる風土づくりに役立つため

に，私は人事評価制度を活用すべきであると考えております。これは，人事評価記録

シートというか，そういうものなんですが，自分に与えられた役割や期待されている

ことを前提に上司と相談しながら定めていくのだと思いますが，このシートの活用方

法は，研修にも行かれたと思いますが，今活用されているのでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 現在人事評価制度につきましては，本町では現在取

り組んでいるところでございます。ただ，それの活用につきましては，それぞれの課

の公平化あるいは標準化を図っていかなければ，課の差が非常に出てくるような状況

もございます。ただ，こちらのほうが人事評価が進んでまいりますと，基本的に組織

全体の士気高揚や能率の向上，より高い能力を持った職員の育成等には役立つもので

あるというふうには考えております。また，これを行うために，まず自己目標という
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のを各個人がつくります，それをその上司になる者が評価者でございますが，評価者

がそれを見て，今度はそれに対して面談を行って，話をしながら目標の難しい，もう

少し高く持ったらとかそういうふうな部分のコミュニケーションを図りながら目標設

定を進めていくようなことになります。年度末には，そういうふうなものの目標の結

果を自己評価して，今度は評価者もそれを評価して，それを面談によって話をしなが

ら，どうであったのかというふうなことをつめていくようなこととなります。そうい

うふうなことができますので，コミュニケーションによる意思疎通ももっと上がるの

かなと，また職員のモチベーションも上げていくようなものに活用ができていくので

ないかなというふうには考えております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） 今このシートの作成方法も説明してもらいましたが，これは

何を評価して，いつ誰がどのように評価するんでしょうか。先ほども上司と一緒につ

くりながら，そしてまた最終評価もするということでしたけど，職員の評価それから

評価結果は何に反映されるのでしょうか，決め事とかはありますか。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） いつどのように誰が評価されるのかというお話でご

ざいます。 

 まず，一番最初には１次評価者，各課の課長クラスになるかと思いますが，課長が

評価をつけます。大体点数評価ですが，大ざっぱに言いますと５段階的な評価になろ

うかと思います。それを受けまして，先ほど申しましたように，平準化，各課のばら

つきをある程度整えていく必要もございます，それと余りに不公平的な評価がないか

ということで，その１次評価者が行った評価を２次評価者が行うようになります。そ

ちらのほうで平準化並びに公平性を保って，最終的な評価結果が出るようになりま

す。それをもとに，最終的には首長がその評価を見ていくというふうな格好になろう

かと思います。あと，それの利用でございますが，基本的にはそちらのほうを業務成

績の評価，こんだけ頑張ったものに対して，そちらのほうを何で評価するというのは

まだはっきりとは確定はいたしておりませんが，昇給，給与，そちらのほうで反映さ

れていくということを国のほうは見込んでいるようではございます。町といたしまし



- 49 - 

ては，前向きな頑張ろうというふうな努力を認めていけるような評価になればと思っ

てはおります。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） １次評価をして，そしてまた不公平性がないか２次評価され

るということで，頑張る努力を評価したいということで，ありがたい効果が出ればい

いんかなと思うんですが，私もこの目標管理シートで今までこの用紙ではないんです

が，行ってきました。それは，目標を達成することにいつまでにとありますけど，ど

んな方法でいつまでに行うのか，期限，中間で見直しもできます，それから作成時に

上司といろんな相談をしながら，こんな業務を行うのでこんなふうな支援が欲しいと

かということも話し合います，それから中間評価でもう一回見直して，年度末に最終

評価を行って，次年度の目標につなげていく。きっと３回ぐらい上司とのヒアリング

もつながると思っております。先ほども課長がコミュニケーションがとれて，よく業

務とか本人も理解ができるようになるのではないかとおっしゃっておりましたが，チ

ーム目標もきっと作成すると思うんです，このことによって。そのことで，このシー

トを活用することで業務の見落としはなくなると考えます。この業務内容が漏れてい

たら仕事ができていないということなんですから，見直しはなくなると考えられます

し，でもきっとこのことを活用するには負担も大きいかと思われます。上司の方も職

員も研修されたと思いますが，組織力，チーム力向上のために人材育成のツールとし

てぜひ活用できるように努力してほしいと思います。何か追加でありますか。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 議員おっしゃられたとおり，私のほうが中間評価の

部分を飛ばしておりましたが，中間評価も行いながら，人材育成のツールとして使え

るようなことになれば，私どもも非常にうれしいというふうには考えております。課

の中の風通し，そちらのほうもよくなって，当初議員が申されたように，役場の職員

の笑顔が少なくなっているというふうなところにまで改善が向ければ，非常にありが

たい制度になろうかとは思います。ただ，そこまで行くまでに若干の時間がどうして

も必要かなと思っております，またいろいろご助言等がございましたら，教えていた

だけたらと思います。少しの時間をまたいただいて，見守っていただければありがた
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いと思います，よろしくお願いいたします。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） 確かに初めはきっと書きづらいし書き方もわからないという

方が多いかと思いますが，職員が頑張っている姿が見えるし，風通しもよくなるんだ

ということを言い続けてシートの書き方も教えていってほしいと思います。 

 それでは，最後に町長にお伺いします。 

 職員の時間外勤務やメンタルの不安，そして新人職員に何を望んで役場で働いても

らうか，そして職員不足なので，人を確保するためには改革が必要であり，３点の提

言もさせていただきました。人材育成は，誰もが何度も質問されております。それ

は，職員に期待しているからです。職員が元気でないと，住民サービスの向上にはつ

ながりません。今どうですか，毎日笑顔で出勤している方は何人いますか，うつむい

ていませんか，町長は元気ですか，住民の皆さんは心配しております。これから超高

齢化社会を迎えて，本当に教科書にはない社会が勝浦町で起こるわけです，知らされ

ていないんです，どうしたらいいかということが。生き残りをかけて先読みをして，

目指す方向性を町長が示してください。職員を確保するために今重要なのは人の手当

てです，お金ではないんです，人の温かい手で修正回復で信頼関係を早く取り戻すべ

きです。住民サービスの向上のために，職員の労働環境の視点で費用対効果は考えな

いで，労働環境の視点で人材確保を行ってください，町長にお考えを伺います。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 皆さん，おはようございます。 

 職員確保というようなことで，時間外勤務の実態をいろいろお調べいただいて提言

もいただいております。また，メンタルな面の対策，そして休暇のとり方を計画的に

ということ，そして宿日直のことにつきましてもご提言もいただいております。新規

採用につきましても，いろいろとリフレッシュ枠とか地元枠，経験枠とかというよう

なことまでもご提案いただいたところでもございます。いろいろきょうご質問いただ

いたことにつきましては，担当課長からもご答弁させていただいたところでございま

して，特に宿日直の日直のほうよりも宿直の関係で非常に回数が多くなっている。議

員ご指摘のように，夜宿直をして，また翌日勤務があるというようなことで，健康面

からでも私自身も心配もしているところでございまして，何年か，六，七年前です
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か，私もこの点についていろいろと協議をした経過があるんですけども，最終的に火

災の関係，発生のときの対応とかということで問題があるというふうなことで話が十

分煮詰まっていかなんだというようなことでございます。これも常備消防の関係もご

ざいますけども，そうしたことで限界に近い状況にあると，何だかの改善をしていか

なければというようなことが来ているというようなことも認識をいたしているところ

でもございます。また，議員ご指摘いただいたように，業務委託というようなことで

ございますけども，こうしたことも消防の問題また経費の問題等々ございますけど

も，そうしたことよりも，やはり職員の健康面，また住民サービスが低下しないよう

にというようなことからも，予算も伴うことではございますので，また改めてご提言

いただいて，議会のほうからもご承認いただきたいなというように思っております。 

 また，新規採用につきましても，いろいろな先ほど申し上げましたように，地元採

用枠をというようなことでございます。非常にだんだんと最近決して意識して地元を

少なくしているわけでもございません。採用の枠また応募者の数の地元の枠の関係も

ございまして，非常に採用が少なくなっているのが現状でもございます。勝浦町にと

りましても，有効であるか検討しながら，今後の大きな課題としていきたいと考えて

おります。 

 また，お示しいただいたような時間外や年休の取得状況におきましても，職員の増

加というようなことも毎年何人かはふやしているところではございますけども，休ん

でいる方もおられますので，目立った効果が出てないというようなところでもござい

ます。職員育成の面でも少しずつ人材育成を含めまして対応もしていきたいと思って

おります。議員が冒頭にいろいろ笑顔が少なくなっている，町長みずからも元気を出

して，職員とともに頑張って住民サービスに努めていきたいと，私自身も職員ともど

も元気に職員の方々とともに住民サービスに努めていきたいという考え方でございま

すので，どうかよろしくお願いを申し上げまして答弁とさせていただきます。ありが

とうございました。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） これは，条例定数から見た職員数です。定数は役場の庁舎は

84おけるように条例ではなっています。今51でまだ33人雇える，条例ではです。今ま

で行革してきたので，今の人数になって人件費の削減で財政の安定化を図ってきたと
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いうことは少なからず理解しておりますが，今の現状では明るい未来は来ないと私は

思っています。もう少しこの三角の44人までふやせということは言いませんけど，も

う少し職員が元気になる対策を早く早急にとらなくてはいけません。今町長は，これ

から考えていく，提言もしたいと言いましたけれど，具体的な案は申してくれており

ません。課題が多い，そしてまた認識だけではいけないと思います。当直の業務委託

と職員確保の体制を早急に提言できるように考えていただけますか。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 現状を見まして，業務の量，いろいろ問題も出ております

ので，そうしたことも含めて，事故再発の防止に努めていきたいというようなところ

で，職員の人員の定数の関係もございます。そうしたことも含めまして，対応もして

いきたいというように考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） このことを早く対応していただけないと，職員が元気でなか

ったら仕事はできんのんです。課長も今に元気がなくなってくると思います，ですか

ら早く人を確保するという対策は早急にとっていただきたいと思います。それが職員

の意欲と能力を引き出して，職場の活性化につながります職員体制も強く願っており

ます。先の読めない変革の時期であり，このままの状況ではいいわけはきっとないん

です。どうぞ職員に優しい体制づくりで，町民に明るいサービスの提供ができること

を願っております。次の議会には期待しております。 

 みかん会議の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（篰 公一君） 以上で３番議員美馬友子君の一般質問は終了いたしました。 

 議事の都合により，休憩とします。 

            午前10時30分 休憩 

            午前10時45分 再開 

○議長（篰 公一君） それでは，休憩前に引き続いて会議を開きます。 

 １番議員仙才守君の一般質問を許可します。 

 仙才守君。 

○１番（仙才 守君） １番議員の仙才でございます。議長の許可を得ましたので，
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通告書に従って一般質問を始めたいと思います。よろしくお願いします。 

 まず，お聞きしたい内容の確認ですけれども，例によってケーブルテレビ，インタ

ーネット利用状況の調査ということ，それから料金の見直しについてお聞きしたいと

思います。 

 それから，教育委員会関係で，学校教育，小学校の英語教育についてということで

すが，これは新しい指導要領にどのように対応していくかということになろうかと思

います。それから，校務支援システムの導入についてお聞きしたいというか確認をし

たいことがございます。 

 最後に，建設課の関係で，簡易水道の関係とそれから遠隔監視システムの導入につ

いて質問したい思います。よろしくお願いします。 

 それではまず，ケーブルテレビ関連でインターネット利用状況の調査について質問

をします。 

 まず，私は大分前からこのことについてはお尋ねをしてきました。光ケーブルのネ

ットワークというのは本町の重要なインフラだと思っております，基盤設備です。適

性で有効な運用をする必要がある，そのためにはどのように使われているのかという

ことは把握しておく必要があるだろうと思っております。そこで，まず以前からどの

くらいインターネットが使われいるんですかということを聞いてきました。これは，

１年間ぐらい同じことを聞いているんです，しつこいんですけれども。そうすると，

どんな回答があったかというと，まず去年のみかん会議でインターネットを使ってい

ない家庭はどのくらいあるんですかと聞いたところが，把握してません，業者から不

明との回答を得ております，これは１年前です。その次に，ひな会議でインターネッ

トはどのくらい利用されているのかと同じことを聞きました，そうしたら業者からは

個人情報の守秘義務を理由に回答が得られなかったと，こういうことであります，早

いうちにアンケートを実施したい。次に，この前若あゆ会議では，インターネットは

どのぐらい利用されているのか，ひな会議で約束したアンケートは実施したのかとこ

のように私が聞きました，そうしたらやはり業者からは個人情報の守秘義務を理由に

情報がもらえない状態が続いております，ことしじゅうに調査して回答を出したい

と，こういうことです。そこで１つ聞きたいのは，このインターネットがどのくらい

使われているのかという情報は個人情報なのかどうかということです。個人情報とい
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うのは，あなたは何歳ですかとかどんな病気を持ってますかとか，特定の個人につい

て聞いていることを個人情報という。私が聞いているのは，例えば勝浦町の人間の平

均寿命は何歳ですかと聞いているのと同じことです。個人情報には当たらんだろう

と，個人情報でない情報について，個人情報だから答えられないという答えをこの議

場でするとはどういうこっちゃと，こういうことがまず疑問に思うわけ。これがよそ

の人に知られたら，どんな議論をしとるんじゃと，この議会で，こういうことになろ

うかと思います。まず，そのことについてお聞きをします。私が尋ねているこのイン

ターネットの利用率というか，どのくらい使われているのかという質問は個人情報な

んですか。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） ご質問にお答えさせていただきます。 

 個人情報の保護に関する法律では，生存する個人に関する情報であって，当該情報

に含まれる氏名，生年月日，その他の記述等により特定の個人を識別できるものを個

人情報というふうに書かれております。こういうふうな法令上の文献を見ますと，議

員ご指摘のとおり，個人情報とは言えないと思われます。ただ，個人情報との見解は

契約業者のほうから示されてたものでございます，ただおっしゃられるように，そう

いうふうなのをそのままうのみにした部分につきましては，若干問題があったかもし

れないというふうには認識をいたしております。 

○議長（篰 公一君） 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） 若干の問題があったということでありますけれども，役場は

住民の個人情報を持っておるわけです。どんだけの収入があるか，どんな病気をして

いるか，どんな本を読んどるかまで皆持っておるわけです。何が個人情報で何が個人

情報でないかという識別は厳格になさねばならんというように思ってます。若干の間

違いでは済まんというふうに思いますので，今後は気をつけていただきたいというこ

とが１つと，もう一つはそういう回答をする契約先です，どんな関係になっとんかな

ということが心配になります。相手はパートナーだと思うんです，重要な設備を運用

していく。そこで，聞きたいんですけれども，情報交換といいますか，相手との，そ

れはどのくらい，どんな形でやられとんでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 
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○企画総務課長（山田 徹君） 契約先との情報交換というふうなご質問であろうか

と思います。基本的にメールと電話が中心とはなっております。それと，それ以外に

年間３回程度の情報交換会を持とうというふうなことになっています。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） 保守報告書みたいなのはもらってるんですか。つまり，一月

に100万円近いお金を払っているわけです。それの報告というのはきちっともらっ

て，月100万円の保守料が高いのか安いのかわかりません，ただある程度突っ込んだ

話をしてもいいぐらいの金額でないかというふうに私は思ってまして，何でこのよう

なことを言うかというと，去年決算認定でごたごたしたときに，ＯＮＵというのを取

りかえる工事だったわけですけれども，老朽化のために改修工事をすると１行目に書

いてまして，それで私が，じゃあどのくらい壊れているんですかと聞いたわけです。

そしたら，すぐにその情報を持ってなくて，いや，それも議会だよりに入っとんで

す，一月ぐらいかかったですか，それで回答が返ってきました。そうしたら，設置数

が3,000ぐらいあるんですけれども，一月に１個ぐらい壊れている，これが老朽化か

というふうに言ってばたばたしたわけです。そういうことがあったんで，その契約先

とはもう少し綿密な関係というか良好な関係を持ってほしいなという意味で今言って

ます。 

 それで，個人情報でもない情報を個人情報だからということでもらえない状態が続

いてて，しょうがないからアンケートでもとろうかと，こういうことになってると思

うんです。前々回と前回の答弁でアンケートをとるということになりました。どのよ

うな形でアンケートをとろうとしているのか，日程的なものも含めて回答願いたいと

思います。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） インターネットの利用状況のアンケートにつきまし

てでございますが，11月下旬に各区長さんに配布と一部の回収も含めて依頼をいたす

予定といたしております。回収の締め切りは１月初旬ごろの予定で，全家庭の調査を

行いたいというふうに考えております。既に本日が15日ですので，区長さんにも電話

等でお願いも済ませているような状況ではございます。 
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 あと，内容といたしましては，インターネット利用状況，ＩＰ電話の利用状況，テ

レビの利用状況を初めとして，利用形態あるいは料金についての考え方の調査として

おります。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） 日程どおり粛々と進めていただきたいというふうに思いま

す。 

 次に，料金の見直しについて。これについては，若あゆ会議で割合はっきりした回

答を得ているというふうに思ってます。契約上ＩＲＵ契約の中でセット料金というこ

とで決まってきたために，今まではずっとその考え方で来たと思うんですけれども，

それを見直すことが望ましい，つまりユーザーごとにサービスを選べたらいいなと，

こういうような回答であったと思うんですけれども，間違いないでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 料金設定につきましては，当然今回のアンケートの

結果というのは見ていく必要はあろうかと思います。それによりまして，住民の皆様

の希望あるいはどういうふうな料金設定云々の部分をいただいて，今後のサービス提

供選択ができるようなものがいいのであれば，そちらの方向で業者等の相談をしてい

くような格好になろうかとは思います。ただ，上勝町との協議，そちらのほうはどう

しても残ってきますので，そちらを一緒に進めながら考えていくようなことになろう

かと思います。 

○議長（篰 公一君） 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） 見直そうということになった場合に，それが実現する一番早

い日程というか，それは何かあるんでしょうか，制約のようなものが。つまり，契約

があるんじゃないかと思うんです。去年は覚書を見せてもらっていますけど，10年と

か何か書いてあったような気がするんで，その辺は大丈夫なのかどうかを回答願いま

す。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） ＩＲＵ契約というふうなものでございますが，こち

らのほうは国のほうが指針を示しております。基本的には10年契約以上であれば，単
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純にＩＲＵ契約というふうなこととなる，それ以外には，最少で３年間は相手方の同

意を得ずに解約ができない，プラスとして何項目かの条件をつければ３年間というふ

うなんでもＩＲＵ契約というふうなことに認められるというふうになっております。

それを踏まえて，今回の契約につきましては，３年の契約でＩＲＵ契約を巻いている

予定でございます。ですので，最短であれば，平成30年度末でＩＲＵ契約の相手方の

条件なしの解約という部分がクリアできるようになろうかと思います。ですので，最

短であれば，今回の見直しが平成31年度当初から新契約でのサービス提供というのは

可能であろうかと思います。ただ，先ほども申し上げましたように，上勝町との共同

でございます，ですので上勝町との協議は当然必要となってきます。先ほど申し上げ

ました３年というのは最短でございます，ですのでこれが４年になる可能性は必ずし

も否定できるものではございません。ただ，契約上は協議を行えるような体制ができ

るようになります。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） わかりました。あと注目していきたい，また聞くこともあろ

うかと思いますのでよろしくお願いします。 

 続きまして，学校教育について聞きたいと思います。 

 学習指導要領というのが何年かに１回，10年に１回とかそういう単位だろうと思う

んですが，改訂されます。今度はそういうことが予定されているのかなと思うんです

けれども，一番大きな点は小学校の英語の教科化，小学校に英語教育を導入しようと

いうことだろうと思うんです。徳島新聞なんかを見てますと，この半年間の検索をす

ると，かなりの件数がヒットします，突出して多いです，英語と小学校という考え

が，中学校もそうなんでしょうけど。それで，その中の一つが徳島新聞の５月１日付

で出ておりまして，各市町村の対応状況が出てます。24市町村ある中で，来年から先

行実施しますよと。これは経過措置ということが認められていて，文部省のほうで，

多分それをするのかなと，それにのっとるのかなと思うんですけれども，来年からや

るよというところが５カ所，それから来年度からやることを検討してるというのが

14カ所，実施するかどうか，実施するかもしらんけど，しないかもしれないというこ

とで検討してるというのが５カ所あって，その中に勝浦町が入っているということに
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なってます。これは，早期に対応するのがいいのかどうは私もわかりませんけれど

も，勝浦町はそうなっているということで，そういうのを踏まえての質問になりま

す。 

 まず，小学校への英語教育について，文部省計画，これが皆さんにわからないと議

論ならんと思うんで，その辺を簡単に説明を願えますか，まず。 

○議長（篰 公一君） 笹山教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） ご答弁申し上げます。 

 文部科学省は，平成29年２月14日に小・中学校の平成32年度から実施される次期学

習導要領改訂案を公表いたしました。内容としましては，小学校では外国語活動，英

語の音に親しむを３年と４年生から始め，英語を５年，６年生で教科化し，３年から

６年生の授業時間が週１こま45分，年間にして35こまふえるという内容でございま

す。これを先行実施するかどうかは，市町村の教育委員会が判断するというふうなこ

とになっております。先行実施は平成30年度からということでございます。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） ほかの自治体の比較ですけれども，この新聞記事によります

と，勝名地区はほとんどが勝浦町を除いて全部先行実施するというふうになっており

ますけれども，そのあたりの先行実施に対する勝浦町の考え方が何かありましたら説

明願えますか，あるいはこの新聞記事が事実でないとかあろうかと思うんですけれど

も。したほうがええというのはわからんのです，教育者じゃないから，でもそういう

区分になってますので，基本的な考え方があれば，それを説明していただきたいと。 

○議長（篰 公一君） 笹山局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） 私どもは事務局長でございまして，本来教育

の方針とかそういうふうなことは教育委員さん，教育長がお決めになることでござい

ます。私の見解といたしましては，この時点におきましても，この勝浦町がいつ実地

するかしないかを含めて検討というものはお答えになったことでございます。先行実

施はしたほうがいいのでないかというのは，私としてはそういうふうに思っておりま

す。 

 以上です。 
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○議長（篰 公一君） 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） 先行実施ができるならしたほうがいいというような回答なん

ですけれども，実施するとなると教員はどうするんですか，教員の研修はどうするん

ですかとか，したほうがいいからすぐにできるちゅうもんではないと思うんです，準

備も要るというようなことで，人の問題も出てきたりすると思うんです。そこは非常

に難しいところだというふうに思ってるし，いろんなところにそういうようなことを

書いてあります。その辺の問題も含めて，準備状況について説明をお願いします。 

○議長（篰 公一君） 椎野教育長。 

○教育長（椎野和幸君） お世話になります。 

 勝浦町での小学校の英語教育への取り組み方針というご質問であったかというふう

に思います。 

 まず初めに，勝浦町として町長が早くから英語の教育に力を入れたということで，

中学生の英語検定，ここに補助を出しておるという取り組みをしております。それか

ら，今回の国の学習指導要領の改訂に関しましては，英語授業の経験のない小学校の

先生には，体制として，昨年より県教委が休日を中心に開催をしております研修会に

それぞれの学校の代表者として参加をしてもらっております，そしてそれを学校内に

持ち帰り周知研修会というふうな形で取り組みをしてもらっておるところでありま

す。また，体制でありますけれども，体制としましては，議会の承認をいただき，こ

としの夏よりＡＬＴを１名増員させていただいたところであります。このことから，

約110名の中学校に専属で１名，それから２校で約200名の小学校に専属で１名という

ＡＬＴ体制を敷くことができました，深く感謝をしておるところであります。小学校

について申し上げますと，Ａ小学校では，英語教育の授業研究に取り組みをしてもら

っております。平成31年度には，全県に向けてその研究の成果を発表してもらう準備

で今進めてもっておるところであります。それから，Ｂ小学校では，英語の校内研修

の中で，英語の堪能な先生がＡＬＴとの会を英語で意見交換するということも取り組

みをしておりまして，一部にはそれをほかの先生に通訳までしてもらっておる，あえ

て英語で意見交換をするというふうなあたりからスキルアップを図っておるというと

ころで，両小学校で積極的に取り組みをしてもらっておるところであります。 

 ということで，授業時間についてでございますけれども，本格実施となります平成
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32年度と同じ時間を来年度から確保できるよう，既に準備に取りかかってもらってお

ります。その一環が今までご説明申し上げたところであります。これには，進む中学

校が１つでありますので，２つの小学校でばらばらというわけにもまいりませんの

で，２校足並みをそろって来年度からしっかりと授業ができるように準備を進めても

らっておるというのが現在であります。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） ５月１日の記事からすると，かなり進んで着々と準備が進ん

で，来年度実施に向けて準備ができているということで安心をいたしました。 

 次の質問に入りたいと思います。 

 これは簡単に軽く質問なんですけど，実は先日議員のほうで３カ所ほど視察に行き

ました。その中で和気町というところは特に英語の教育に力を入れていて，教育によ

るまちづくりというようなことで進めておりました。ほかにもいろいろ頑張っておら

れるんだなというところがありました。それで，上勝町でも海外留学支援をしている

というような記事が載っておりまして，オセアニアの島国であるフィジーというとこ

ろに英語の語学留学をしている，大勢じゃないです，２人ぐらいです，夏休みに。そ

れで，２週間ぐらいの留学で，町はその費用の半分，24万円の半分を補助していると

いうことなんです，支援をしていると。それで，その学生が帰ってきて報告会をやっ

ているんですが，一生の宝物になった，自分に自信がついたというようなことで，非

常に前向きな発表があったというふうな記事がありました。だから，その生徒だけじ

ゃなくて，周囲の人にも好影響を与えているんじゃないかなというそういう受けとめ

方をしたわけです。勉強というのは，ただ勉強が好きな人もいますけど，動機づけと

いいますか，そういうのも必要になってくるんです。海外留学支援なんかはそういう

意味でいいじゃないかなと私は思ったんですが，前置きが長なりましたけど，県内の

自治体でそういう施策というか支援策をしている学校というのはどのくらいあります

か。 

○議長（篰 公一君） 笹山事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） お答えをいたします。 

 神山町が町内の中高生を海外に短期派遣する神山町国際交流プロジェクトというこ
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とで実施しているようです。それから，鳴門市は姉妹都市のドイツ，リューネブルク

市へ中高生を派遣する青少年親善使節団を，それから美波町が姉妹都市のオーストラ

リア，ケアンズ市への短期留学中学生，三好市が姉妹都市の交流事業でアメリカ，オ

レゴン州へ中学生，また上勝町は，お伺いしたところ，企画課の人づくり事業として

対応しておるようでございます。学校を通してではなくて，一般に公募をして個人と

して応募してもらうというふうな取り組みで，一般や高校生の参加も可能なんです

が，一般の方は仕事等の都合もあって参加が難しく，結果として子供の参加になり，

子供に参加してもらったら将来のためにもなるということもあって，中学生が選ばれ

たというふうな経緯だと聞きました。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） ありがとうございます。念のために聞いておきますけれど

も，本町でそういうことをする計画というか考えはありますか。 

○議長（篰 公一君） 笹山事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） これからの時代におきましては，海外と触れ

合うことはとても重要なことだと考えます。しかし，学校教育として海外留学に取り

組むには，まず保護者の方や学校現場の声を聞く必要もあると考えます，そういう希

望があるかどうか。また，昨今のテロ等が多発するような国際情勢から国外へ出かけ

ていた事業を国内へ振りかえるような動きもあるというふうなことも聞いておりま

す。このような課題を整理して，メリットやデメリットも考えてから，予算も必要な

ことでございますので，安全や有用性が担保されれば検討していく必要もあるのかな

というふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） やらんということで。リスクもあるということですから，逆

に他国の生徒とか学校がこっちに来たいというようなことになったら，それは受け入

れられるんでしょうか，そういうのは可能ですか。 

○議長（篰 公一君） 笹山事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） これも先ほど来申し上げておりますが，私ど
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もは一事務局長でございますので，方針等につきましては，町長や教育長がご決断な

さることでございますので，私の意見としましては，先ほども申し上げましたよう

に，いつのときでも異文化の交流というのは大切なことで，大きな成果も上げている

と思います。本町への交流を求めてくだされるところがございましたら，ぜひご縁も

あるということですので，どういうふうなお手伝いができるかとか，実際のその内容

によりまして，できるかできないかというふうなことは検討させていただきたいと思

います。 

○議長（篰 公一君） 椎野教育長。 

○教育長（椎野和幸君） 今はやりの言葉をおかりしますと，アウトバウンド，イン

バウンドのインバウンドのというのがあります。そういった面からも大事なことなの

かなと。それから，交流という面では，行き来という形になろうかと思うんですけれ

ども，まずどちらから始めるかは別にして大事なことだと思いますから，機会があれ

ば，その時点ではしっかりと前向きな検討が必要なんじゃなかろうかというふうに思

います。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） 公式，非公式いろいろあろうかと思うんですが，ある程度門

戸を開いておく必要があるのかなと私は思ってます。そういう話が過去来たこともあ

りまして，またそのときにはご相談したいというふうに思いますのでよろしくお願い

します。 

 最後に，教育関係で校務支援システムの導入について質問をいたします。 

 この校務支援システムというのは，教師の業務を軽減するということ，あるいは質

を上げるということでありまして，また省力化がもしできれば，その得られた時間を

本来の教育に充てることができる，そして教育の資質向上が期待できるというような

ことで，このシステムについては，議会も昨年度導入を検討しまして，東みよし町に

視察に行ってきました。それで，見た結果，いいんじゃなかろうかとそういう共通認

識を持ったと思います。それで，予算化もされて，ことしが第一歩の初年度の年にな

ったんですけれども，この前の地方創生特別委員会で進捗ということが報告されて，

その進捗の度合いがよくなかった。それで，理由をお尋ねしたところがいろんな事
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情，県の動向とかそういうのが出てきて，今一時立ちどまっているといいますか，ど

ういう表現だったのかはっきり覚えてないんですが，そういう回答があったと思うん

です。それは，それなりに理由があればそれでいいと思うんですけれども，そのあた

りを説明を願いたいと思うんですが。 

○議長（篰 公一君） 椎野教育長。 

○教育長（椎野和幸君） 校務支援システムの導入についてというご質問であろうと

いうふうに思います。 

 現状説明でありますけれども，結論から申し上げますと，研究をしつつも，県の動

向を注視しておるというのが結論でございます。ことし２月の地方創生特別委員会

で，平成30年度夏休みからの運用に向けたスケジュールというのをお示しをさせてい

ただき，平成29年度今年度においては，意思決定機関の立ち上げ，プロジェクトチー

ムによる研究や準備を進める，設備投資については，年明けより開始をさせていただ

くということで予算承認をいただいたところでございます。時を同じくして徳島県が

県市町村教育委員会情報化推進連絡協議会というのをことしの２月に立ち上げること

となり，教職員へのメールアドレスの付与とともに，県下を統一化した情報化施策に

ついて，平成30年度以降の導入を目指すということが発表されました。このことか

ら，勝浦町では独自事業として準備しつつも，県の動向をタイムリーにしっかりと収

集することといたしました。その手段として，ことしの３月ですけれども，３月より

立ち上げられました情報推進課タスクフォースに，南部ブロックの代表として本町の

担当者を派遣しているところであります。また，足元の準備といたしましては，文科

省の学校業務改善アドバイザーの派遣事業に応募をし，採択がされました。本町のプ

ロジェクトチーム会合に出席をいただき，先進事例の紹介や全国展開をしているソフ

トウエア会社のデモも実施をしてもらっております。 

 以上が現状というところでございます。 

○議長（篰 公一君） 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） 私も心配になりまして，この点については。この前県庁のほ

うへ行きまして，担当の方とお会いをして実際のところどうなんですかということを

聞いてきました。そうしましたら，来年度国の概算要求を今してて，それが認められ

れば前へ進んで，県のほうとしては統一システムを目指しているというようなことで
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した。はっきりは言わんのですけれども，これは勝浦町が独自に何をやったっていい

わけですけれども，できればその統一システムに乗ってほしいなというようなことで

ありました。先生の異動やら，それからメンテナンスの面とかそういう面で統一シス

テムのほうがメリットがあるというようなことでしたけれども，いつになるんかはっ

きりせんということで言えば，早うやったほうえがええということもあろうかと思い

ます。その辺は慎重に判断せにゃいかんとは思うんですけれども，情勢としては統一

システムと言われると，ちょっとそちらのほうに引っ張られるかなというような感じ

は持ってきました。短期間の話でありましたのでわかりませんけれども，一般質問の

話ではないような感じもしてきて，慎重に検討していただきたいというふうに思いま

すけれども，具体的な話になると，予算化しているという事実もありますので，また

これはきちっとした理由づけをして報告をしてほしいというふうに思います。 

 最後に，何か言いたい。 

○議長（篰 公一君） 椎野教育長。 

○教育長（椎野和幸君） 今後の計画というあたりをご報告しておかなければいけな

いんでなかろうかなというふうに思います。 

 県の動向としましては，今仙才議員のほうからご案内いただいたとおりでありま

す。ひょっとすると平成32年度になるかもしれないが，導入方針の強い意志があると

いうこと，それから国では，国の働き方改革というのにのっとりまして，文科省にお

きましても，学校が担うべき業務の効率化及び推薦項目というところで，校務支援シ

ステムを事業名に冠を押しました校務支援システムとＩＣＴ環境の整備事業というの

に来年度予算の概算要求でもって新規に予算要求がされておるということが報道され

ております。こういったところを受けまして，最少投資で最大効果を生むためにとい

うところから，県のスケジュールに乗っかかりたいというのが昨今の状況でありま

す。ただし，このことにつきましては，期間決定をしておりませんので，先ほど申し

上げました意思決定機関に諮りまして，期間決定ができました後に，改めて議会のほ

うとご相談をさせていただきたいというふうに思っておりますのでよろしくお願いを

いたします。 

○議長（篰 公一君） 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） いずれにせよ，予算化をしているという事実は重いと思うの
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で，きちんとした検討結果を出していただきたいというふうに思います。 

 最後に，町長にお尋ねします。 

 先日３カ所，我々は視察で回ってきて，それで教育というものに力を入れているた

またま自治体が多かった。和気町はもともとそれを目指して我々は視察に行ったわけ

ですが，大崎上島でも教育に力を入れてまして，高等学校の誘致までやっているとい

うことでございます。私は議員になりましたときに，７月に議員になってすぐ一般質

問をやれと言われて，何を言ったかというと，勝浦町を文教の町にというのが第一声

でありました。長らくそれを忘れていたんですけれども，またそれに立ち返ったわけ

ですけれども，教育によるまちづくりということについて，町長のお考えを伺ってお

きたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 文教の町勝浦というようなことでございまして，視察で和

気町に行かれたというようなことでございます。本町にとりましては，従来のキャッ

チフレーズ，子育てに優しいとか支援をしている町とか，また安全・安心な町という

ようなキャッチフレーズでいろいろしておりますけれども，勝浦町の総合計画の将来

像につきましては，「みかんが香り笑顔あふれる元気なまちかつうら」を目指してい

ろんな施策も講じておるところでもございます。現在は地方創生で総合戦略を策定を

いたしまして，いろいろな施策にも取り組んでいるところでもございます。特に子育

て支援というようなことで申し上げますと，四国で初めての18歳未満の方の医療費の

無料化など，特に子育てには力を入れているところでもございます。また，本町の持

っております地理的な条件，徳島，小松島，阿南市に隣接した有利なところに位置し

ております町でございます，道路整備も含めまして，こうしたことを今後さらに教育

分野にも非常に力を入れまして，文教の町勝浦を目指したまちづくりをすることによ

りまして，多くの方々に住んでいただけるような町にもつなげていきたいと思ってお

ります。本町の学校施設につきましても，小学校，中学校，全て耐震化の事業も

100％完了もしておりますし，先ほど教育長からもお話ございましたように，英語教

育にも検定料にいち早く補助金を出すなどしながら，国際化に向けまして子供の支援

もしていきたいというようなことにも取り組んでおりますので，今後とも文教の町勝

浦と言われるようなすばらしい子育てまた教育環境をつくっていきたいというような
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ことでございますので，議員各位にもご指導，ご支援を賜りますようにお願いを申し

上げまして答弁といたします。ありがとうございました。 

○議長（篰 公一君） 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） 教育関係はこの辺で置きまして，次に建設課の関係でござい

ます。 

 簡易水道。簡易水道につきましては，昨年度，今年度と大きな投資をしておりま

す。１つは，中横水道，これが改修をしたということで1.6億円。改修に至った理由

あるいは改修前後の水道料金の価格です，そのあたり説明をいただきたいと思いま

す。それから，もう一つついでに，中横で改修するに至った理由て言ったんですけ

ど，ほかの水道でも同じようなところがあるのかどうか，そのことについても聞いて

おきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

○議長（篰 公一君） 松本簡易水道対策室長。 

○簡易水道対策室長（松本博文君） ご質問にお答えさせていただきます。 

 中山横瀬簡易水道は，河川を水源として取水しており，もともと浄水施設は整備さ

れていましたが，台風等豪雨時には，浄水施設の老朽化等によりろ過機能が低下して

おり，濁りが生じることがありました。このことについて，昨年度地元議員から要望

やご質問をいただき，地元水道組合と協議し，組合員の協力が得られたため，業務執

行の合意に至り，事業を行うことになりました。 

 続きまして，水道料金についてでございますが，水道料金は，現在基本料金が一月

当たり10トンまでが500円ですが，施設改修後には一月当たり10トンまでが900円から

1,330円の予定です。また，超過料金においても，現在１トン50円から60円でござい

ますが，施設改修後には１トン50円から100円になる予定です。 

 それと，改修する水道施設はあるかということでございますが，勝浦町簡易水道に

は，河川を水源として取水している施設が６施設ございます。その６施設全てで浄水

施設を整備しておりますが，これまで経年劣化等により機能が低下した施設が４施設

ありました。３施設につきましては改良工事を終えており，現在中山横瀬簡易水道の

浄水施設で改良工事を行っております。町内にある水道施設は老朽化が激しく，これ

からも引き続き改良，更新を行っていく予定でございます。 

 以上で答弁とさせていただきます。 
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○議長（篰 公一君） 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） まだこれからも改修を要する設備があるということだという

ふうに理解をしました。 

 最後の質問になります。 

 昨年度１億円強の予算をかけて導入をしました遠隔監視システムについてでござい

ますが，導入した結果，期待どおりの稼働をしているのかどうか，あるいはこのシス

テムを将来的にどのように発展させていくのか，この２点についてお尋ねします。 

○議長（篰 公一君） 松本対策室長。 

○簡易水道対策室長（松本博文君） 遠隔監視システムは，平成28年度に整備し，

299年度から運用を開始しております。遠隔監視システムの導入時の問題点，問題と

までは考えておりませんが，一応問題とするならば，遠隔システムの運用が初年度で

あるため，システムの初期設定が未熟なことから，異常時の警報表示がされた場合で

あっても，非常に軽度な異常な場合があります。いわゆるオーケーエラーというもの

でございますが，これらの異常はどのような状況になったときに本当の異常になるの

か，今後は各施設の特徴等を見きわめて調整する必要があると考えております。 

 それと，今後の展開ということですが，追加費用は発生いたしますが，塩素滅菌器

の残留塩素濃度や取水ポンプの運転状況及び浄水施設の運転状況についても監視でき

るため，今後も検討を続けていきたいと考えております。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（篰 公一君） 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） ありがとうございました。 

 私の質問は以上でございます。 

○議長（篰 公一君） ４番は，地籍は。 

○１番（仙才 守君） ああ，そうか，もう一つあったんじゃ。済みません，ちょっ

と小休ということで。 

 地籍調査がありました，これも建設課やね。もう一回お願いします。 

 地籍調査について質問をしたいと思います。 

 坂本地区は，昨年度から２年間地籍調査を実施しております。実際問題として住民

にはかなりの負荷をかけながらやっております。それで，いろんな意見が私のところ
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に寄せられるわけですが，その中で一番多いのが時期の問題です。夏場にやっており

ますので，草がようけえ生えておるとかマムシが出るとか，マムシなんかもことしは

かなり出まして６匹捕獲しております。６匹って危ないじゃないかという話もある

し，蜂に刺されたりいろいろしているわけです。それで，言われているのは，春先に

調査を変えられませんかというのがあります。農作業の関係であるとか草が生えとん

のが少ないとか，そういうようなことなんです。私も予算の関係があるからなという

ことで回答はしとんですけれども，実際どうなのか，ほかに適切な時期の問題につい

てどのようなお考えがあるか聞かせてください。 

○議長（篰 公一君） 柳澤建設課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） 今の質問に回答する前に，今年度につきましては，坂本

地区，生名地区と地籍調査の現地調査を行いました。それにつきましては，地元の推

進委員さん，また地元の土地関係者につきましては，スムーズな地籍調査の推進にご

協力いただきまして，この場をおかりしてお礼を申し上げます。 

 まず，議員さんの質問の中で，夏８月末から10月の末までにかけてかなり暑いと

か，それから虫とか害虫がおるから，何かええ時期はないかということでの質問だろ

うと思います。私ども事務方のほうといたしましては，年度事業でありまして，春に

県，国に向いての予算申請をして，それで申請をして内示とか指令をいただいて事業

をスタートします。それから，その後指令をいただいてゴーのサインが出て，請負業

者を決めたり，それから地元の推進委員さん，それから地元の土地の関係者と協議会

の中で話し合いをしたり，手順をこうしませんかといろんな段取りを相談いたしま

す。それについては，４月から７月ごろまでの時間を費やしていなければこなしてい

けないなということで，年度当初から来ますと，そういうふうな並びになりまして，

それでどうしても現地調査はそれ以降ということになります。それで，勝浦町におき

ましては，みかん産業が盛んな地区でもありますから，当然のことながら11月中旬か

らみかんとりで始めまして，それから年明けからまた出荷をするということを加味し

ますと，今の８月下旬から10月末というふうな現地調査の時期にどうしてもなってし

まうので，そのあたりはご協力願いたいなというふうなことでは思うております。そ

れで，議員さん提案の春先とかにでけんだろうかということになりますと，役場とか

事業執行側としたら，前の年のお金を次の年の４月，５月に持っていくということが
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繰り越しということになりますので，このあたりが事業スタンスとして難しいんかな

というふうなことでは思うております。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） いろんなことで繰り越しはようしようるように思うんですけ

ど，年度予算の問題もあろうかと思うんですが，人を大切にするということのほうが

本質ではないかというふうに思いますので，これはもう一回検討してほしいと思いま

す。 

 それから，同様なことで軽く聞きますけれども，ＧＰＳの活用について，去年９番

議員の質問でＧＰＳをもっと活用できないかという話がありまして，そのときの回答

が，精度が10センチ以下ということがいないという制約がありますという回答だった

と思うんです。この前新しい衛星が打ち上がって，精度が６センチぐらいになったと

いう話があります。科学技術というのはどんどん進んでおりますので，こういったも

のが，ここで議論してもしょうがないんですが，適用できるようになるんじゃないか

と。というのは，地籍って坂本だけで七，八年かもっとかかるかもしれない，これは

勝浦町をずっと行きょうたら何十年もかかるわけです。物すごい技術革新が起こるわ

けですから，これはちゃんと見といたほうがいいんじゃないかというふうに思う。わ

あっとドローンが１回飛んだら，大体調査が終わったというぐらいの時期が来るかも

わかりませんので，このあたりは何か議論というか情報はあるんでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 柳澤建設課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） ドローンが飛んで結局終わってしまうというふうな情報

とかはありません。 

 それで，ＧＰＳの精度が上がったとしても，ＧＰＳを利用するのは，この現地調査

のエリア及び測量をする場所の図根点といって基準点です，基準点を選定するに当た

ってのＧＰＳを使うてします。それである程度機械を据えて何時間か置いてこの図根

点を導くんですけれども，まずその手法で簡易にできるんであればありがたいんです

けども，立木とかの障害物がありますので，空をちゃんと見えなんだらなかなかでき

にくというふうな状況でもございますし，基本的に障害物が多くてかなり時間もかか

ってしまうというふうな難点がございます。 
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 以上です。 

○議長（篰 公一君） 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） ちょっと聞いてみただけなんですけれども，かなり本当に負

荷をかけながらやっております。だから，できるだけ新しい技術があるなら利用し

て，効率よくできるように，それは心がけていってほしいというふうに思います。 

 以上で私の質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（篰 公一君） 以上で１番議員仙才守君の一般質問は終了いたしました。 

 議事の都合により，休憩とします。 

            午前11時46分 休憩 

            午後１時29分 再開 

○議長（篰 公一君） それでは，休憩前に引き続いて会議を開きます。 

 ２番議員松下一一君の一般質問を許可します。 

 松下一一君。 

○２番（松下一一君） 議長の許可をいただきましたので，２番松下一一，一般質問

を行います。 

 まず最初に，町長にお聞きをいたします。 

 ６月下旬に来年度執行される町長選挙に対して，出馬を表明しました。平成18年，

勝浦町を変えたいという思いで町長選挙に立候補され，当選しました。３期12年間，

みかんの香る町，安心・安全な町をキャッチフレーズに勝浦町のために多くの事業に

取り組み，大きな成果を残されたと思います。しかし，道路対策に対してのおくれは

否めません。人口の流出にも歯どめがかからず，農地の耕作放棄地は広がるばかりで

あります。働く場所も限られております。今３期12年を振り返り，４選目に至った思

いを聞かせていただきたいと思います。また，今後の取り組みについてどう考えてい

るのかお聞かせを願いたいと思います。今急浮上した企業誘致のお話もございます，

この件についてどこまで進展しているのか，あわせて説明を求めます。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） ２番議員さんからのご質問にご答弁申し上げます。 

 私自身のことでもございますが，４期目を目指し，出馬表明に至った思いと，３期

12年を振り返り，今後の町政に取り組む決意ということについてこれから申し上げま
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す。 

 私も平成18年２月に町長に就任をいたしまして，間もなく３期12年目を迎えようと

いたしております。勝浦病院の改築，また県道沼江バイパス３期工事を初め，現在計

画また実行段階の事業もありまして，現在進めております勝浦創生総合戦略も道半ば

でもございます。地域の活性化，人口減少問題など町勢の発展のために，３期12年の

これまでの確かな実績と町長としての経験を生かしながら，安全・安心な町また子育

て支援の町の実現に向かって，人口減少，少子・高齢化が進む現状の中で町民の皆様

方，議員の皆様方とともに，政策を着実に実行してまいりたいと考えております。ま

た，取り組むべき課題も山積をいたしておりまして，町民の熱い期待と負託に応えた

いという思いから，引き続き４期目に挑戦を決意をしたところでもございます。 

 少し時間をいただきまして，12年間を振り返らせていただきますと，まず第１期目

は，大変厳しい財政状況の中でのスタートとなっておりまして，財政再建団体に陥る

んではないかというようなことも言われておりまして，積極的な行財政改革を行いな

がら，人件費の削減や焼却場のクリーンセンターを吸収をいたしまして，小松島市に

委託をし，またごみの分別ステーションを設置するなど，ごみの減量化を図り，経費

の削減を図ってまいりました。町営の保育所を民間に移管するなど，さまざまなこと

を行いながら，積極的に行財政改革に取り組んだ結果，平成18年度の地方債の残高が

約44億円から現在平成28年度では37億円に減少もいたしております。また，平成18年

に基金の残高は約10億円が平成28年度では34億円に増加をいたしておりまして，実質

公債比率におきましても，就任した当初の18年には，県下でワーストワンの23.4％の

比率が平成28年度では5.8％で大幅な改善をされまして，財政の健全化に一定の成果

を上げることができました。こうした財政の健全化によりまして，２期目からは，道

の駅のひなの里かつうらを開業し，周辺施設の整備を行いながら，産業，文化の交流

拠点として，また平成29年には，勝浦町活性化センター，レヴィタかつうらを建設す

るなど，移住，定住促進の施設として期待をいたしておるところでもございます。ま

た，平成24年には，沼江バイパスの２期工事の完成，中角工区の改良事業の完成など

を行いまして，平成25年には，横瀬小学校の耐震補強や勝浦中学校の改築事業に対す

る学校施設の耐震化が100％を達成されたところでもございます。子育て支援といた

しましても，高校卒業までの医療費の無料化，保育料の無料化など，出産祝い金制度
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を創設するなど，子育て政策につきましても，県下でもトップクラスであると自負い

たしておるところでもございまして，若者定住を促進をしておるところでもございま

す。 

 ３期目に入りまして，人口減少の抑制というようなことで，若者定住向けの民間の

賃貸住宅の建設補助制度をつくるなど，若者が定住できる環境づくり，そしてまた宅

地造成分譲事業，沼江地区におきましても，子育て支援センターの改築事業，またこ

の４月には救急救命士の業務委託をするなど，町民の皆様方の安全・安心，また人口

減少対策といたしまして，さまざまな施策に取り組んできたところでもございます。

まだまだしなければいけない事業も数多くございますけども，３期目まではこうした

事業を行ってきたところでもございます。 

 今後の取り組みといたしては，まず勝浦病院の改築事業，そして県道沼江バイパス

３期工事の早期着工を初め，棚野工区，星谷工区の改良事業の早期着工を，県道の四

国横断自動車道へのアクセス道としての整備促進，また企業誘致といたしまして，奈

良県に本社のあります辻本製作所が船井電機跡地を利用してハーネスなどの製造販売

を行うことが内定をいたしておりまして，今月奈良県の本社のほうにお伺いをしてい

ろんなお話も伺ってきたところでもございます。いずれにしましても，企業の誘致に

おきまして，雇用の確保に向けまして町もできるだけの協力をしていきたいと考えて

おるところでもございます。また，小・中学校の給食費の助成，これは保護者の負担

軽減というようなことで，子育て支援といたしまして行うことといたしておりまし

て，救急救命士の詰所の一元化，生名地区での宅地造成の分譲，また農業の振興策，

移住，定住の促進など，多くの課題に今後とも一生懸命に取り組んでまいりたいと考

えているところでもございます。 

 以上を申し上げまして，実現に向けまして取り組んでまいる決意でございますの

で，町民の皆様方の安全・安心なまちづくりに一生懸命に今後とも取り組む所存でご

ざいます。どうかよろしくお願いを申し上げまして，ご答弁とさせていただきます。

ありがとうございました。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） 今町長のほうから答弁をいただきました。病院の改築も手が

けということですが，今まで私たち議員も検討委員会等あって，予算規模が30億円ぐ
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らいという今までの話の中で，私自身はこの前も視察に行って話を聞いた中では，

20億円もあったらできるんちゃうんかなと，10億円も高過ぎるというようなイメージ

を持っております。町長はこの30億円の金額についてどういうふうな考えを持ってい

るのか。企業誘致については町の活性化につながることにもなり，雇用にも期待がで

きるので，ぜひ成功させてほしいなと思います。 

 給食への助成ということを言われました。どの程度の助成を考えているのか。私は

最低でも３割から５割の助成をしてあげたらどうかなというふうな考えを持っており

ます。数字的なものを言えるのであれば言ってほしいなと思いますので，再問という

ことでお願いをいたします。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） まず，今後の取り組みの中での病院の改築についてという

ようなことでございます。 

 特別委員会でいろいろご審議をいただいておりますので，一応数字としては出てお

りますけども，最終段階ではございません。いろいろな方々からのご意見も聞き，ま

た町道のこともございますので，事業につきましては，これから十分にご意見いただ

きながら，効率のいい病院にしてきたいというように考えているところでもございま

す。 

 企業誘致につきましては，辻本製作所のほうから会長さんに２回ほど役場のほうに

来ていただきまして，せんだってもこちらから奈良の本社のほうにお伺いをいたしま

した。そのときの話では，この件について役場，議会での報告もよろしいですかと言

いましたところ，それは結構でございます，内定という言葉も使ってもいいですかと

言いますと，それも結構ですというようなことでございまして，いろいろ工場跡地の

中の配線とかそんなものが意外と思うとったよりも損傷がひどかったというようなこ

とで少し時間がかかっているというようなところでございまして，時期的なもんは明

確には言えないけども，来年の早々ぐらいにというところまで話は聞いてまいりまし

た。そうした状況でございまして，多くの雇用が将来的にしたいというようなことで

ございましたけども，皆様方にも雇用の促進を図って協力していただきたいというよ

うなお話もございました。 

 また，給食の件につきましては，財政状況ともあわせまして，私としては子育て支
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援の一つとして，ぜひとも小・中学校の給食の助成もしていきたいというように考え

ているところでもございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） 町長の答弁をいただきました，ありがとうございます。 

 続いて，沼江バイパスの件でご質問をさせていただきます。 

 沼江バイパスは沼江地区だけの問題ではなく，勝浦町にとっても重要な位置づけの

事案でございます。バイパスの進捗，また土捨て場の進捗について説明を求めます。 

○議長（篰 公一君） 柳澤建設課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） 沼江バイパスの進捗と土捨て場の状況ということで，ま

ずバイパスの進捗状況につきましては，皆様のご承知のとおり，平成27年４月20日に

地元の集会所におきまして事業説明会を開きました。その後いろいろ事務的作業を終

わりまして，平成28年度の秋ごろから用地の交渉をスタートしました。現在では用地

関係者のご理解とご協力のおかげをもちまして，85％の用地関係者から契約をいただ

いております。あと15％ですけども，その方々については，年内を契約の期限として

頑張っていきたいなということでございます。いずれにしても，早期着工と完成に向

けて努力していきたいと考えております。 

 あと，土捨て場の交渉の状況についてですが，この沼江バイパスの３期は，バイパ

ス工事における発生土の処分として，勝浦町が工事費のコストを下げることを目的と

して，残土処理場を設置することとしてバイパス事業を呼び込んだものであります。

それで，その３期区間で皆様もご承知と思いますが，地形的に２カ所の谷地形がござ

いまして，東と西に谷地形がありまして，現在では東の谷地形の部分の交渉が前向き

に進んでおります。西側におきましては，交渉をかなり重ねてまいりましたが，現在

のところ休止をしております。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） バイパスについて，用地の提供者が思っていることは，着工

時期がわからない，いつ着工するのだろうかと，また跡地の利用に強い関心を持って

おります。土捨て場の跡地利用について，そろそろ具体的に答えれるのではないかと
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思います。跡地利用について何の説明も受けずに用地の提供に承諾をしているのだか

ら，提供者を裏切ることのないような活用方法をお示しください。 

○議長（篰 公一君） 柳澤建設課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） 土捨て場の跡地利用のということで，具体案はないのか

ということでございます。 

 私どもが現在考えられるのは，長いストロークで申しますが，近い将来に発生する

と言われる南海地震に備えて，防災の拠点として，仮設住宅の用地とか支援物資の流

通の拠点とかということで活用が期待されると考えております。それで，それまでの

間どうするのかとかいろんな話があるんですけども，周辺住民のご意見も参考にしな

がら，町の全体の発展のためにも寄与するような形でいろいろ考えてみたいなとは思

います。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） 先ほども言いましたけど，地元の方の期待を裏切らないよう

な，そういう利用をお願いしたいと思います。 

 それと，これに関連してではございます，沼江バイパスと高速道路の完成を見据

え，櫛渕インター，阿南インターと沼江バイパスのアクセス道の整備について，近隣

の市町及び県と今までにどういう交渉を持たれたのか，あったのかなかったのかご答

弁願います。町長のほうで，町長のほうから。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 沼江バイパスの県道改良によりまして，スマートインター

でございます沼江の櫛渕のスマートインターに非常に近いところのインターとなりま

すので改良もしていきたいというようなことで，正式に市長に面談を求めてお会いし

たことはないんでございますけども，小松島市長そして阿南市長とも道路の改良につ

いてはお願いをしたこともたびたびございます。今後かなり具体的な話になってきて

おりますので，沼江バイパスもめどがつき次第，話に阿南市長，小松島市長さんにも

お願いに行きたいというように考えておりますので，またその節には議員の皆様方に

も一緒に行っていただいて，ご協力を賜りたいというように考えておるところでもご

ざいます。 
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 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） その件について，岡本県議あたりは大分動いておられると感

じております。県のほうと町長との今までの話し合いとか交渉はあったかないか。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） この件について，阿南勝浦線の県道から櫛渕とか持井の橋

についての改良事業を県に正式にお願いしたことは現在のところございません，これ

からの話だと思っております。 

 以上でございます。 

 というのは，沼江バイパスもまだ現在用地の交渉中というようなところでございま

すので，そんなことも勘案しながら用地の交渉もし，早期着工ができれば，当然沼江

バイパスから櫛渕のスマートインターにはぜひとも勝浦にとっても必要な道だという

認識をしておりますので，ぜひとも行きたい，前に進んでいきたいというような考え

方でございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） なるべく早いうちにまた県，両市との交渉を期待しておきま

す。 

 続きまして，高齢者社会を見据えてということで，高齢化の進む勝浦町では，車の

運転は移動手段として欠かせないものと思います。やむなく自主的に免許証を返納さ

れた方もいると思われますが，どのくらいの人数がいるのかお聞かせください。 

○議長（篰 公一君） 岡本福祉課長。 

○福祉課長（岡本重男君） 高齢者の運転免許の返納者数でございますが，小松島警

察署交通課へ問い合わせをいたしまして回答いただいた人数となります。返納者は，

平成27年は，60から64歳が１名，70から74歳が２名，75から79歳が１名で，計４名と

なります，28年は，65歳から69歳２名，70歳から74歳が２名，80から84歳が１名で，

計５名となっております。また，平成29年９月末までの返納者数でございますが，

70から74歳が２名，75から79歳が３名，80から84歳７名，85歳以上８名で，ことしは

計20名と増加しております。 
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 以上，答弁とさせていただきます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） この自主返納をされるときに，町の窓口で申請なりをしてい

ただいて，それから自主返納されたら，警察に問い合わせることなく役場のほうで人

員の把握というのができるのでないかと，そして町の窓口で申請をされて自主返納さ

れた方には何かのメリットを与えてはどうかなと。自主返納されれば，不自由な思い

を感じると思います，行政に何かを期待したいのではないかと。移動手段を確保して

あげなければなりません。買い物であったり通院等に利用するタクシー券の増額であ

ったり，シニアカー購入に対する補助であったり，また小さなことではありますけ

ど，ごみを出すときに下げては行けないので，手押し車等の購入に対しても補助を出

す，こういうサービスが町のほうで返納者に対してできないものかお伺いいたしま

す。 

○議長（篰 公一君） 岡本福祉課長。 

○福祉課長（岡本重男君） ご質問のありました点でございますが，まず運転免許証

の自主返納につきましては，役場でできるかどうかということは確認しておりません

で，インターネットのほうで徳島県警察のホームページのほうに書いてあるのでいき

ますと，運転免許証センター，県下各警察署で申請をしてくださいというご案内でご

ざいますので，申請自体を町役場でできるかどうかは，また警察のほうへそういう制

度ができるのかどうかは問い合わせ確認しないと，この場では返事ができないという

ことでご理解をお願いしたいと思います。 

 それから，タクシー券の枚数の増加あるいはシニアカーの購入補助，それから手押

し車の補助ということで，今現在高齢者の方が免許証を返納して車が運転できなくな

った場合の町の施策として，助成制度ということでございますが，何分財政的な面も

ございますので，１点だけ試算しておりますのが，平成30年度の見込みのタクシー券

の今現在の交付しておりますのが，月２枚ずつ500円券を……。30年度の見込みの額

が255万円，今現在予定しております。それで，その額と同じだけまた倍に渡すこと

になると，当然それだけの枚数がかかるということで，高齢者の人数が非常に勝浦町

の場合は多ございますので，するとなると金額的にそれぞれ必要になってくるかな

と，それで今後の検討課題ということで１点させていただきたいのと，今現在町の職
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員数のほうが非常に少なくなっておりまして，福祉課においても，29年度において

は，課員が１名減少した状態で従来の業務をやっております。新たにこういう事業を

するということになると，予算だけついても，その事務を執行する職員がいないとで

きないという状況にございますので，そういう点も予算プラス人員も必要ということ

もご理解をいただきたいということで答弁とさせていただきたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） 移動手段というのを確保してあげなければ，活動ができない

立場になりますので，そこら辺をお酌み取りいただきたいと思います。 

 また，買い物バスの利用状況はどうなっているのか。買い物バスの利用者のうち，

免許証を自主返納されたから買い物バスを利用されている，または自主返納はしてい

ないけど，運転はやめて買い物バスを利用している，そういう方がどのくらいおられ

るのか，聞き取り調査とかは今までにございますか。 

○議長（篰 公一君） 岡本福祉課長。 

○福祉課長（岡本重男君） 残念ながらそのような調査をしておりません。それで，

議員からご提案いただきましたので，今後利用されている方にどういう理由で今この

買い物バスを使われているかということで，今質問いただきました免許証の返納等も

含めて，近くに商店がなくなったとかそういうさまざまな理由があると思いますの

で，そういうことも含めて一度聞き取り調査をやって，ニーズ調査ということで調べ

てみたいと考えております。ありがとうございます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） この点についてはお願いをしておきます。 

 それと，11月に入りインフルエンザの流行のシーズンを迎えようとしております。

私も先日1,000円を払い予防接種を受けてまいりました。この1,000円を無料にできな

いものか，また今は65歳以上が対象となっておりますが，対象年齢をできるなら

40歳，45歳まで段階的に引き下げてほしいなと考えておりますけど，どういうふうな

お考えでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 岡本福祉課長。 

○福祉課長（岡本重男君） 今現在のインフルエンザの接種者数の推移をまずご報告

させていただきたいと思います。 
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 高齢者等のインフルエンザ予防接種の実績人数でございますが，26年度が

1,299人，27年度1,331人，28年度1,342人，それで28年度の実績の委託の金額が435万

1,358円となっております。それから，29年度ことしの見込みでございますが，これ

は小さくは見込めんので，一応100人単位で1,300人として今現在見込んでおりまし

て，予算額が425万円で予算をしております。それで，現在この425万円というのは，

1,000円の負担金をいただいての残りの金額を町が委託料として支払っております。

ということは，無料化するということになりますと，この1,300人に1,000円を掛けま

すと130万円ということで，この金額をさらに負担をしなければならないということ

になります。それから，無料化した場合は，このまま継続していくとしますと

2025年，これは高齢者が非常に多くなるという年でございますが，勝浦町の人口が

4,800人，41.1％の率を掛けまして1,900人ぐらいの高齢者はいるだろう，その

4,800人の人口のとき。そのときに，大分先なんで接種料金も5,500円ぐらいと考え

て，接種率も70％として考えますと，無料化した場合は約700万円が必要になってく

るということで，さらに人口が減少して，財政規模も小さくなったときに，700万円

の一般財源のお金が確保できるかどうかという問題も考える必要があると考えており

ます。 

 それから，繰り返しになるんですけども，若い人に助成するとすると，人口的には

40歳から64歳までで1,800人今現在おいでまして，接種率は，恐らく若い方は，これ

は正式にとってはないんであれなんですけど，恐らく２割ぐらいもあればと。もしも

この補助をしたとしても，恐らく３割ぐらいまでかなと考えますと500人となります

ので，1,000円の補助で50万円というような形になってございます。それから，15歳

から39歳までの人口は1,200人で，これも30％と考えますと，400人で40万円必要にな

ってくる，それから14歳以下は500人で，接種率を同じと考えますと，200人で20万円

ということで，合計110万円，これはあくまでも1,000円の補助ということになってご

ざいますが，そういう金額が必要となります。 

 それから，先ほどから繰り返しになってしまいます，申しわけありませんが，今現

在の高齢者のインフルエンザの予防接種の事務は保健師がやっております。ご存じと

は思うんですけれども，今現在３名のうち１名が産休ですので，非常に例年の業務を

するのでも手いっぱいになっておりますので，この面に関しても，こういう新しい対
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象者をふやすというのは非常に難しいということが現状として言えますので，以上答

弁とさせていただきます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） 事務的にも金額的にも予算的にも難しいという答弁でありま

した。私としては，40歳ぐらいから補助を1,000円でできるように町のほうで頑張っ

てほしいなという気持ちでおります。 

 また，肺炎球菌の予防接種の利用割合，受けられていない方への周知，これからの

対応をどういうふうに考えておられるのか。 

○議長（篰 公一君） 岡本福祉課長。 

○福祉課長（岡本重男君） 肺炎球菌の予防接種の実施状況でございますが，これは

５歳ごとに国のほうで定めて接種をしていくようになっておりますが，平成26年度，

接種が274人で，対象者の率でいきますと接種率55％となっております。27年度が

197人の接種で44％，28年度が271人で，率が52％となっております。上がったり下が

ったりという状況でございますので，これが右肩上がりであれば，非常に高齢者の方

がわかっていってふえていくという状況でございますが，今現在は上がったり下がっ

たりですので，率が，やはり周知するための広報活動が重要と考えております。それ

で，県下のほとんどの医療機関で接種ができるような体制になっておりますので，日

ごろのかかりつけ医の先生で接種が可能となっておりますので，今後町の広報等で再

度周知をしていくような形で周知に努めていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） ご答弁ありがとうございます。 

 次に，我々の世代もそう遠くない時期にお世話にならなければならない特別養護老

人ホームにおいて，勝浦町民のうち，町内外の施設を含めてホームに入所している方

の人口はわかりますか。 

○議長（篰 公一君） 岡本福祉課長。 

○福祉課長（岡本重男君） 申しわけございません。待機者ということでご質問いた

だいておりまして，町内外のほうの入所者というのを，申しわけございません，調べ

てございませんので，また後日調べて議員さんのほうに報告させていただけたらと思
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うんですけども，よろしいでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） そうしたら，町内の施設に町外からの入所者の数もおわかり

になりますか。それを勘案して，今町内に何人の方が入所待機としておられるのか，

そこが聞きたいわけです。申しわけありません，私の内容がおかしてくて理解されて

なかったようで。 

○議長（篰 公一君） 岡本課長。 

○福祉課長（岡本重男君） 済みません，申しわけございません。私どもももっとお

聞きして内容を把握して答弁すべきでございましたが，同じく町外の方の比率も調べ

ておりませんので，また後で調べて報告させますが，ご質問を最初にいただきました

私のほうで把握している数字のほうを報告させていただきます。 

 入所待機者ということで，特養のほうの人数ということでしたので，平成27年度末

で99人，平成28年度末で108人，平成29年度10月末現在で89人という待機者になって

おります。数字としましては，減ったりふえたりというような状況を過去においても

繰り返しております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） 私が一番最初，議員になって初めて聞いたときには七十数名

だったと記憶はしているんですが，それから約20名，30名という数年の間にふえてい

っている，今後その待機者数はまだまだふえるのでないかと私は思うんですが，待機

者に対しての対応というか，それはどのようになされていくわけですか，これから。 

○議長（篰 公一君） 岡本福祉課長。 

○福祉課長（岡本重男君） 待機者に対します対応でございますが，まずは今現在の

対応策というのを説明させていただきたいと思います。 

 これは，入所待機者のご本人さんの状態と家族の状況等を調査をいたしまして，そ

の状況を見ながら入所することの緊急性を評価しまして，入所の順番を決定しており

ます。入所待機者への入所できるまでの対応策でございますが，デイサービス，デイ

ケア，ショートステイなどを利用していただきながら，在宅での生活を継続できるよ

うに支援を行っていくということで，今現在待機者に対して対策をとっております。
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しかしながら，先ほども言いましたように，2025年問題もございますので，今後議員

さんご指摘のとおり，高齢者の人数は非常にふえていくということも考えられますの

で，中・長期的には，国，県，町が一体となって介護予防のための取り組みとしまし

て，運動であるとかそういう健康寿命を延ばすというような対策に取り組んでいくこ

とを推進していく必要があると考えております。 

 以上，答弁とさせてもらいます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） 丁寧な説明をありがとうございました。 

 続いて，税の公平さというところで，税務課長にお伺いいたします。 

 税の公平というのは社会になくてはならない一番大切なところだと思います。町内

には多くの倒壊の危険性を含んだ古い建物が数多くあります。解体撤去した場合に，

固定資産税はどのように変わっていくのか。また，撤去された後の土地についての税

額の変わりはどう変わるのかご説明いただけますか。 

○議長（篰 公一君） 久木税務課長。 

○税務課長（久木喜仁君） ご答弁申し上げます。 

 解体した場合の固定資産，それから解体撤去後の土地の税額についてのご質問でご

ざいます。 

 まず最初に，土地家屋の固定資産税の課税について，簡単にご説明をさせていただ

きます。 

 土地家屋における固定資産税は，登記簿または土地家屋補助台帳に登記または登録

されている土地家屋の所有者に課税するということになっております。建物を解体し

た場合に，固定資産税はどうなるかということでございますけども，法務局で家屋抹

消の登記をしていただくか，あるいは未登記家屋につきましては滅失届け，それを役

場のほうに提出していただくことによりまして，家屋台帳から抹消するということに

なっております。 

 また，家屋台帳から抹消された後の土地についてでございます，固定資産税はどう

なるかということですけども，家屋滅失後の土地利用状況によりまして現況課税する

ということになっております。したがいまして，滅失後においても，宅地のままであ

れば，当然宅地課税することとなりますけども，解体前に減額の適用となっておった
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住宅用地減額特例，これを受けることが不可能ということになりますので，実質上は

土地にかかる固定資産税は高くなるというふうになります。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） そうしたら，土地の建物を解体し更地になった土地の税額

は，以前より６倍の税額になるということでいいのでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 久木税務課長。 

○税務課長（久木喜仁君） ６倍といいますか，家屋が建っておったときに６分の１

なりに減額されますので，それが1.0になるということですので，建っておったとき

からと比べますと６倍になるというようになると思います。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） 倒壊の危険性のある家屋を取り壊した場合に，６倍になると

いう税額を時限を設けて，現状のままに据え置くことによって撤去が進んでいくと思

いますが，現状のままに据え置くことは不可能ですか。 

○議長（篰 公一君） 久木税務課長。 

○税務課長（久木喜仁君） お答えになるか不安でございますけども，まず最初に平

成26年に空家等対策の推進に関する特別措置法，これが成立したことを受けまして，

27年に税法の改正がありまして，28年度からは倒壊のおそれがあるような特定家屋と

申し上げますけども，それについては固定資産税の住宅用地特例適用が廃止されまし

て，宅地の評価額の６分の１の減額ができなくなったということでございます。 

 それをそのまま据え置いたようにできないかということでございますけども，特定

家屋の対策として，今取り壊し費用に対する補助事業がございます。まずはそちらの

ほうでの担当課のほうでしっかりと取り組んでいただいて，その後税の減額について

してくれば，より効果が上がるというような話がありましたら，税の公平性とか税法

の遵守といったようなことから可能かどうかということを調査しまして，検討をする

必要はあるかなというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 
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○２番（松下一一君） 危険性のある建物を撤去した場合に税金が高くなり，放置し

てそのままの状態のほうが税が安い，これでは不公平だと思いますので，何らかの対

策が必要でないかと私は思います。 

 また，世間一般によくあることなんですが，相続の登記ができていない資産への固

定資産税，これはどうなるのでしょうか。相続の順序が変わっての相続は可能なの

か，可能であれば税の徴収がスムーズになると思われますが，どうなんでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 久木税務課長。 

○税務課長（久木喜仁君） 納税義務者の方が死亡された場合だというふうに思いま

す。相続登記をされた場合は当然その方が納税義務者となりますが，相続登記をされ

なかった場合は，税法によりまして，賦課徴収の代表者，それを決定していただくこ

とになります。相続人の間で誰が代表者になるかいろいろご相談いただいて，相続人

代表者届というものを税務課のほうに提出していただくというようにしております。

ただ，相続する人がいないとかといった場合，もめたりということも含めまして，そ

ういった場合については，税務課のほうから関係者のほうに出向きまして，いろいろ

相談させていただいたり，あるいは法律的には相続人を選んでいく作業が必要となっ

ておりますけども，現実的にも非常に困難な作業というふうになっております。その

相続の順番が変わっての相続ができるのかということですけども，一般的に固定資産

の相続につきましては民法上の話というふうになると思います。そういったことで，

順番が変わっての相続というのは，相続放棄とかそういったことをしない限りはでき

ないんじゃないかなというふうに思いますけども，税につきましては，先ほども申し

上げましたとおり，相続人の中から１人代表者を決定していただくということになっ

ておりますので，民法上での相続順位にこだわる必要はないんかなということで，相

続人同士で話し合っていただいて，代表者を決定していただきたいというふうになっ

ております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） 相続人代表者となった人が相続登記をせずに固定資産税を払

っている，今後においても相続登記が難しく，相続放棄もできない。自分のものには

絶対ならない土地の納税者となっているわけで，今後税を拒否したいという場合に，
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納税はどうなるのでしょうか。相続人が多数おる場合に，一人だけ相続人代表者を決

めて，その人が税金を払っているわけで，その人が自分のもんにもならん財産の固定

資産税を払っていくのは嫌じゃ，拒否したい，そういう場合に徴収の方法はございま

すか。 

○議長（篰 公一君） 久木税務課長。 

○税務課長（久木喜仁君） 今議員さんおっしゃられたようなケースは本町にもたま

にございます。処理といいますか，そのことについて頭を悩ませておるところではご

ざいますけども，現在の制度上からしまして，今お支払いしておられる方に引き続き

お願いする，あるいはそれが不可能であれば，その方からほかの相続人の方にいろい

ろ相談していただいて，決定していくというような役場からのお話しかできないかな

というふうに思います。先ほども申し上げましたとおり，税ですので，当然税の公平

性というのがありますので，誰かに税の負担をしていただくという基本姿勢は崩して

はいけないかなというふうに思いますので，そこらあたりもぜひご理解した上で納税

していただけたらというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） 私が何でこういうことを言うかというと，３代も４代も前か

ら相続せずに，誰かが今税金を払っているというような状況の土地が幾らでもある，

そして払っている人は自分のもんにはならない土地の税金を払っているわけで，何十

人の相続人の中から一人だけ納税者に仕立て上げてしまうのは私は不公平感があると

思います。こういう税は，誰からでもいい，取れたらいいという状況が相続をおくら

せている。私が思うには，相続は１年以内にしなければ税は高くなるよ，そのぐらい

の感覚で世の中行かなければ，誰かが払ってくれたらいいんじゃというような行政側

の姿勢が何代も昔からの相続をおくらせていっている。相続の権利ができたら，１年

以内に相続をしなければ税額は高くなるとか，そういうふうにしなければ，手続上こ

れから難しい問題がいろいろ出てくると思います。 

 以上で税のことを終わります。 

 最後に，町の住宅の件について少しお伺いをしておきたいと思います。 

 建設当初から比べ生活習慣も変わり，その当時は必要と思われてつくられたものが
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今では不要なものとなり，管理をされていない施設があります。植栽であったり屋根

より高くなった樹木，汚れて使い物にならないベンチ，灯のつかない街灯，これらの

ものは誰が管理をしていくべきものなのか，町サイドが行うべきか，また入所者全体

で管理をしていくものか，どちらが管理すべきものなのかお答えください。 

○議長（篰 公一君） 中瀬住民課長。 

○住民課長（中瀬弘晴君） ご質問にご答弁申し上げます。 

 住宅の管理につきましては，一般的に居住部分に関しましては，居住者にお願いを

いたしているところでございます。また，一般的な清掃につきましては，入居の際に

一斉清掃等で環境美化に努めていただくようお願いをいたしております。しかしなが

ら，樹木の植栽等につきましては，当初こちらのほうで植えている分に関しまして

は，最終的な管理は町にあると思っております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） 一つの例で物を言わせてもらいますと，石原にも住宅はあり

ます。家の軒先まで樹木が屋根より高い木がございます。台風のときに木の葉っぱが

とゆにとまって，とゆが用をなさない，樹木は要らない，もとから断ち切ってくれと

いうような要望もあります。また，街灯は灯がつかなくなってもう一年もまだもなる

と思いますけど，いまだにそのままの状態で放置されている。そういうふうなものの

樹木の撤去，街灯の修理，これは誰がやっていただけるんでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 中瀬住民課長。 

○住民課長（中瀬弘晴君） 経費のかかる樹木の伐採等につきましては，町のほうで

行う必要があるとか考えております。また，防犯灯につきましては，こちらのほうの

管理でございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） そしたら，石原住宅の場合，こういう問題が多くありますの

で，一度住民の方と役場サイドでこれをどうしたいとか，それを話し合って解決する

ことは可能ですか，樹木の全面撤去とか。 

○議長（篰 公一君） 中瀬住民課長。 
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○住民課長（中瀬弘晴君） 居住者全員の要望であれば可能と考えております。個別

にお話を伺って対応させていただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） 住宅に今７本くらい屋根より高い木があるんで，住人の方み

んなが口をそろえて，もうもとから切ってくれというご意見があります。また，ベン

チも今の時代にはもう不要だ，撤去してくれという意見がありますので，また一回町

サイドと住人の方全員と話し合ってみてもらえますか。 

○議長（篰 公一君） 中瀬住民課長。 

○住民課長（中瀬弘晴君） お話し合いには応じたいと思っております。 

○２番（松下一一君） ありがとうございます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） あと，住宅で若者向けの低所得者が条件であったと思う住宅

に所得制限等で現在入居条件が合わなくなってきた場合，どのような対処の方法をと

られるのかお伺いします。 

○議長（篰 公一君） 中瀬住民課長。 

○住民課長（中瀬弘晴君） 議員ご質問の件でございますが，収入超過者の件と思い

ますので，それでよろしいかと思いますが，ご答弁させていただきます。 

 収入超過者につきましては，収入基準額月額原則15万8,000円以上でございます，

かつ３年以上入居しているということでございます。収入超過者と認定させていただ

いた場合は，認定通知書に基づきまして，明け渡しの努力義務があることを通知させ

ていただいております。また，引き続き入居しているときには，割り増し賃料を支払

うことになるということで，割り増し賃料を徴収いたしております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） それと，勝浦町には今80戸足らずの70そこらだったと思うん

ですが，住宅があると思います。全戸の耐震診断はできているのか，また不具合があ

った場合の耐震化措置，またそれが原因となって故障等が起きた場合，地震のときに

起きた場合の責任問題はどういうふうに考えておられるのか。 
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○議長（篰 公一君） 中瀬住民課長。 

○住民課長（中瀬弘晴君） 耐震化についてのご質問にお答えをさせていただきま

す。 

 昭和56年６月１日以前の建築については，耐震診断が必要と考えております。今年

度におきまして，古川住宅の耐震診断の実施予定をさせていただく予定とさせていた

だいております。それ以後の建築物につきましては，新耐震基準を満たしているもの

と思っております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 小休します。 

            午後２時38分 休憩 

            午後２時38分 再開 

○議長（篰 公一君） 再開します。 

○住民課長（中瀬弘晴君） そこまでのご質問内容を私のほうできちんと聞き取れて

おりませんでしたので調べておりませんので，調べて回答させていただきたいと思い

ます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） 最後に，入居の期間はあるのかということで，連続してどの

くらいの年層が入居可能なのか，また建物の耐用年数との兼ね合いです，耐用年数が

来た場合どうされるのかお聞かせください。 

○議長（篰 公一君） 中瀬住民課長。 

○住民課長（中瀬弘晴君） 入居の期間の制限についてでございますが，法令上の規

定はございません。 

 耐用年数でございますが，もう近づいておる町営住宅が多ございます。平成25年に

住宅の長寿命化計画というのを立てて，計画的に維持補修に努めておるところでござ

います。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） 耐用年数は関係なく，補強なりで寿命を延ばしていくとい

う，建てかえということは考えないということでよろしいんでしょうか。耐用年数が

来たときに建てかえるというのでなく，補強とか修理で寿命を延ばしていくというこ
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とで。 

○議長（篰 公一君） 中瀬住民課長。 

○住民課長（中瀬弘晴君） 具体的な建てかえの計画等は現在ございませんので，長

寿命化ということで住民課長としては対応いたしたいと現在は考えております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松下議員。 

○２番（松下一一君） いろいろ説明いただいて，また回答不足のところは後ほどい

ただいたらそれでよろしいと思います。 

 以上で松下の一般質問は終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（篰 公一君） 以上で２番議員松下一一君の一般質問は終了いたしました。 

 議事の都合により，休憩とします。 

            午後２時41分 休憩 

            午後３時00分 再開 

○議長（篰 公一君） それでは，休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ９番議員井出美智子君の一般質問を許可します。 

 井出美智子君。 

○９番（井出美智子君） 議長の許可をいただきましたので，みかん会議の一般質問

を始めさせていただきます。 

 なれないパワーポイントで一般質問のときだけしか使わないので，余りいいできで

はありませんが，ご容赦ください。 

 表題はつけてみました。高齢者や移住者，全ての人に優しいまちづくりをというこ

とで，今議会始めさせていただきます。 

 まず，最初です。高齢者が安心して免許証を返納できる仕組みづくりということで

聞いてまいります。 

 これは，２番議員の松下議員とかなり重なることがございます。なぜこういう質問

を取り上げたかと申しますと，実は先日しゅうとめが入院中の勝浦病院に夜参りまし

たところ，たまたまトイレから出てきた知り合いの方が私の顔を見るなり，もう死に

たいぐらいつらいんじゃといって話しかけてくるんです。それで，詳しくお話を伺い

ますと，かじかわ整形に奥さんを積んで通院したところ，運転を誤って脱輪をしたそ
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うです，うっかり。それで，慌ててアクセルとブレーキを踏み間違えて，かじかわ整

形の駐車場の塀に激突したそうです。それで，奥さんが今日赤に骨折して入院してい

る。自分は，そのことがストレスになったかはどうかは聞きませんでしたが，糖尿病

の数値が上がって入院を勧められている，高齢者２人暮らしなので，北島町にいる娘

が勤めが終わって日赤の母親のところに便を聞きに行って，大林にいる息子が残業が

終わった後勝浦病院に便を聞きに来てくれる。子供２人に免許証は返納するようにと

言われている，しかし眼科とか整形とか今まで奥さんを積んでいろいろ回っていたの

に，免許証を返納すると困るなとおっしゃるわけです。そこで，買い物は福ちゃん

号，タクシー券もありますよという話をして，それを手続の書類をまた送りますねと

いって励まして帰ってきたわけです。奥さんは，こんな事故になったけれども，他人

を傷つけたわけでなくって，けがしたのが私でよかった，子供たちも忙しい中来てく

れる，だけどいろいろ考えると毎日つらくてつらくて，死にたいぐらいつらいって嘆

くわけです。それを聞いてますと，やはり事故を起こす前に安心して返納できる仕組

みづくりが必要だなということを，この方のお話を聞いて実感しました。古くからの

知り合いですごくお元気な方というイメージがございました。どうして事故が起こっ

たか全くわからない，気がついたら事故をしていた，これが年をとるということなん

だなとしみじみおっしゃっていました。それで，後日福ちゃん号の申し込みとタクシ

ー券の手続の書類をお渡しして，いろいろお話ししましたが，やはりそれだけでは今

までのような生活が送れない，どこで何を買えばいいか，医者はどうしようかとい

う，本当に不安そうな感じでした。 

 お年寄りに優しい仕組みづくりということで，課長に質問いたします。２番議員と

の重なるところはございますが，せっかくつくりましたので，順番にお聞きします。 

 実態把握はできているのかというところで，まず80歳以上の免許保有者数は何人お

いでますかわかりますでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 岡本福祉課長。 

○福祉課長（岡本重男君） 免許証の保有者数ということで，小松島警察署交通課へ

問い合わせをさせていただきました。それで，警察のほうで把握しております人数と

いうのが，高齢者80歳以上という保有者数は数値がございませんので，回答ございま

したのが本年10月末時点での勝浦町全町民の免許保有者数でございますが3,926人と
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なっております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） ありがとうございます。 

 これで人口分布で掛けて類推すれば数が出るということですね。また，福祉課長

に，できたら人口分布とかそういうのがわかってて，推計でよろしいので，計算でき

たときがあれば，議会全体に報告をいただければ大変ありがたいと思います。これ

は，ひょっとしたら住民課長にお願いしなければならない数値かもしれませんので，

お二人で相談して，できましたら期限はございませんので，できるだけ早く推計の数

値をまたお知らせください。 

 続きまして，最近の事故件数についてお尋ねします。 

 交通事故で高齢者が起こした事故件数というのはわかりますでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 岡本福祉課長。 

○福祉課長（岡本重男君） 最近の事故件数ということで，こちらのほうは徳島県警

察本部交通企画課へ問い合わせをいたしました。それで，今議員がおっしゃられたよ

うに，交通安全のほうは住民課でございますので，実はこのデータは住民課を経由し

て教えていただいて，今回私が回答しております。 

 それで，勝浦町における平成29年10月末までの人身事故の事故件数は全体で16件

で，負傷者は21名となっております。このうちの65歳以上の高齢者の数は９件で，負

傷者７名となっております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） ありがとうございます。 

 次の返納数については，２番議員のときにお答えをいただきました。メモによりま

すと，平成27年が４名，平成28年が５名，平成29年10月末までに20名と人数がふえて

いるというお答えでございました。 

 そこで，続きまして免許を持たない高齢者世帯数については，勝浦町では把握でき

ていますでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 岡本福祉課長。 
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○福祉課長（岡本重男君） こちらのほうの高齢者世帯数というのが調査データがご

ざいませんので，運転が困難になる年代というのを，一応後期高齢の75歳以上と考え

ますと，後期高齢者の人口比率23％を2,200世帯，これは乱暴な掛け方にはなるんで

すが，推計ですので，掛けますと約500世帯になります。実際は２人暮らされていた

りする場合もあると思うので，世帯数は実際のところは500とまず考えますと，この

うちの何割かの一部の世帯が運転が困難になっているというような推計というような

形しか今現在は把握しておりません。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） ありがとうございます。 

 推計でしか実態がわからないということが確認できました。そしてまた，免許返納

者数が今年度に入って，去年から比べても４倍ということで，来年，再来年とさらに

返納者数がふえて，免許を持たない世帯がこれからどんどんとふえていくということ

が想像できます。 

 そこで，じゃあ現在の取り組みはどうなっているのかお尋ねしたいと思います。課

長への質問です。お買い物バスの利用者数，タクシー券の利用者数，介護タクシーの

利用者数，そしてその他の施策は何かあるのでしょうかお答えください。 

○議長（篰 公一君） 岡本福祉課長。 

○福祉課長（岡本重男君） まずは，お買い物バスの利用者数でございますが，先ほ

どもお答えした中の今年度の人数で申しますと，29年度４月から10月までの７カ月間

で229人の実績となっております。 

 それから，タクシー券の利用者数でございますが，27年度は232名，28年度189名，

29年10月末現在で210名となっております。 

 それから，介護タクシーの利用者数ということで，これは町内におきましては，介

護保険による通院等乗降介助サービスという方の人数が該当するということで，支援

センターのほうからお聞きしまして，29年11月時点におきましては，６人の方が延べ

22回利用するというような状況になっております。また，このほかに高齢者の移動手

段の助成事業というのはございませんので，ないというような回答になってまいりま

す。 

 以上でございます。 



- 93 - 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） ありがとうございます。 

 お買い物がバスが229人で，タクシー券もよく似た人数，それと介護タクシーは６

人で22回ということでした。 

 課長にもう一点お聞きしますが，私は町立病院に申込書を届けたところ，これは全

部申請による利用ですよね，だから申請しなければ利用できない，申請することを知

らない人がいるのではないか，どうしたら利用できるのかというところまでたどり着

かない町民というがかなりおいでるのではないかなと思いました。だから，その他の

施策は何かあるのかというところに，もう少しいろんな機会を利用して，こういうふ

うに高齢者向けの施策があるというお知らせを広報を読まないインターネットを使わ

ない，そういう人たちにももっときめ細かくお知らせをするということが，継続的に

お知らせをするということがその他の施策の中に加えてほしいと思います。これはお

答えは要りません。言っておけば，当然してくれることと思っております。 

 次に参ります。 

 そこで，軽自動車の１年間にかかる維持費です。お買い物バスとかタクシー券，そ

れで補えない分をバスとかタクシーで自費で行く場合に，軽自動車１年にかかる費用

と自費でするのと比べてみました。維持費を考えますと，軽自動車の税金，保険代，

自賠責保険，任意保険，軽自動車の車検代２年に１回，それから消耗品，軽自動車の

ガソリン代，これが１年にかかる維持費です。都会でしたらこれに駐車料金が入ると

思うんですが，勝浦町の場合はこれは要らないということで，インターネットで軽自

動車維持費の詳細ということで，全国的な一覧表からガソリン代の下の空白が１カ月

１万円，年間12万円を引いておきました。それで，消耗品費を多目に見ているので合

計24万1,385円，いろいろ考えますと20万円ぐらいが軽の自動車を持つことで必要だ

ということが金銭的にも推計できるわけです。だから，こういう資料も加えて，お年

寄りに今まで軽自動車にかかっていた分を自分の足として自己負担額として使ってい

ただくのは今までと何ら変わらないという説得する材料にもなるかと思います。こう

いういろいろ実態とか資料を踏まえた上で，新しい施策を提案したいと思います。 

 まず，総務課長への質問。眼科とか皮膚科とか，勝浦町でかかれない，町立病院で

は対応できない人のための町外通院のための町営バスの運行はできないのでしょう
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か，お尋ねします。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 町外通院のための町営バスを運行できないかという

ふうなご質問かと思います。 

 現在，小松島，徳島方面につきましては，徳島バスが運行をされております。町営

バスを運行することになると，競合することになり，徳島バスの路線廃止等がまた懸

念されるところでございます。このような現状を考えますと，現状では町営バスの運

行はできないというふうなことと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 多分そう答えると思って，次の質問も用意しました。 

 徳バスの利用券を発行したらどうかということでございます。タクシー券を利用し

なくても，同じような金額で徳バスの利用券を出すということはできるのではないで

しょうか。先ほど金額のことをおっしゃっていましたが，月２枚ずつ500円券を発行

して，平成30年度は255万円という金額をおっしゃっていましたが，それに少し足し

て300万円ぐらいにして，それで本人の希望を聞いて，タクシー券がいいかバス券が

いいか選択制にして，同じぐらいのちょっと金額もお年寄りに手厚く300万円ぐらい

の予算を本人の希望でタクシー券とか徳バスの利用券，こういうふうな施策は可能で

はないか，お金がないという答弁でしたが，45万円ぐらいはどこかで節約すれば出て

くるので，ちょっと上乗せをして，徳バスの利用券の発行ということは可能なのでは

ないかということでお尋ねします。 

○議長（篰 公一君） 岡本福祉課長。 

○福祉課長（岡本重男君） 済みません，答弁をする前におわびを申し上げます。 

 資料のほうをぱっと見て答えたもので，見間違っておりまして，タクシー券でござ

いますが，500円券４枚を１カ月に交付しまして，12カ月ですので金額で言いますと

２万4,000円となります。済みません，申しわけございませんでした。 

 それで，ご質問の内容でございますが，回数券というのが徳バスのホームページで

運賃のほうを見ますと，10円券から300円券は11枚つづりで10枚分の値段になりま

す，それから400円から1,000円券に関しましては，12枚つづりで10枚分の料金になる
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ということに回数券がなっております。それで，なぜ回数券かといいますと，回数券

で実際に乗って使用するというような形で交付するのが一番利用のほうも町のほうも

交付がしやすいということで，担当課長として考えたところでございます。 

 それで，もう一点言いますと，路線バスで乗った場合には，その停留所でしかおり

れませんので，病院等であれば遠くなるかなというバスもあると思いますので，今議

員さんがご提案あったように，申請者の方が選択して，バスであるかまたはタクシー

であるかというような選択をしたらどうかということをご提案いただきました。た

だ，財源のことがございますので，私のほうとしては幾らお金が要るかということで

報告をさせていただくとともに，もう一点ご承知かもしれませんが，運転免許証を自

主的に返納された方は，運転経歴証明書というのが交付されます。それの方で65歳以

上の方の場合は，徳バスの路線バスを現金または回数券で乗車する場合に運賃が半額

になるという制度がございますので，そういう点を利用すると，今言った回数券がさ

らに倍の距離が乗れるというような形にもなってくるかなとは思いますが，いずれに

せよ予算と人員ということが必要になりますので，検討課題とさせていただきたいと

いうことでご理解をお願いをしたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 徳バスを利用したら，町立病院に通う場合に，確かに停留

所が遠いんです，お年寄りにとっては。それは徳バスと相談して，勝浦病院前に停留

所を持ってくるということはできないのでしょうか。これは，町長，副町長，住民課

長にお願いしておきたいと思います。これは質問通告にございませんので，今回は答

えろ，どうなんだという徳バスの停留所の移動に関しての答弁はここでは求めません

ので，住民課長，ご安心ください。 

 徳バスの利用券を発行したらどうか，新しい施策については，今の福祉課長の答弁

を聞いていますと，福祉課に人員がもう一人ふえれば，喜んでこれはやりたい施策だ

というふうに私は勝手に解釈しました。町長はしっかり聞いておりますので，答弁を

求めなくても十分対応してくれると確信して，次に参りたいと思います。 

 福祉課に新しい施策をきちっと保証できるように，人員を保証してくださいという

ことで，次に参ります。 

 シニアカーと介護保険の関係を調べてみました。車を運転できなくなった方が次に
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移動の手段として移るのがシニアカーでございますが，介護保険を利用すると，１割

でレンタルできるという項目がございます。福祉課長に確認したいと思いますが，町

から要介護，要支援の判定を受けた場合，シニアカーを初めとする電動車椅子のレン

タルに介護保険が適用されるということです。介護保険担当課窓口に申請すること

で，介護保険制度を利用してレンタルができるので，金銭的な負担が少なくなるとい

う制度がありますが，勝浦町ではこの介護保険でシニアカーをレンタルしている人は

どの程度ございますでしょうか，お答えください。 

○議長（篰 公一君） 岡本福祉課長。 

○福祉課長（岡本重男君） 介護保険を利用しまして，シニアカーをレンタルする要

件でございますが，要介護２以上の方が対象となります。それで，現在におきまして

は，このシニアカーを介護保険を利用して利用している方はございません，ゼロ名で

ございます。それで，内容のほうを詳しく説明しますと，要介護２以上の方が申請を

しました場合に，担当いたしますケアマネジャーとレンタル業者がこの利用するとい

う申請された方が乗って安全であるかどうかの確認を行います。それで，乗れるとい

うことになって初めて利用が可能になるという制度になっております。それから，先

ほど言われましたように，レンタル料は自己負担が１割となりますので，約２万

3,000円から２万5,000円の月額のレンタル料で，１割の自己負担2,300円から2,500円

というのが一般的でございます。このレンタル料には保険料を含んでいるということ

で聞いております。 

 以上，答弁とさせていただきます。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 介護保険の対象となる方ということを調べてみましたが，

今要介護２から可能だということでした。要介護２，これはなかなか使えないですよ

ね，制度だけあって，要介護２の人がシニアカーの運転，これは勝浦町でいないとい

うことが，済みません，私は要支援２って勘違いしてました。 

 それから，40歳から64歳以下の医療保険に加入している方も大丈夫だということで

すが，要介護２で介護保険を利用してのシニアカーのレンタルということは，私も自

分の家のしゅうとめを見てましても危険で，要介護２の人をシニアカーに乗せるとい

うことは家族でもできませんから，これは制度だけあって利用できないことなので，
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当然もうちょっと使いやすい制度に見直すように，国に対しての働きかけが要ると思

います。 

 では，使えない制度は置いておいて，次に参ります。 

 これも飛ばします。仮にレンタルできたとしてもということでしたが，勝浦町では

無理ということで。 

 シニアカーの価格比較をインターネットから引いてみました。済みません，この水

色で青で見にくいとは思いますが，私の技術ではこの色がついたのがどうしても消せ

なかったので，上から行きます。品名，それでその横が電動シニアカー，アクシア，

その横がスズキのシニアカーです，３つ目がホンダです。品名の下がメーカー希望小

売価格，アクシアが28万9,900円，スズキが36万8,000円，ホンダが37万8,000円で

す。それで，この希望小売価格のところが，アクシアが24万9,900円，スズキとかホ

ンダは載っておりません。走行可能距離が35キロから45キロ，スズキが33キロ，ホン

ダは25キロです，時速が最高６キロとなっております。かなり高価なわけです，だか

らお年寄りも自分で買うという人もおいでますが，子供が免許を返納するかわりに，

もうこれに乗ってくれということで，買うてくれたということでシニアカーに乗りか

えた方が今山でも何人かおいでます。年金だけでは決意ができない金額かと思いま

す。先ほど課長の答弁にございましたが，介護保険で利用すると，自己負担が二，三

千円でいける，これを利用できない人をどうするかという質問に入るために，勝浦町

で介護保険が利用できたら，月額二，三千円で購入できるから，もっとお薦めしたら

どうですかというふうに言うつもりでしたが，とてもじゃないけど要介護２の人にシ

ニアカーのお薦めは私としてもできないと思います。 

 それで，高齢者に対する質問の最後でございます。 

 非課税世帯にシニアカー購入補助をしたらどうかという質問です。町長，いかがで

しょうか。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 非課税世帯にシニアカーの購入補助をというようなこと

で，シニアカーにつきましても介護保険の要介護２は使えないということで，とても

使えることではならないというようなことでございます。ご質問いただいております

ので，購入価格につきましても担当課のほうで調べております。10万円から20万円ぐ
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らいのもんでないかというようなことで，料金幅も広いなという思いがしておったん

ですけども，経費的には，これは購入補助ということでございますので，あと何割補

助するかとか，購入にしましても，上限一番高いんで37万8,000円というようなこと

でございますので，検討すべき話が出ておりますので，事務的な手続は，担当課にす

れば当然事務的なこと，またお金のこともありますので，いろいろ検討もさせてほし

いというようなことでございますので，金額的に何ぼからのものを補助するかとかど

うするかとか，他の市町村のいい例がございましたら，そういうなんも参考にさせて

いただいて，答えも出したいと思っておりますので，しばらくの間をご猶予をいただ

きたいと思っておりますので，よろしくお願いします。ありがとうございます。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） いい結果を待ちたいと思います。 

 全員に補助をするっていうんではなくて，非課税世帯にというところがポイントで

ございます。町長，しっかり期待してますからよろしく。 

 次に移りたいと思います。 

 就学援助費の拡充をということで，これはひな会議でもよく似た質問をしました。

要保護児童・生徒援助費補助単価は，29年度に大幅に引き上げられて，28年度小学校

２万470円，中学校２万3,550円が，29年度小学校４万600円，中学校４万7,400円にな

るというのが国の方針ですが，事務局長に質問いたします。準要保護である就学援助

費は，同じように単価が上がっているのでしょうか，それとこの適用の判断基準は，

前年度の所得で行っているわけでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 笹山教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） 要保護児童・生徒援助費につきましては，生

活保護費に含まれているので，教育委員会の管轄ではございません。教育委員会の管

轄の準要保護についてご説明を申し上げます。 

 平成29年３月31日付，文科省からの文書に基づいて，国の引き上げ額に合わせるた

め町の要項を改正して，現在平成29年度の勝浦町の準要保護支給額は，国と同額の小

学校４万600円，中学校４万7,400円となっております。それから，所得の判断基準

は，前年度の所得を適用させていただいております。 

 以上です。 
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○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） ありがとうございます。 

 では，適用基準の見直しをということです。勝浦町の現行の就学援助費の適用基準

は，生活保護費の1.3倍ということがひな会議でも確認させていただきました。ここ

でこの質問の一番のポイントは，２番目でございます。他の自治体では，生活保護基

準引き下げ前の適用基準で行っているところがあるわけです。これは，以前の基準で

適用するようにということで，文部省通達が３回も出ております。平成23年８月

23日，平成25年５月17日，平成26年６月10日と文部省通達で引き下げ前，生活保護基

準が引き下げられますと，当然金額が下がって，所得も低い人でなければこの就学援

助の適用ができないわけです。ですから，これが引き下げられたときに，文部省は３

年にわたって段階的に引き下げていきますから，引き下げるためにこの文部省通達が

出て，引き下げ前の適用で行うようにという文部省からの通達が出ているわけです。

勝浦町は引き下げ前か後か確認したいと思います。 

○議長（篰 公一君） 笹山教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） 私は勉強不足で，その文科省の通達のことは

存じ上げておりません。一般的な回答になります。 

 そもそも国の生活保護基準の増減に合わせて，その基準の1.3倍というルールで実

施しているので，以前の基準に戻さないのがどうかなと考えております。本町におい

て，実際この基準の変更で該当にならなかった方というのはいないということも申し

添えておきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 先日，自治体キャラバンが勝浦町にも訪れましたが，そこ

でお聞きしたところによりますと，県内ではこの生活保護基準引き下げ前の適用をし

ている自治体のほうが多いということでございました。自治体を聞きますと，徳島

市，小松島市，阿波市，松茂町，佐那河内村，牟岐町，美波町，つるぎ町，この８自

治体は引き下げ前の基準で行っているということです。勝浦町は引き下げ後の厳しい

適用基準になってますが，ほかの自治体を見ますと，三好とか美馬とか東みよしとか

北島，那賀が引き下げ後の厳しい適用基準になっているということです。子育てに優
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しい勝浦町としては，あれっていう印象を持ちましたので，ぜひ文部省通達も私は取

り寄せましたので，事務局長に差し上げますので，それをしっかり読んで，引き下げ

前の適用基準にしていただけるように，町長，教育長，三役，皆さんで相談の上，子

育てに優しい勝浦町ということで，徳島市を筆頭に引き下げ前の基準に勝浦町も合わ

せてほしいと思います。検討いただけますか，事務局長。 

○議長（篰 公一君） 笹山事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） よくお勉強して，検討させていただきたいと

思います。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） さらに踏み込んで申しますと，支給項目の拡大をというこ

とで教育長にお尋ねします。 

 いろいろな支給項目がございますが，自治体によって少し変わっております。クラ

ブ活動費，生徒会費，ＰＴＡ会費などは，勝浦町ではまだ支給されていないという認

識してますが，私の思い違いでなければ，これらも拡大したらどうかということでご

ざいます。近隣の自治体でこういうふうなクラブ活動費，生徒会費，ＰＴＡ会費等を

支給している自治体はございますか。 

○議長（篰 公一君） 椎野教育長。 

○教育長（椎野和幸君） 就学援助費の拡充の中で，クラブ活動費，生徒会費，ＰＴ

Ａ会費等の支給は，勝浦町はどうなのか，もししてないんであれば拡大すればという

ご意見を頂戴をしました。 

 まず，近隣の自治体における補助状況というのを確認をさせてもらいました。勝名

地区の５町村につきまして確認をしてもらったところ，補助項目にばらつきがござい

ますが，神山町と佐那河内村の２町村については，補助をされておるというふうに聞

いております。ですから，石井町，上勝町それから本町の３町が就学援助費の項目と

しての補助は行っていないということになります。ただし，本町の場合ですけれど

も，就学援助というんじゃいですが，子供たち全員に向けまして，中学校の体育文化

振興補助金であったり，またクラブ活動への消耗品の支給というのを実施をしており

ます。それが全体的な個人負担の緩和というところにつながっておるというふうに解

しておるところでもございます。 
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 以上です。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） クラブ活動費は，全員に補助しているということは大変す

ばらしいと思いますが，今質問しているのは就学援助費についてでございます。これ

は，低所得世帯への援助ということですので，できれば神山，佐那河内に続いて，勝

浦も，これは金額にすればわずかでございますが，低所得者世帯にとっては，わずか

な金額も大変助かる金額でございますので，またぜひ前向きに検討していただきたい

と思います。 

 それで，次に参ります。 

 これは，ひな会議でも質問をしましたが，今全国的にこの新入生への前渡し支給と

いうことが取り組まれております。新入学時には特に多額の費用が必要となります。

制服，ランドセル，私も孫にランドセルを買いましたが，６万円と消費税ですので，

ええっ，そんなに要るのと思ったことがございます。入学前に入学準備金の前渡し支

給を行う自治体がふえておりますので，ぜひ勝浦町でも実施をしてほしいと思います

が，教育長，ひな会議に続いてお願いするわけですが，検討していただけましたでし

ょうか。 

○議長（篰 公一君） 椎野教育長。 

○教育長（椎野和幸君） 入学準備金を費用が必要な時期に前渡しをというご質問を

頂戴しました。 

 経済活動という面から捉えますと，議員の提案というのは十分理解をするところで

あります。議員のほうからもご発言があったとおり，同じご提案をことしのひな会議

で頂戴をしております。そのとき，県内自治体では前倒し支給の実態はないものの，

全国的にはそういった動きが出ているということでありましたので，所得判定をどの

時点で行うのか，また家庭環境の変化というのをどう確認していくのか，そのほかの

確認項目というのが多々あろうかということでありましたので，そういったところを

含めまして，国の動向をしっかりとキャッチしていきたいとお答えをさせていただい

たところでございます，ということでご理解いただければと思います。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 
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○９番（井出美智子君） これは，インターネットで就学援助前渡金で検索したとこ

ろ，ぱっと愛知県の知立市が出てきました。愛知県の知立市では，入学前に新入学学

用品費等の援助を希望される保護者様へということで，知立市では，家庭の経済的な

理由により，お子さんを就学させるのにお困りの方に対し，学用品費や学校給食費な

どの経費を援助しています。援助を受けることができる方は，下の就学援助の要件に

該当される方です。原則実施後支払いですが，平成29年度に入学予定の児童や生徒の

保護者で，下の１の要件を満たしていて，入学前に新入学に必要な学用品費等の支給

を希望される方には，前倒し援助していますという，こういうふうに詳しく出ており

ます。入学前に新入学学用品費等の支給を受けることができる方ということで，次の

全ての要件を満たす保護者で，平成29年１月に対象のお子さんが知立市に居住してい

る方，ただし３月末以前に知立市へ転出される人を除くということで，平成29年４月

に小・中学校に入学予定，就学援助の要件に該当する方には入学準備金が支給される

ので，対象になりませんということで，入学前のいろいろそろえる時期が年内にこの

ごろは全部ランドセルとかいろいろな購入をしますので，お金がなくて不安な家庭に

対しては，早い時期にインターネットで検索したら，こういう優しい案内が出てくる

わけです。 

 町長へ質問します。 

 インターネットで検索すると，金沢市では，平成30年度の小・中学校入学予定者か

ら就学援助費のうち，新入学学用品費について，入学前の３月に支給できるようにな

りましたと広報に記載されて，いろんな自治体で，若い世代がこのごろスマホを使い

ますから，それでちょっと検索するとぱっと出てくる，そういうふうな取り組み，子

育てに優しい取り組みをするならば，不安なこと，知りたいことを検索したら，こう

いうふうに必要な項目が出てくるような取り組みが優しい施策とともに，それを知ら

せる手だてというものも必要になってくるのではないでしょうか。町長に質問は，就

学援助の支援の制度の拡充と前渡し支給の実施，そしてそれに対するＰＲ，若い世代

がすぐわかるような取り組み，この２点をぜひとも勝浦町で取り組んでもらいたいと

いうことで質問いたしたいと思います，お願いします。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 今教育長のほうからお答えしたような答えになろうかと思
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っておりますけども，支給方法を改善して，入学前の３月に支給したらどうかという

ようなご質問であろうかと思っております。この点につきましても，ご質問の趣旨で

ございます入学時までの３月支給になりますと，申請時期を３月以前に早め，前々年

度の所得調査によりまして，審査決定の上，仮支給を行うという流れになってまいり

まして，翌年度６月の所得調査の段階で確定するものと考えられます。 

 一方，確定段階で不確定となった場合には，返還していただくことも想定されると

いうようなことでございます。このように，事務的には年度をまたぎ大変複雑になる

ということでございます。他県では一部支給されているようでございますけども，所

得要件基準を前年度または前々年度といったように要項を変更しますと，世帯の収入

状況が当該年度の所得により受給できなかったなどの弊害も予測をされるところでも

ございます。国におきましても，要保護児童・生徒援助費の入学開始前の支給援助に

係る経費を補助できるよう検討され始めていることも鑑みまして，国の動向を十分注

視するとともに，先行して取り組まれている自治体の動向も踏まえまして，対応して

まいりたいと考えておるところでもございます。 

 以上，答弁といたします。 

○議長（篰 公一君） ＰＲ方法とかは。 

○町長（中田丑五郎君） ＰＲ方法については，現在のところ考えいないというとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 町長がそれはいい，やりなさいと言えば，新入生の世帯だ

けは前々年度の所得でいいじゃないですか。該当しない人は例年どおりにして，新入

生が，新入学の児童・生徒がおる世帯だけ前々年度にすればいいと私だったらやりな

さいって言います。そういうふうな決定権は町長にあるわけですから，事務処理がや

やこしくなるというのは，全体をそういうふうにするのではなくて，該当する世帯だ

け前々年度で，前々年度は当然その年に中学校に行く場合は，当然小学校のときも就

援を受けている人はそんなに多くないわけですから，小学校１年生だけ抽出して，

前々年度の所得でやればいいわけです。だから，発想の仕方が，やれない，事務処理

が大変だっていうのはわかりますが，勝浦町全体の新入生は少ないわけです，その中
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の就学援助に該当する世帯というのはもっと少ないわけです。小学校１年生だけを選

んでするのであれば，そんなに膨大な事務処理ではないので，今の答弁は，私的には

納得のいかない答弁をいただいたということで，次に参ります。 

 農業での地域おこし協力隊員の定着をということです。 

 全国的に農業での地域おこし協力隊員の定着率の低さが問題になっているという記

事を全国農業新聞で見ました。やはり，農業分野というのは労働がきついので，他の

職種の地域おこし協力隊員に比べて，定着率が非常に低いということで，勝浦町も今

年度から農業支援ということで行いましたが，大事な人材を大切にして，勝浦町への

定住につなげていく施策が必要ということで質問いたします。 

 これは，その全国農業新聞の記事の中で，北海道新冠町の取り組みはすぐれてい

て，定着率がすごくいいということで，新冠町の取り組みをインターネットで拾って

みました。新規就農を目指す方への支援ということで，ステップ１，ステップ２，農

業体験機会の提供，新規就農候補者として実践機会を提供，ここが一つポイントかな

と思います。ただ，地域おこし協力隊として招くだけではなくて，新規就農候補者と

して迎えるということです。それから，新規就農に向けた情報の提供，相談対応，各

種制度の紹介，あっせんをしております。次の２行目が25歳以上おおむね40歳以下の

妻帯者が対象で，ここが特徴的だと思いました。勤務時間は，１日８時間，週40時間

を原則で，始業，就業時間及び休日は，業務ローテーションにより変動ということで

す。福利厚生費を月額16万7,000円，後で勝浦町のインターネットの報償費といろい

ろ比べてみますので，皆さんご記憶ください。報償費が16万7,000円，扶養者配偶者

加算が月額１万3,000円，扶養者が１人当たり6,500円，住宅補助は月額３万円です

が，これは実費相当額だそうです。車借り上げ料が月額３万円，通信費が月額

5,000円，研修費とか年次休暇，その他の細かいところでは，作業服，防寒着，長

靴，軍手などを支給，パソコン，プリンター一式も対応しております。自治体ならで

はのサポート体制，これは新冠町のインターネットの募集の中の文章です。ほかでは

感じることができない手厚いサポートということで，こういうことも詳しく入ってお

ります。これも若い世代に来てもらいたい，とにかく手厚いサポート体制がある，町

の温かい人たちに囲まれて，研修生も一生懸命頑張っている，支援を受けつつ農業技

術を学びながら，町を一緒に盛り上げることができる，みんなで集まってお食事会と
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いうことで，こういうふうなこともやっているということです。農業支援員からの就

農ということで，27年３月に独立した若い夫婦の写真もアップされておりました。こ

のすてきな住宅が月３万円の補助で入居できる。 

 そこで，勝浦町のインターネットから部分的にアップしてみました。なかなかいい

できです。みかんの里勝浦町が地域おこし協力隊を募集，私なりにいいと思うところ

を切り取って写真を入れただけです。農業家募集ということで３名募集，これも勝浦

町の募集です。ちょっと字が小さくて読みにくいとは思いますが，こんな感じです。

大友さんとか６人の方の写真があって，なかなかいいできだと思います。勝浦町の町

の雰囲気が出てますし。勝浦町の待遇と福利厚生，この写真は勝浦町の人とは違いま

すが，給与は月額15万円で待遇とかいろいろあります。県内の支援制度の各自治体の

比較の表がありましたので，地域おこし協力隊の支援制度の自治体の比較を見てみま

す。表が余りにも小さかったので，この縦項目の項目は別のページに移してみまし

た。移住，定住促進関連，子育て関連施設，教育関連施策，住環境関連施策，企業支

援施策，支援団体，こういうふうに各自治体がどのようにとっているかということを

小さい字でずらっと並んでいるのが県内の各自治体の名前です，徳島市，鳴門市と

か。ここのこの部分が今読み上げた支援策です。勝浦町は，非常にこれを見ますと優

秀です。全部の項目に丸がついているのは４市３町しかありませんが，勝浦町はこの

支援策全部に丸がついて，県内でも手厚い施策となっております。 

 さて，さっと来ましたが，もう一回振り返って確認してみたいと思います。課長に

お尋ねします。勝浦町の待遇，福利厚生等について，もう一回確認したいと思います

ので，給与とか待遇，いろいろお答えいただけますか。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） ご質問にお答えいたします。 

 勝浦町の地域おこし協力隊の待遇，福利厚生についてでございますが，先ほど北海

道新冠町の待遇と比べてどうなのかといったところでございますが，勝浦町の協力隊

の募集につきましては，給与につきましては15万円からと表示をしておりますが，そ

の下に勤勉手当も支給される場合があるというふうな表示がございます。実質的には

13カ月分という支給がされておりまして，新冠町と総額では大差がないといった現状

でございます。ただ，新冠町のほうには扶養手当の支給がございまして，その分につ
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きましては，新冠町のほうが優遇されておるというふうに感じております。 

 それから，福利厚生のほうにつきましては，勝浦町につきましても，活動の公用車

の対応等，それぞれ必要な備品等についても対応ができておりますし，差はないんで

ないかなというふうに感じております。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 先ほどさらっと飛ばしましたが，勝浦町の農業支援の方で

妻帯者の方はおいでますか。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） アグリーサポート業務に従事していただいておりま

す協力隊のうち，１名が妻帯者ということでございます。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） それと，もう一点確認したいのは，農業支援員として終わ

るのではなくて，将来的には勝浦町の農業を担う人材として育っていってもらいたい

という視点はございますか。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） アグリーサポート事業といたしまして，農業関係の

農業分野での地域おこし協力隊を募集いたしまして，現在２名が業務に当たっていた

だいておりますが，今現在アグリーサポート業務といたしましては，高齢農家の支援

業務といったことが中心になっておりますけれども，それからみずからの就農支援研

修という場面も持っておりまして，これから篤農家等での研修によりまして，高齢農

家の支援業務につきましても，技術的な栽培への支援ができるように，篤農家への研

修を続ける中で，みずからの就農，３年，４年先へのみずからの町内での就農という

ところも目指して推進をしております。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 大分時間が参りましたので，最後に町長への質問ですが，

この農業支援に対する新たな施策というのは考えているのでしょうか，お尋ねしま

す。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 
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○町長（中田丑五郎君） 本町のアグリーサポート事業は，みかんを中心としました

果樹栽培への支援が協力隊のほうで研修をし，３年後には就農し，サポート業務への

協力を想定しているということでございます。みかん以外であっても，施設イチゴや

洋らん等のこともございます。そうした既存のハウス施設や設備を活用できまして，

初期投資が抑えられる場合には可能性があると考えておるところでもございます。そ

のためには，高齢で後継者が決まっていない農家の情報収集が大事になってくるし，

今後ニーズによっては，サポート事業を果樹以外の拡充の可能性を十分検討する必要

があろうかと思っております。 

 以上，答弁といたします。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 町長，最後に欲しい答えをいただきました。今私の知り合

いのランをしている人とかイチゴをしている人がうちのみかん採りさんを貸してほし

いという手間の取り合いにいつもなるわけです。働いてくれる人がいないということ

で，町外からも多くの人に来てもらって，何とかやっている状況がございます。みか

んを主体とした農業支援だけでなくて，町内の農業をやっている方の実態をもう少し

調査していただいて，勝浦町を担っていく，農業を担っていく人材を育てるための施

策をもっともっと取り組んでいただきたい，そのお答えを町長からもらったという確

認をいたしまして，今議会の質問を終わらせていただきます。ありがとうございまし

た。 

○議長（篰 公一君） 以上で９番議員井出美智子君の一般質問は終了いたしまし

た。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 なお，明日も引き続き９時30分から一般質問を再開いたします。 

 お疲れさまでした。 

            午後４時11分 散会 
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            午前９時29分 開議 

○議長（篰 公一君） 皆さんおはようございます。 

 ただいまから平成29年勝浦町マラソン議会みかん会議を開きます。 

 本日の議事日程は，お手元へ配付のとおりでございます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（篰 公一君） 日程第１，諸般の報告を議題とします。 

 法第121条第１項の規定により，説明者として出席を求めたのは中田町長，藪下副

町長，椎野教育長，山田企画総務課長ほか関係各課長でございます。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（篰 公一君） 日程第２，町政に対する一般質問を行います。 

 通告表の順序に従って発言を許可します。 

 ８番議員森本守君の一般質問を許可します。 

 森本守君。 

○８番（森本 守君） 皆さんおはようございます。 

 議長の許可を得ましたので，８番議員森本守の一般質問を始めさせていただきま

す。 

 初めに，先日，私の中山地区において11月３日から行方不明者が出て，皆様方に大

変心配をおかけしました。また，役場職員初め，消防団の方も捜索をしていただい

て，広い範囲で探してまいりました。一日探しても手がかりがつかめず，５日の日に

どこを探そうかという状態であったんですけども，地元中山としては，中山をシラミ

潰しに探そうということでやっておりました。その人の山林があるということで，そ

の付近という目安を持って私たちも探したんですけども，その人は足が不自由で，平

地でもなかなか歩けない人でありますが，まさか山林に行とるとは，誰もが思わな

い。また，その山林へ行く道が舗装もしてない，非常に険しい道で，地籍調査のとき

は，ユンボで道を直して通ったんですけども，それからほったらかしですから，相当

荒れとるということで，狭ないけど，行けるとは，思って，皆さん，いなかったんで

すけども，そして４日の日の夕方にヘリコプターが来てくれて，ずっと見てもろうた

んですけども，それもヘリコプターのも見落としがありまして。というのは，幹線道
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路から約400メートル離れたところに車がありました。ヘリコプターからは見えたは

ずですけども，そこに車が行くはずがないという，上から見ても，そういう道路でな

き道路であったんです。そして，車が動けなくなって，その人は上の幹線道路へ歩く

ことができんという判断で，下へ下ったと思うんです。車から約700メートル下へ下

ったところで発見できました。そのときには，息がしておるのか，しておらないのか

わからないくらい，普通に呼んでも，まばたきもしない，そんな状態であったんです

けれども，あの世へ行きかけのときには，大きい声でいがったら戻ってくるという話

を聞いておりましたんで，精いっぱいの声でいがったら，かすかにまばたきが，目が

ちょっとあいたような，そういう状態で，これは生きとるということで，区長のほう

へも連絡し，早急に救急車が来るようにしました。しかし，上から来ても1,100メー

トル，下から来たら1,500メートル以上ということで，どっちにしようかと迷うたん

ですけれども，早う来れるのは上が早いかなと。下から来るのやと，道を片づけもっ

て来なんだら来れんということで，そんな状態でありました。しかし，救命士が来て

くれて一安心ということで，それから救命士が防災ヘリを呼んだら，五，六分で来る

からと言うから，ほんだったらそれにしようということで，連絡をとってもろうたん

ですけども，待てど暮らせど来んということで，そしたら地籍調査の私たちのチーム

の一人が軽トラに乗って移動しておりましたんで，下から道を片づけもって上がって

きまして，やっと現場の近くまで車が来ました，それで軽トラで運んだわけですけど

も。大変，防災ヘリも呼んで，キャンセルして，申しわけなかったんですけども，目

の前に見えんことには，やっぱり見えたもんが先ということで，軽トラでお寺のとこ

ろまで移動して，助けることができました。日赤のＩＣへ入って，大分元気になっと

るということで，もうそろそろ勝浦病院へ戻ってこれるんかなという感じでありま

す。どうもまことにありがとうございました。 

 今回の質問は，そういう経験から，いろんなことを検証してみたいと思います。こ

の捜索，３日間になったんですけども，最初に私が聞いたんは，３日の日の夜の８時

ごろということで，私もお酒飲んどり，区長も酒飲んどりということで，その人の自

宅まで嫁さんに送ってもろうて，10時まで家の付近を捜索したんですけども，手がか

りがなかって，しゃあないから，朝にしようということで，朝，夜明けから，お墓と

か，そういうところを見回って，８時に地元の人が何人か出てくれるということで，
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消防も出てくれるということで，捜索に入りました。一日探しても，何の手がかりも

とれなかった。それから，５日の日，消防団も各分団全部から出ていただきまして，

町民祭ということもありましたが，返上して，出ていただきました。中山区民も総勢

で探しました。そのときに，私のチームは，５人一チームで，その中に地籍調査のチ

ーム員が３人おったということで，山に相当詳しいというか，結局現場を知っており

ますんで，そういうことから，その人の山が一番行けんだろうとは思うけれども，行

とう可能性としてあるんではないかということで，捜索しました。お寺のとこから歩

いて，約３キロぐらい登ったところで発見できました。 

 きのうも，高齢者の車の免許返納という質問がありました。歩けなくても，車に乗

ったら走れるわというお年寄りがかなりいるように聞きます。この間の人も，そうい

う状態でありました。なかなか田舎におったら，免許証を戻すとなると，やっぱり足

がない，そういうことが心配で戻すことができないと思います。しかし，車は走りま

すけれども，一歩間違えたら大きな事故になったり，この間のようなことになったり

します。私も聞いている中で，何人か事故したという人も聞いております。 

 そこで，企画総務課長にお伺いいたします。最近の行方不明者が勝浦町で昔に比べ

て多なっとんでないかと思うんですが，どのような状態か，お伺いいたします。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 昔に比べて行方不明者がふえているのでないかとい

うふうなご質問であったかと思います。 

 過去何年かにさかのぼっての記録というのはちょっと確認はしておりませんが，本

年度４月から先日11月の当初まで，この間に３件ほど発生をいたしております。こち

らのほうにつきましては，議員からご指摘のとおり，高齢者が半分以上を占めている

というふうな状況でございまして，消防団に加入されている分団の方々が言うにも，

非常に多い状況であろうというような認識を持っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 消防団の方初め，地区の方もですけども，上勝町，阿南市，

小松島市，徳島市と，範囲を広げて手がかりを求めて，大きなスーパーとか病院と

か，駐車場を見て回ったりしたそうでありますが，手がかりがつかめませんでした。
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国道においては，どころどころに監視カメラがあるようですが，勝浦の県道において

は監視カメラはないということで，勝浦のやはり関所になるところに監視カメラを設

置できないかというように思うんですけども，県に要望してはどうでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 監視カメラの県道付近への設置はどうかというよう

なお話であろうかと思います。基本的に，防犯カメラは犯罪の防止，発見を目的とし

て，社会生活の公益のために設置されるものでございます。特定者の行動監視や行為

確認の防犯カメラの設置は個人的権利の侵害というふうな部分もございまして，防犯

カメラの設置は損害賠償が命じられることもあるようなところでございます。 

 県道あたりの県への要望ということでございますが，一応警察のほうに相談をさせ

ていただきました。警察のほうにした結果でございますが，基本的に道路に向けての

設置というのは難しいと。ほんで，基本的に国道につけているのは，監視用のカメラ

というふうなものではないと。防犯上つけているというふうなお話でございました。

現状では，勝浦線のほうの設置については難しいのではないかというふうなご回答で

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 難しいというような答弁でありました。 

 福祉課長にお伺いいたします。携帯電話とかＧＰＳを利用した機器を持ってもらえ

るような施策はできないかというように思います。値段とか，そういうことから，ま

たいろいろ調べていただいたと思いますので，お知らせください。 

○議長（篰 公一君） 岡本福祉課長。 

○福祉課長（岡本重男君） 携帯電話等ＧＰＳ利用機器を持たせられないかというご

質問でございますが，携帯電話会社の一例でございますが，スマートフォンを初めて

利用する場合の高齢者向けの月額料金でございますが，１人で使用する場合は

3,380円，家族と一緒に使用するという契約の場合は800円となっています。また，警

備会社サービスの一例ではございますが，既存の携帯電話に月額250円を別に負担し

て契約しますと，警備会社での捜索等のサービスを受けられるようになります。ま

た，携帯電話をお持ちでない方は，この警備会社の専用の端末機を持つ場合には，月
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額980円となっております。それから，高齢の方で非常に判断能力が低下している場

合には，携帯電話とか，そういう端末を身につけて外出するという行為がなかなか難

しくなりますので，さらにそういう方のためには，ＧＰＳの端末機の小型化を行いま

して，靴のかかとの中に収納するタイプというものがございまして，これの月額料金

は9,800円となっております。 

 以上，利用される方に応じました機器を使用することによって，位置確認等の情報

把握して，行方不明になったときに，より早く発見できる方法を利用していくという

ことになると考えられます。 

 以上，答弁とさせていただきます。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） いろいろ調べていただいたんですけども，携帯にしろ，やは

り使う人が持っていなければいけないという欠点があるわけです。そういうことか

ら，またせっかく携帯持っとっても，うまいこと使えなんだりということでのことも

あろうかと思います。ＧＰＳの何は9,800円，なかなかこれも大変だなということ

で，これも難しいかなと思います。 

 それで，また福祉課長にお伺いいたします。家族や知人に行き先を知らせる習慣を

つけるために，老人会とか広報とかで周知徹底を図っていただいたら，これはそんな

に費用がかからないと思うんですが，その点についていかがでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 岡本福祉課長。 

○福祉課長（岡本重男君） 議員からご提案いただきました，高齢者の行方不明につ

いての対策としまして，家族，知人に行き先を知らせることを習慣とすることは非常

に大事なことと考えますので，今回のご提案のいただいた老人会や町広報での周知に

取り組みたい，取り組まさせていただきたいと考えます。 

 以上，答弁とさせていただきます。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 私も考えたんですけど，これが一番お金がかからんでええ方

法じゃなと思うんですけども，私も含めてですけども，老人となってきたら，やはり

行き先，どこへ行っても，行き先を，奥さんに言われるんです，きょうはどこへ行く

んで，何するんで，毎日朝聞かされております。そのぐらいやはり徹底しなければ，



- 116 - 

探しても，どこを探してええやらわからなんだ。私なんか，もうちっと若いころやっ

たら，奥さんが起きたころには，剣山の麓へ行っとるような，そんな人間で，どこへ

行たやらわからんちゅうのが当たり前だったんだけど，60超えた途端にそう言われ出

して，畑へ行くんでも，どこの畑へ行くんで。やはり，これ大事なことと思うんで

す。ぜひともこれを徹底してできるように，習慣づけるようにしてほしいと思いま

す。 

 それから，ヘリコプターが捜索に来てくれたんですけども，あれも時間的にやはり

ちょっと遅過ぎて，日の暮れまで探してくれたんですけど，やっぱり幹線道路から

400メートルほど入っとうということで，幹線道路の縁ばっかりを見てくれたよう

で，上から見て車は見えたはずと思うんですけども，見落としされました。 

 それから，防災ヘリの救助をお願いしたんですけど，それもなかなか来なんだっち

ゅうんは，後から聞いたんですけども，何か大阪のほうで訓練しよって，帰ってきて

から，荷物を積みかえて，それから来るような状態だったようで，こういう状態で，

すぐに来れんのやったら，すぐに来れんって言うてくれたら，こっちもまたそのよう

なルート，ちっとでも早いに出せられるルートをつくっておりますので，そういうや

っぱり連絡がもうちょっと欲しかったなと。そうすると，もうちょっと早いに助け出

されたと思いました。 

 次に，２問目に入ります。 

 職員の提案制度ということで，先回の視察で職員の提案制度をうまく活用している

という話がありました。 

 企画総務課長にお伺いします。前回，私が質問した後に提案があったのか，なかっ

たのか，お伺いいたします。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 職員からの提案があったのか，なかったのかという

ふうなご質問かと思います。 

 以前に森本議員がご質問をされたのが，26年度であったかと思います。そして，そ

の後でございますので，26年，27年，28年度，今年度はまだ募集をいたしておりませ

んので，その３年間の分になろうかと思います。26年度，27年度，28年度，各１件程

度の提案がございました。内容といたしましては，地域構想，あと事務改善に係るも
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のとなっております。あと，それと平成27年には，それとは別ではございますが，地

方創生総合戦略の関係で，若手職員からの提案，意見等をいただいているようなとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 各年１件程度ということでありました。この中で，採用され

たことはあるんですか，どんなですか。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 残念ながら，採用されたものはございません。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 採用はなかったということで，もうちょっと提案があったら

いいのになと，せっかく有能な職員を雇ってもと思うところです。 

 そこで，町長にお伺いいたします。提案に前向きになるような施策はどのようにさ

れているのか，お伺いいたします。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） おはようございます。 

 提案に前向きになるような政策をされているのかというようなご質問でございま

す。しっかりと提案に耳を傾けまして，政策遂行をしてきた，事業化はしておりませ

んけども，職員のキャリアアップなどの一助になっておりまして，今後とも提案に対

応に期待をしたいというように考えておるところでもございます。 

 以上，答弁といたします。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 前向きな施策をされるという答弁であったかと思います。 

 採用される，されないは別として，提案をしてくれることに対して，やはり何か町

として特典というか，そういう何を与えていくことによって，提案がふえるのではな

いかと思いますので，やはり提案をどんどんできるような体制をつくっていただきた

いと思います。 

 続いて，騒音公害についての質問に入ります。 

 最近，町内放送のスピーカーがやかましいという苦情が，私のところに４カ所ほど
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から聞こえてきております。役場のほうに町内放送の騒音の苦情はあるのか，ないの

か，企画総務課長にお伺いいたします。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 苦情があるのかどうかというふうなご質問であろう

かと思います。まれにではございますが，音が割れて聞こえないとか，うるさい，聞

こえなかった等々の苦情はございます。また，放送時間によっては，非常にその時間

の音がやかましいっていうのも，その中に入っているところでございます。聞こえな

いというご意見，逆にうるさいというご意見，双方の意見があるのが現状でございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 聞こえないという人とやかましいという人と，これ大変なこ

とでないかと思うんですけども，私のところへ苦情が来ておるのは，横瀬西と中山，

それから生名，沼江と，４カ所から苦情が来ております。これは，やかましいほうの

苦情です。この議場においても，スピーカーが放送し出すと，議会を中断しているこ

とは，皆さんご承知のことと思います。家にいて，電話もテレビも聞けないという苦

情であります。今は，各戸に戸別機が配布されておりますので，そんなに音量を上げ

なくてもいいのでないかと思うのですが，いかがでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 議員ご指摘のとおり，現在は各戸に戸別受信機を備

えつけております。屋外の放送設備については，畑でお仕事をされている方，あるい

は外でおられる方向けの放送が主なものになるのでないかというふうには認識をいた

しております。 

 また，戸別受信機には録音機能がついております。こちらのほうをより周知して，

周知徹底をいたしながら，放送回数の減，あるいは簡潔な内容にしていくなどをして

いく中で，住民の方々，その地域の方々のご理解が得られるのであれば，少々の音量

調整というふうなものは検討していくことも必要であろうかなというふうには考えて

はおります。非常時のは別といたしましてでございます。 

 以上でございます。 
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○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 苦情の中に，一番教育委員会の苦情が寄っております。とい

うのは，教育委員会からの放送が多いっていうこともあります。しかし，その放送内

容とか，回数を最小限度に抑えるような施策をとっていただきたいと思うんですが，

教育委員会事務局長にご答弁願います。 

○議長（篰 公一君） 笹山教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） 高齢化も進んでおりまして，聞き取りにくい

というようなお話も町民の方から伺っていたというようなこともあって，数日前から

同じ内容の放送をしたり，内容についても詳しく説明をしたりしてきている経過があ

ると思います。今議員からお話を承りましたら，騒音と受け取られる方もおいでるよ

うでございますので，よく検討もし，今担当主管の企画総務課長のおっしゃられまし

た，少なく簡潔にというふうなことを心がけてまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 再び企画総務課長にお伺いします。このスピーカー，昔は何

か山の中腹に皆ついとったように思うんですけども，今は町なかにちょっと高い電柱

を建てて立っとるというようなことで，所によったら，スピーカーの真横に家がある

ところがあります。私も，指摘されて，ずっと見て回うたんですけど，そういうよう

な真方向に向いとるような家もありますから，そういうことが原因であるんではない

かと思いますが，なぜ町なかに持ってきたのか，わかれば，ご答弁願います。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） スピーカーの設置位置についてでございますが，議

員ご指摘の部分について，以前に山腹に設置されていたというふうなご指摘であろう

かと思います。多分，山腹に設置されていた時期というのは，過去に農協が放送施設

を設置していた分であろうかと思います。現在の放送設備で，今は２代目とか，２世

代目になるものでございますけれども，農協の施設を廃止して，役場，農協が共同で

使用できる無線設備としてリニューアルというか，新しくつくられたときに，現在の

位置にスピーカーがおりてきたものと思われます。そしてその後，また今現在移設さ

れているシステムにまたリニューアルをしたような状況であろうかと思います。 
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 山腹からなぜ町なかにおりてきたかというふうなことでございますが，これ昭和の

時代のことであると思われます。ですので，そのころの資料が残ってはおりませんの

で，確かな理由については不明でございます。多分，町民全体によく聞こえるよう

に，家にも，中におっても聞こえるように，そういうふうなもので下におりてきたの

ではないかというふうな推測はできますけれども，あくまで推測でございます。申し

わけございませんが，以上ご説明とさせていただきます。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 今，そういう家中にいっぱい，４つもスピーカーついたのが

あるというところが何カ所かあります。そういうことが原因と思われますが，今の状

態で，いかに住民に迷惑をかけないようにということになれば，やっぱり音量を下げ

るしかないと思います。そして，聞こえない人には，各戸に戸別受信機がありますか

ら，それで対応してもらえるようにして，ぜひとも音量を下げていただきたいと思い

ます。 

 次に，通学費の助成について，教育委員会事務局長にお伺いいたします。今，阿南

方面への助成がされて，関係者からは喜ばれておりますが，私のほうへ，市内へ行っ

て乗りかえしよる人には助成ができないかという声が来ております。公平さからいっ

てどうなのか，特に市内で乗りかえての通学している父兄の意見であります。小松島

あたりは徳島バスに助成をしているということで，そういう人からの問題ではなし

に，市内から乗りかえての意見であります。その点について，どう考えております

か。よろしくお願いします。 

○議長（篰 公一君） 笹山教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） 阿南方面への通学しておる高校生等に補助を

実施しております。これは，阿南市が高校の普通科の校区内でありながら，本町から

公共交通の路線がないということで，限定的に行っていることでございます。公平性

という観点から，小松島市へのバス料金を参考に，１回当たり600円の個人負担もい

ただいておりますということでご理解をよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 何かはっきりせんような，そんな答えじゃったんか。聞いて

も仕方がないだろう。 
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 次に参ります。 

 職員の採用ということで，企画総務課長にお伺いします。 

 町内外の職員の割合はどんなふうなのか，また一番遠いとこから通勤されている方

はどこら辺から来ておるのかお伺いします。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 町職員全員の中の町内者の割合はというふうなこと

でお答えをさせていただきます。 

 町内者の割合は，現在58％程度でございます。あと，現在町外から来られている職

員であると，北島町あたりが一番遠いような，来られている方になろうかと思いま

す。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 北島町というと，朝のラッシュに遭って，なかなか大変だと

思います。私が知っている職人の人は，南は海陽町，北は高松まで仕事に出かけてお

ります。職人というのは，職場がどんどん変わっていくから，職場についていかなけ

れば仕事にありつけません。そういうことで，その人は朝６時になるかならないかに

出勤しております。職場が変わるということで，仕方ないんです。しかし，役場の職

員は，一年中この役場へ来るということで，行き先は安定しております。しかし，毎

日遠いところへ通うとなると，それはまた大変なことであると思います。 

 そこで，町長にお伺いいたします。緊急事態に呼び出しても間に合わなかったり，

来ることができなかったりするときもあると思います。そこで，町内に住所を移すよ

う指導すべきではないかと思うんですが，いかがでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 特に，防災上のことが強く言われております。仕事の通勤

上の長距離での効率，また近距離通勤のメリットなども十分考慮しながら，町内に住

まわれるようにお願いはしているところでもございます。採用のときでも，もしも採

用されたらどうしますかって言ったら，ほとんどの人が町内に住みますというような

答えをいただけるところでもございます。逆なケースもございます。そんなことで，

できるだけ町内に住まわれるようにお願いはしているところでもございます。 
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 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） やっぱり出勤する，車を運転して時間が長いと，それだけで

も疲れるんですね。だから，やはり近いところで仕事をできるように，できる限り仕

向けていただいて，町内の人口をふやしていただきたいと思います。住民からそうい

う心配の声が上がっております。 

 改めて町長にお伺いいたします。町内の在籍者の採用を優先できないかということ

であります。きのうもそういう質問がありましたが，改めてもう一回質問します。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 昨日も３番議員さんからのご質問がございまして，新しい

地元採用枠とか，スポーツとか，経験とか，そういうことで採用をというようなこと

も言われておりました。少人数の募集であるために，いろいろ採用の枠は難しいとい

うような，今後の検討課題として生かせるような方策も模索をしていきたいというよ

うなご答弁を申し上げたところでもございます。 

 町内の在住者の採用を優先できないかというようなことでございます。仕事の効率

や通勤時の安全，災害などへの迅速な対応なども十分考慮して，公正な採用試験を実

施しているところでもございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） ぜひとも，やはり町民の不安もありますので，そういう優先

採用，または町内に住所を持ってきていただけるようにすることがいいのではないか

と思いますので，そういう方向で考えていただきたいと思います。 

 今回の質問は，これにて終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（篰 公一君） 以上で８番議員森本守君の一般質問は終了いたしました。 

 議事の都合により休憩とします。 

            午前10時14分 休憩 

            午前10時30分 再開 

○議長（篰 公一君） それでは，休憩前に引き続いて会議を開きます。 

 ４番議員麻植秀樹君の一般質問を許可します。 
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 麻植秀樹君。 

○４番（麻植秀樹君） ただいま議長の許可をいただきましたので，４番議員，一般

質問をさせていただきます。 

 初めに，防災対策ということで，少しお聞きをしてます。 

 まず１つ目ですけども，ずっと何度も質問をしてまいりました。勝浦川の堤防の改

修をどなんぞ早いことできないかなということでお尋ねをしていました。そのとき，

これから県に対しても要望をしていくと，ずっとお話をしていただいております。そ

こで，県に対して要望はしていただいておりますか，建設課長，どうぞ。 

○議長（篰 公一君） 柳澤建設課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） 県に対して要望しているかということですが，近年要望

活動といたしましては，平成26年６月20日，それから27年12月４日，それから28年６

月７日，今年度に入りましたら，29年４月26日に，東部県土整備局において理事者と

ともに要望活動をしております。要望のいろんな内容といたしましては，議員おっし

ゃるように，勝浦川の河川の改修の推進とか，それからしゅんせつですね。当時，掛

谷川とか，本沼江谷川とか，久国谷川のしゅんせつとかの要望もしてまいりました。

また，勝浦川におきましては片掘れ，例えば河川の片一方が河床低下があったら，片

一方が盛られているとかというふうなこと，また勝浦川で一番水衝部であります中角

の金比羅堤防付近の状況説明とか，いろいろ要望活動はさせていただいております。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） そこで，要望をしていただいています片掘れの分と金比羅の

分ですけども，通告には書いてませんけど，ここでは何か進展ありましたか。 

○議長（篰 公一君） 柳澤建設課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） 片掘れの分と金比羅の分ですが，片掘れの分について

は，県の有識者といろいろ話し合いとかも持ちながら，じゃあそこへ土を盛ったらど

んなんかなとか，ならしたらどんなのかなとか，いろんな論議はさせていただいてお

ります。実施に至ってはいませんが，やはり県の方も大分気にはされとうというふう

な認識ではございます。 

 それと，先ほど勝浦川で水衝部に当たる金比羅堤防につきましても，台風時におい

ては，堤内地のほうに水が噴き出したりいろいろしてるんだよというふうな状況も説
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明しながら，決して丈夫な堤防ではないというふうな認識を資料も加えながら説明は

させていただいた経緯はございます。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） 片掘れ，土砂の堆積ということで，県も気にしているという

ことで，引き続き県と折衝していただいて，なるべく早く片掘れをなくすようにして

いただきたいなと思います。また，ずっと言ってます金比羅，勝浦町の堤防も，状況

を県に対しても話してもらっておるということで，これもまた引き続きやっていって

いただきたいなと。 

 毎回毎回同じことの繰り返しで言うておるんですけども，天災は忘れたころにやっ

てくるということで，日本各地でも地震も起きておりますし，いつ水害，水害なくて

も，地震で堤防が決壊すると。妙なもので，決壊したり，そういうなんがあったとき

妙に，また雨も降ると。二重にダブルでまた災害が起きる可能性ありますので，あっ

ても困る話じゃないですけども，そこのところは，課長，いろいろプロですし，今ま

でずっとやってきてもらってますので，よろしくお願いしたいと思います。 

 それから，地域別の詳細な防災マップを以前にお願いをしておりました。その後は

どのような段取りになっておりますか，総務課長。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 詳細な防災マップのその後どのようになっているか

というようなご質問であろうかと思います。 

 まず，８月の開催されました区長会におきまして，各区での避難経路などの危険箇

所の話し合いや確認をしていただくようにお願いをいたしているところでございま

す。その結果，現在１地区からは，その結果をいただいてはおります。各区でこれら

を確認等することは非常に重要なことではございますが，なかなか進んでいないのが

現状ではございます。そういうことで，これらを踏まえまして，防災会の方々がその

避難経路の作成云々につきまして非常に知識等を持っておられるというふうなことも

ございまして，これらの各区でのその確認作業に研修，お手伝いをしていただけたら

ということで，現在はご協力をお願いをいたしているようなところでございます。そ

して，これらの情報がそろい次第，新しい防災マップを作成することにしたいと考え
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ております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） 今おっしゃってました，各区長に対して話し合い，８月にあ

って，１地区であると。しかしながら，なかなか進んでいないと。大体めどは立てて

おりますか。何月ぐらいまでに把握をして，集計して，新しい，前に言いました，勝

浦町各地区の防災マップ，災害時の防災マップをやっていきたいなと考えております

か。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 防災士さんの方，また各区の方のご協力を得ながら

になりますので，若干の時間はかかると思いますけれども，何せ防災のことでござい

ます。できれば，来年度にでき上がるように努力をしていきたいというふうには考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） 来年度と言うても，なるべく早いうちにしていただいたほう

が，災害が起きてから，いつもこれ防災対策って言わせてもろうた，毎回毎回起きた

ら起きたらって言よんですけど，災害が起きてからでは遅いですけんね。とにかく早

いことやってもろうて，年度，遅うても春ぐらいまでには仕上げてほしいなと思って

おりますが。１つ提案というか，これするのに相当金額的にかかるんではないんです

か。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） どのくらいの区分でつくるかにもよりますけれど

も，以前よりもかなり詳細なデータというか，区分ごとの作成になろうかと思いま

す。そういうふうなことを考えると，そこそこの金額はかかると思いますので，そち

らのほうについては，また予算等に出していくようなことになろうかと思います。そ

のときには，議員の皆様にもご理解はいただきたいというふうには考えてはおりま

す。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 
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○４番（麻植秀樹君） 町民の安心・安全が守れるのであれば，どっさりと言われれ

ばいろいろ議論ありますけども，すぐに予算面も早いうちに出していただいて，早い

うちに，できれば年度明け，春までにはマップを作成して，各区に配布をしていただ

きたいなと考えておりますので，よろしくお願いします。 

 課長，ここで，春やというんは，断言でけんね。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 議員のおっしゃるとおり，早目早目の対応というの

がよいかとは思っておりますが，今現在１地区からのデータになっておりますので，

ちょっと春には難しいというふうには考えております。できるだけ早い目ということ

で努力はさせていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） それでは，よろしくお願いします。 

 次に，この間の10月22日の投開票がありました衆議院選の選挙の投開票についての

質問をさせていただきます。 

 住民課長，この間らのちょうど台風の余波といいますか，あれで，いろいろ雨がじ

ゃんじゃん降って，開票日に大変だったと思うんですけども，そのときについての反

省というんは何かございません。 

○議長（篰 公一君） 中瀬住民課長。 

○住民課長（中瀬弘晴君） ご質問にご答弁申し上げます。 

 今回の衆議院選挙において管理執行上問題となった事項については，なかったと思

っております。しかしながら，開票所における非常用電源等の確保が十分でなかった

といったご心配をいただいておりますので，今後はそういった対策についても十分準

備したいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） ということは，ミスと書いとんですけどね，ミスというのは

……。ミスとトラブルの内容をちょっともう少し聞かせてもらえますか。 

○議長（篰 公一君） 中瀬住民課長。 
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○住民課長（中瀬弘晴君） 停電が発生いたしましたので，そういった対策が十分で

なかったと反省しております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） 停電が発生したから，ミスが発生したということが，あれで

すね。それまでに何かあったら困るなという，前もってのトラブルの解消策ができて

いなかったということですか。 

○議長（篰 公一君） 中瀬住民課長。 

○住民課長（中瀬弘晴君） 対策といたしまして，四国電力のほうへ電力の確保は依

頼申し上げておりました。非常用電源等は入りまして，真っ暗ということではござい

ましたが，ちょっと事務執行上おくれたということでございます。幸い，予定してお

った時刻には終了させていただきましたが，さらなる開票事務の迅速化に向けて努め

てまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） 段取りができてなかった。何かトラブル対策ができてなかっ

たということで，それがミスであって，開票に対するトラブルというのはなかったと

いうことですな。 

 そしたら，これからもまた選挙もありますわね。また２年後には参院選がありま

す。そういうようなときにおける対策というのは，今後における対策というのは講じ

ますか。講じていくだろうけども，どのように対策を考えておりますか。 

○議長（篰 公一君） 中瀬住民課長。 

○住民課長（中瀬弘晴君） 施設の改修ということは，住民課長としては難しいなと

思っておりますので，自家用発電等の準備，また停電時の対応等，対策を講じていき

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） 別に，ミスはあってならんことでありまして，ミスがなけれ

ば，トラブルもないと。今後における対策として，自家発電もちゃんと段取りしてや
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っとくということで。夏とかになりますと，やはり台風があったら，選挙，開票にも

皆総出でやってるんでしょう，役所もね。だから，やっぱりトラブルないようにやっ

ていただきたいなと思います。よろしくお願いしますね。 

 次は，これもまた病院改築ということで，常に議員でもあるし，一町民としてちょ

っとまだ僕としてはどんなかなということで，何度もこれ聞いておるんですけども，

これ現在の町の財政，それから病院局のあれ等いただいてはおるんですけども，この

２番のほうの，まずほんなら，室長，この行財政の状況というのはどうですか，これ

やることによっては，病院改築するとなっては，見通し。 

○議長（篰 公一君） 石木地方創生推進室長。 

○地方創生推進室長（石木正昭君） ご答弁申し上げます。 

 ただいま見通している町財政の試算，あと病院の経営計画，そこらを勘案しまし

て，現在のところ町財政に与える影響は限定的であるのではないかと考えておりま

す。 

 以上，答弁といたします。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） 心配ないということですわね。 

 そしたら，病院局長にお聞きしたいんですけどね，この金額は聞いております，今

は28億円かな。これで，今度は病院のほうで最終ちゅうか，あと借金払うようになる

んですわね。これで28億円というたら心配ないと思うんですけども，何やかんや附帯

工事って，もっとかかってきますわね。これあんばいよう払えるような計算ですか。 

○議長（篰 公一君） 笠木病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 議員のおっしゃられた28億円，全体28億円とい

う話で計画をあくまでも立てておるのが現状でございます。病院の自己資金としまし

ては，４億3,000万円程度で計画をしております。病院独自の借金につきましては，

これは起債，病院事業債等で，建設工事費で７億5,100万円，あとその後の医療機器

の整備費等もございますので，7,500万円程度を計画しております。建設工事費の償

還につきましては30年で，38年度からの元金償還が開始されまして，年間2,800万円

ほどの計画となっております。医療機器の整備費の償還につきましては，平成38年度

で終了する予定となっておりまして，また機器につきましてはその後の更新もござい
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ますので，その38年度以降更新につきましては償還を開始する予定としております。 

 ご心配していただいております収支の計画ですけれども，現在の試算では，収益的

収支で純利益を1,300万円から3,000万円程度，毎年若干違うんですけれども，その辺

の収益で推移するというふうに計画をしております。また，収益的，資本的収支の差

額の合計では，360万円から1,300万円程度の収益を見込んでおりまして，これ当然経

営の努力は必要であるとは考えておりますけれども，返済可能なんではないかなとい

うふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） これ，建ててすぐは赤字やけども，ちょっとしたら黒字，黒

字でないけども，十分払えるような感じに数字上はなっておりますけども，これ絵に

描いた餅にならんようにしていただきたいんです。基金にしても，起債残高にして

も，30億円弱かな，30億円前後あるのはあるんですけども，私に言わせてもろうた

ら，このお金は一般会計のもんであって，新築したものに対してお金が払えんから，

このお金をどんどんつぎ込んでいくと，たちまち５年間は基金で１億円つぎ込んでい

くんですわね。もう少ししましたら救急救命士隊員の詰所もせなならんし，まだまだ

これ20億円ちゅうお金が，つくれば，やればの話やけども，やらな仕方ないこっちゃ

しね。ほんなんやったら，30億円ぐらいのお金やったら，すぐなくなってしまうんよ

ね。ほったら仮に，前の去年かな，ことしか，参事にもちょっと聞いたんですけど

ね，助役に，お金なくなったら，これどうするんやと。ほかの結局町民に対するサー

ビスが滞るやないかということでも前も聞いたんですけども。ほやけん，これはどう

ですか。心配ないと思いますか，総務課長。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 病院の改築の計画を立てる上で，一般会計から病院

に繰り出すものにつきましては，繰り出し基準というふうなものがございまして，建

築等につきましては２分の１を負担するような仕組みがございます。その仕組みに基

づいて，今回の改築については一般会計からの支出を行うことといたしております。

これらの借入金等につきましては，交付税措置等がございますので，ある程度の見込

みが立っていくような状況であろうかと思います。ただ，議員がご心配なされており



- 130 - 

ますように，財調基金につきましては，平成28年度末で約23億円ほどございますが，

35年には11億円程度まで減るというふうな見込みを立てております。こういうふうな

ことを考えますと，財政的には基金が半分近くなるというふうなことで，非常に厳し

い状況でございます。こういうふうなことも踏まえまして，見込みといたしまして

は，運営をやっていけるというふうなことにはなっておりますけれども，限られた財

源でございます。こちらを有効に使うべく，今後財政計画をより厳密に立てて，今後

の住民の方への負担の公平性と平準化を図りながら，施設の一部に偏ったような建築

設置ではなく，皆さんに新しいものを公平に使っていただけるようなことも勘案しな

がら進めていくような必要があろうかと思います。 

 それと，ご心配なされておりました，今後事業ができなくなる可能性があるのでな

いかというふうなことでございますが，こちらのほうは，確かに全体として30億円近

い施設をつくることになります。当然，集中と選択によりまして，年度を若干先延ば

しにしながら事業をおくらせるのも，あるいは制度として廃止していくもの，そうい

うふうなことは，今後十分に考えながら，財政運営をやっていくことが必要であると

思います。議員さんがご指摘のとおり，そういうふうにやって，皆さんが幸せな生活

を皆さんが公平に享受できるような町政運営に努めてまいりたいというふうには考え

ております。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） ちょっとこの件に関して，町長にもお伺いをします。今言わ

れてましたように，23億円の基金が11億円まで半減していくということで，同じこと

ですけど，前も言いました，病院は改築せねばならんというのは，町長も初め，町民

もせねばならんとは考えております。そこで，お金を湯水のごとく使うのではなし，

もうちょっといろいろと考えながらしていただきたいなと思うんですけども，身の丈

に合った，町民のニーズに応えられるような病院をやってほしいなと考えております

が，町長はどのようにお考えですか。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 先ほど企画総務課長からのご答弁ございましたように，限

られた財源，特に財政調整基金は使い便利な基金でございまして，当初から比べます

と，23億円というかなり積み上げてきた金額でもございます。よく私が言う，18年ご
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ろには基金全部合わせても10億円ぐらいしかなかったけど，６億円ぐらいしか財調も

なかったと思っておりますけども，ここまで積み上げてきております。これを厳しい

財源の中で，潤沢でないのに，皆様方の十分なご理解をいただきまして，事業執行に

おいて選択と集中を行いながら，有効な財政運営に努めていきたいというふうな考え

方でしておりますので，決して身の丈に合わないような病院でなしに，十分皆様方の

ご意見も聞きながら，使い勝手のいいような病院にしていきたいと。あわせて，厳し

い財政状況の中でございますので，そうした点も十分配慮しながら，病院建築に携わ

っていきたいというように考えておるところでもございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員，ちょっと小休させていただいて構いませんか。 

 ちょっと小休します。 

            午前10時59分 休憩 

            午前11時00分 再開 

○議長（篰 公一君） 再開します。 

 笠木病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 済いません。先ほど私の答弁の中で，28億円の

病院の改築の計画での収支の計画というふうに答弁しましたけれども，他の関連の事

業費も含めたということで，議員のほうから28億円という数字が出てたと思います。

病院の改築につきましては，現在25億2,000万円程度ということで計画しております

ので，先ほど私のほうから答弁させていただきました返済の計画等につきましては，

そちらのほうで計画をしているというふうに答弁を変えさせていただきます。よろし

くお願いします。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員，よろしいでしょうか。 

○４番（麻植秀樹君） はい。 

○議長（篰 公一君） それでは，麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） 最後に，この間，勝浦病院患者等給食業務の委託についてと

いうことで話がございました。これを見てみますと，誰がこういうことを考えついて

やろうとしているのか，ちょっと私わかりませんけども，どのような意味でしようと
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しているのかわかりませんけども，読ませてもろうたら，メリットばっかりなんです

ね。こうやってしたら，一番これいいですよ，よろしゅうおまっせと。メリットばっ

かりで，実質的な，これをやることによるデメリットというか，患者さんに対してこ

ういうマイナス面もあるちゅうんを全然お聞きしておりませんので，ここでちょっ

と，言いたくはないとは思いますけども，お聞かせください，局長。 

○議長（篰 公一君） 笠木病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 病院の給食業務の委託についてデメリットはな

いのかと，あるんだったら，ここで言うとけという，議員からのご質問かと思いま

す。 

 まず，現在のこちらのほうで考えております委託の形態についてですけれども，現

在ある病院の厨房に外部委託の職員さんが来て，そこで給食をつくるというふうな形

を考えております。そのようなことから，まず準備期間を設ける予定ではあります

が，一時的に調理員が入れかわります。そのことによりまして，現在病院厨房での調

理技術っていうものが，若干の職員の異動はあるんですけれども，継承されておるん

ですが，その辺に不安があるということが最大のデメリットであろうかなとは考えて

おります。ただし，受託業者さんには，事前に十分研修を行ってもらうことによりま

して，業務に支障が出ないようにする必要があるのかなというふうには考えておりま

す。 

 また，議員さんおっしゃられてましたように，患者さんにとって何が一番デメリッ

トなのかということですけれども，当然外部委託になりましたよっていうことは周知

されます。そうなることによりまして，おいしくなくなるんでないかと，食事がまず

くなるんでないかっていうふうに，まず患者さんが思うということが最大のデメリッ

トなのかなというふうには考えております。このことにつきましても，お考えになる

ことはあると思うんですけれども，検食をする，それから院内での給食委員会などで

十分に協議をしていく，こちらによりまして，患者様に満足いただける食事を提供で

きるように，委託者，勝浦病院ですね，それから受託者ともに努力をしていく必要が

あると考えております。 

 議員さんがご指摘いただいておりますように，現在と違う体制をとるわけでござい

ますから，当然ふぐあいが出る可能性はございます。そちらについても，今どういう
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デメリットかというのが断言できませんけれども，可能性はあります。ただ，全県的

に病院給食というのは外部委託をされておりまして，同規模の県内自治体病院も全て

外部委託をされております。近隣病院の情報収集を十分に行いながら，患者様満足度

の高い栄養管理に心がけたいなというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） 今最後に，県内の公立の病院では，ほとんどのところがやっ

ておると。ほとんどのところがやっておるから，うちもするんじゃという考えかいな

と。ちょっとこれはおかしいなと，私は思っています。 

 それと，台風時において，夕方帰るわけですね。台風時において，うちのすぐ近く

が，近くでなくても，水が出て，来れやんかったと。職員が勝浦町立病院に来れらん

かったと。ほな，どないするんやと。そういうなんは考えとるんですか，このときの

対応やというんは。 

○議長（篰 公一君） 笠木病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 議員のほうからデメリットを申せということで

ございましたので，メリットについては，今回答弁はしてなかった点でございます。 

 まず，今議員のほうからご指摘のありました，例えば台風等で職員来れない状況ど

うなるのかっていうことかなと思います。現在，当然委託ではなしに，町の職員で運

営をしてございますけれども，今回の委託につきましても，できるだけ町内の職員を

雇ってくれというふうな仕様にはしようと思ってますので，結果的にはわかりません

が，町内の方が厨房に入っていただけるようにしたいというふうには考えておりま

す。ただ，例えば中角の話もありましたけれども，中角からこちらに来れない状況が

あったときに，沼江の方でしたら来れんということはありますので，そこらはどうい

う形で職員を配置するかによって，そのリスクを回避できるように業者さんとも十分

話をしながらしていく必要があるのかなというふうには考えております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） 私言ったもの，デメリットちゅうんは，自分としては詳細に

は書いておりませんが，メリットと紙にちゃんと書いて，この間いただいておりま



- 134 - 

す。しかしながら，デメリットやというのは，恐らく紙には書かんじゃろうなと思い

まして，きょうあえてデメリットは何ですかということで聞きました。実際問題，い

ろいろ役所とすれば，契約時になるべく町内の人を使ってくださいよとお願いするち

ゅうのはいつものパターンで，ふたをあければ，大体できんのがほとんどなんですわ

ね。せやから，やるのんはいいけども，それやったら，絶対に町内の人を雇用してく

れと，雇用してくるところを選ぶとかね，せんかったら，そうでなくても，雇用があ

ったら，若い人も来てくれると言って，町挙げて，Ｉターン，Ｕターン，やあやあと

言いよるときに，町内の人の仕事を奪っていくような，こういう施策というのはナン

センスと思うわけ，自分的には。言ようこととやんりよることが全然が全然違うやな

いかと。これするのであれば，するのであればコンサルがやるんでしょうけど，そこ

のところは業者にもきっちりとお話しして，確約ちゅうんをとっといていただきたい

なと思います。お願いできますか。イエスかノーだけで結構ですよ。 

○議長（篰 公一君） 笠木病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） イエスと言いたいところではございますが，当

然委託先の職員，人数が必要でございます。全員を町内雇用にせえというふうに約束

させた場合に，募集して，ない場合に困るのは，給食を食べる患者さんでございます

ので，そこについては，できるだけ町内を雇用しなさいと言うしかないのかなという

ふうには考えております。また，あえてここでメリットの話を若干出させてもらいま

すけれども，例えばノロウイルスに感染する職員が出た場合とかで，現在非常に困窮

しているところがございます。その辺につきましては，他の同じ系列というか，同じ

保険会社のほうと契約をしている企業から来ていただけるようなこともございますの

で，その辺が患者さんに，常に何があっても，おいしい給食を出せるというところで

メリットのほうが大きいというふうに考えておりますので，ご理解をいただきまし

て，また絶対とは言いませんけれども，できるだけ町内の人を雇用するというところ

も，できるだけこちらも企業のほうにはお願いするという答弁でご了承いただきたい

なというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） またちょっと今聞きますと，もうちょっと聞きたいなってい
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うとこあるんですけどね，病院でしよる給食の方が何かあったらっていう，そんなも

んあってはならんのですよ。民間に委託しても，それは絶対病気になったとか云々と

いうような，そんなん話にならないんですよ。病院，今の現状のままで食事をつくる

によって何かあったときには困るから業者に委託するというんが，そんなもん話にな

らんのですよ。感染云々というのは，そんなんはイの一番で話にならん話やね。業務

委託したら，違うところで，２カ所，３カ所から同じもんが来るって，そんな簡単な

ものではないと思いますよ。調理の献立もなし，患者さん一人一人皆食べるもんが違

うんやからね，そこら辺もやっぱりもうちょっと……。ここんとこ，わけわからんよ

うに，いろいろどんどん出てきますけども，もうちょっと考えて，町民，また患者さ

んのことも，いろんなことを考えてやっていっていただきたい，病院事業にしても，

いろんなもんにしてもねと思います。 

 以上で終わります。ありがとうございました。 

○議長（篰 公一君） 以上で４番議員麻植秀樹君の一般質問は終了しました。 

 日程の都合により休憩とします。 

            午前11時13分 休憩 

            午前11時26分 再開 

○議長（篰 公一君） 休憩前に引き続いて会議を開きます。 

 ５番議員松田貴志君の一般質問を許可します。 

 松田貴志君。 

○５番（松田貴志君） 議長の許可をいただきましたので，５番議員松田貴志，一般

質問を通告順に従って始めたいと思います。 

 まず初めに，消防団体制についてでありますが，先ほど８番議員のほうから，先日

発生した行方不明者の捜索に関して質疑がありました。実は，昨日消防団の定期点検

日でして，私自身も消防のほうに行ってましたら，ちょうど行方不明になって発見さ

れたご家族の方がそれぞれの分団を回られて，お礼に来てくださいました。そのとき

の話では，昨日勝浦病院に転院をしましたということで報告を受けて，一安心した状

況でございます。 

 私自身，先ほどの話の中で出てきました行方不明者の捜索３件とも参加をしまし

て，いろいろ気づいたところ，また日々の消防団活動，団員として気づいたところ，
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また議員の目線でも，行政に対してこうしたらええん違うかという部分をこの場をお

かりしまして，いろいろと質問をさせていただきますので，的確なご答弁のほうをよ

ろしくお願いします。 

 時間の制約がありまして，まずこの消防団体制だけを午前の部分で終わらせて，ま

た残りは午後からということでお願いしたいと思います。 

 それでは，ちょうど今映させてもらっているのは，立川地区で起こりました行方不

明者の捜索でありました。立川地区では２件起こりまして，まず１件目に関しては無

事行方不明者が発見され，事なきを得たんですけど，残念ながら２件目に関しては，

不幸にもお亡くなりになっていた。私自身第一発見者として初めて警察のほうの質問

を受けたような立場で，ちょっとやっぱり消防団員として負担も意外と大きいんかな

って。そういったことが続くことによって，消防団員もいろいろとやっぱりストレス

もたまりますし，そういったストレスを解消するために行政もどういうふうな対応を

していったらいいかという部分も今後の課題として考えていかなければいけないのか

なって，そのとき思いました。 

 火災に関しても，横瀬地区で２回にわたりありまして，これに関しては，ちょっと

続いての出動ということで，残念ながら現状においては消防団に火災のほうも頼らざ

るを得ないような現状でございます。その中においても命をかけて，命まではかけた

らいかんのですけれども，やはり身を挺してでも，家族の方，町民の方の生命，財産

を守るという使命を負って活動している，意気に感じて活動をしているという実情

も，職員の皆さん，また住民の方にもしっかりと伝えるような情報共有ができればい

いのかなと思いまして，今回質問をさせていただくことになりました。 

 まず１つ目なんですけれども，組織，連絡体制の課題と対策ということでございま

す。 

 まず，組織についてでありますが，以前より私はこの場でも意見してきましたけれ

ども，現状の消防団の定員，また定員を含めたそれぞれの分団の組織割りなどを過去

の定数を定めた時期から現状の人口分布に当てはめれば，ちょっと違和感のところが

出てきとん違うんかなと感じておりました。この間，行政のほうでも，また消防本

団，分団長会議等でも，そういった意見が出てきたことがあると思いますけれども，

現状の取り組み状況について，企画総務課長のほうよりご答弁をお願いいたします。 
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○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 各分団の定数のご質問であろうかと思います。 

 まず，組織の定数でございますが，人口減少，少子・高齢化に伴いまして，団員数

の確保に苦慮している分団が非常に多いというふうなことは承知をいたしているとこ

ろでございます。 

 あと，各人口分布によっての定数の見直しというふうなところにつきましては，ち

ょっと今現在では手がつけられていない状況ではございます。 

 あと，最近，先ほども議員さんのほうから指摘をされたように，本年度に入りまし

て，火災，ぼやを含めまして，今現在までで大体３件，行方不明者の捜索が３件，そ

れと台風等の待機云々が大体４件ほどございました。非常に消防団員の方につきまし

ては，本年度特に大きな負担がかかっているような現状であるということも承知して

いるつもりでございます。 

 そういうふうなことも踏まえまして，地域の防災力確保の観点，こういうふうなも

のを考えますと，やはり今の定数っていうのは必要でないかというふうには考えてお

ります。ただ，分団員確保に非常に皆さんが苦労されている部分，そちらのほうも理

解をしているつもりではございます。しかしながら，意気に感じている方を探してい

ただくという非常に厳しい言い方をしますけれども，やはりそこらっていうのも，探

していただいて，地道ではございますけれども，熱心な団員確保策を進めていただい

て，今現在では現状の定員数をどうにか確保していきたいというふうに考えているの

が現状の考えでございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） その総定員240名という部分について，一定程度の，私自身

認識は共有しています。しかしながら，現状において，先ほど言うた人口分布の部分

で，実際坂本地区が今30人定員がおって，人口は９月末の段階で456人，私の所属し

ている５分団で言えば，人口が890人おる中で24人っていう定数なんです。それを多

分うちの分団に持ち帰って定数をうちはふやさなあかんていう分を理解を求めたら，

納得はしてくれるでしょうが，なかなかふやすことに関しては難しい部分もあると思

います。しかしながら，現状の町の体制，特に５分団で言えば，重要施設が集中して
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いるとか，さらに坂本地区で言えば，現状においては山林火災も減る中で，消防団，

火災に向かっての役割というのは，以前に比べたら大分縮小していると思うんです。

そこらあたりで，そういった観点で，それぞれの分団の定数の見直しっていう部分は

少し議論をする余地はあるんかなって，ちょっと考えてみるのも一つの手なんかなと

は思います。確かに，いろいろ反発というか，意見はそれぞれの分団であるかもわか

りませんけれども，やはり町の消防機能，残念ながら常備消防を有していない勝浦町

の消防機能を充実させるためには，ここらあたりの見直しも含めて行うべきでないん

かなって私自身感じております。この点について，今後してくださいで終わるんだろ

うけど，してもらえませんかって終わるんでしょうけど，少しちょっと前向きな答弁

いただけませんか。お願いします。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） ご提案いただいた部分で，先ほど申し上げましたよ

うに，人口分布の調査研究っていうのは，まだできてない状況は現実でございます。

少なくともそこらも考えて，ある程度の町としての姿勢っていうのは考えていきたい

と思います。ただ，先ほども議員さんがおっしゃっておられたように，地域の方々の

意見っていうんはやっぱり大きいと思います。ですので，少なくとも分団の方々の意

見，またもっと大きく言えば，区長さんあたりのご意見も当然必要になろうかと思い

ます。そこらを合わせて，やっぱり自分たちのところは自分たちで守っていくってい

うふうなところが必要かと思いますので，そういうふうなものも含めながら，議論は

進めていきたいと思いますので，よろしくお願いいたします。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） お願いします。特に，分団長さんは，皆シャイな方が多く

て，分団長会議で，思とっても，なかなかそのこと全てを意見として出すのが難しい

ような状況なんで，分団長会議においても意見をしやすいような環境づくりという部

分も少しちょっと取り入れてほしいと思いますので，よろしくお願いします。 

 それで，あと次の連絡体制の部分です。これについては，シンプルにちょっと質問

したいんですけど，現状先日の行方不明者に関しては，担当から各分団長にメールも

しくは電話で多分連絡が行ったと思うんですけど，火災に関しては，以前からちょっ

と問題提起してますけれども，やはり同じような仕組みで，一分団員にも連絡来てま
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す。どうしても場所の特定というか，先ほどもちょっと議題になりましたけれども，

町内放送のぐあいによって，しっかりと聞き取れない場合もありますし，やはり文字

として伝えられたほうが，第一陣として消防車に乗って向かう以外のそれぞれの団員

がどこに向かえばいいのかっていう部分に関しては，文字情報として伝えるべきなん

かなって。それによって，より効率的な消防活動ができるんかなって思いますので，

この点について，今担当としてどのようなお考えを持っているのかお聞かせくださ

い。お願いします。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 以前にも同様のご意見もいただいております。こち

らのほうにつきましては，本年度の分団長会で，一応ちょっと提案をいたしまして，

一部の分団では，班長程度まで試験的にメール配信等を行っている現状でございま

す。ただ，携帯のキャリア，それから利用ソフト，そこらの関係がございまして，な

かなか全員に送るっていうところには広がりができないようなところもございます。 

 それと，全員になりますと，100人単位の話になってきますので，夜間とか休日の

対応になりますと，どうしても放送よりもかなりおくれてしまうというところは，リ

スクというか，ネックとしてございます。ただ，希望者，それと，できる範囲にはな

りますけれども，順次広げながら，できるだけ早い参集，ほんで場所の特定，そこら

を情報が発信できるように努めてはまいりたいと考えております。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 現状，せんだっても言いましたが，教育委員会でもメールを

使った情報発信っていうシステム使ってます。他町村においても，消防団への連絡

等，メールを使った取り組みをされているところもありますので，忙しいとは思うん

ですけどね，ちょっと研究してもらって，よりよい方向に進めてほしいなって思いま

すので，またこれについても，一団員としても，議員としても，これからもいろいろ

とご意見しようと思いますので，よろしくお願いします。 

 それでは，次の本団の役割っていう部分です。この点について，この場で言うのが

適しとんかどうかっちゅうんがちょっと微妙な部分はあるんですけれども，消防分団

の上に，団長，副団長３名から成る本団，消防本部になるんですかね，本部という組

織があります。やはりふだんから私たち一団員ともいろいろコミュニケーションとっ
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てほしいなって，ガス抜きもしてほしいなって。特に，ことしの春からは出動回数が

ふえる中で，なかなかいろんな分団ごとの意見があるんを吸い上げる機会がないんで

すよね。先ほども言いましたけど，分団長会議でそれが全て反映されようかっていう

んも，なかなかそこまで分団長がやっぱり意見言えてないよね。そこを本団がつなぐ

っていうんが役割なんかなと思うんです。現状，この春以降，本団の方が，たまたま

１件目の行方不明のときは，あれは区長会をしよったんかな，そのときは本団の人

も，うちの５分団の詰所に来てくれたんかな。来てくれとったか。区長さんは来てく

れたんやけどね。どちらにせよ，それ以降，本団の方がそれぞれの分団，行っとうと

こもあるんでしょうけどね，地元とかだったら，うちに関しては，そういったどんな

感じで今消防団活動できようでっていう，いろんなコミュニケーションがとれてない

状況なんです。その辺をちょっと具体的に本団に対して，常日ごろから本団はどうい

う役割であるべきか，どういう行動をするべきかっていうマニュアルづくりで，やは

り本団っていうのは，それぞれの分団から上がっていっきよる自分たちの先輩なん

で，もちろんこちらは命令に従うしね，その命令に従う反面，ふだんのやっぱりコミ

ュニケーション，信頼関係がなかったら，そこの組織としてのまとまりもできてこん

と思うんで，ここらあたりをきっちりと本団会議っていう，何かそういった会を持た

れよんでしょう。そこでもう少し日ごろの本団としての活動ちゅうんを整理して，ま

とめてもらえませんかね。ご意見お願いします。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 本団と分団とのコミュニケーションというふうな部

分が一番大きいんじゃないかなというふうには思います。一応，本団会議，分団長会

議，こちらのほうは，同数で行っております。分団長会議においていろんな意見も吸

い上げたいというふうに考えて，団長においても，今回は参加できませんでしたけれ

ども，町民祭等につきましては，団長の考えで，綱引きだったんですけれども，優勝

すれば賞品を団長が出しますよとか，そういうふうないろんな物を変えながら，コミ

ュニケーションをとろうというふうに努力はしているところではございます。 

 それと，各分団を回るというふうなお話でございますが，訓練日とか，そういうふ

うなときに回ってはできていないのは現状でございます。ただ，現場のほうをやっぱ

り気にされておりまして，どうしても現場，現場に行こうというふうなところがござ
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います。ただ，私のほうで，やっぱり指揮命令していただく分がありますので，でき

れば副団長さんのほうに出ていっていただいて，団長さんは指揮命令をしていただき

たいというふうなことで，私のほうでとめようなところもございまして，そこらにつ

いては，若干誤解をというか，コミュニケーションが減ってしまったようなところは

できている可能性はあろうかと，ちょっと反省もいたしているところでございます。 

 行方不明者が出たときでございますが，棚野も本団全員，棚野の詰所に行かせてい

ただいております。中山のときも分団のほうに行きまして，みずから指揮命令を若干

したようなところもございます。ただ，そこでコミュニケーションを図るというとこ

ろにはなかなかいかず，やっぱり指揮命令のことになっておりますので，そちらのほ

うにつきましては，今後団長もそういうふうなことを求めておると思いますし，本団

もいろんなことを考えてご提案もしてきていただいておるところでございますので，

そちらのほうも，団員からの希望と，それとまた議員さんからのご指摘というふうな

ところで，また本団会議のほうでも諮って，できるだけコミュニケーションが図れる

ような方策をいろいろと考えるようにしていきたいと思っております。ちょっと分団

長，副分団長との協議によってということになりますが，お伝えはしていきたいと思

います。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） いろいろ事情があって，できんことと，できることがあると

思うんですけれども，各分団に出向いて意見聞く，またガス抜きをするっていうこと

に関しては，副団長自身もそういった問題意識を持たれていた，ちょっと話する中

で，そういった意見も出てきましたので，ちょっと団長に気を使うとう部分もあるん

かなって思いますので，そういった話がしやすいような，先ほどの分団長会議でない

けど，そういった議題が出やすいような環境をちょっとつくってほしいなと思いま

す。フットワーク軽い副団長３名と思いますので，そこらあたりはお願いというか，

こういった問題意識持ってくれませんかということで，それこそしっかり動いてくれ

ると期待してますし，間違いなくその期待に応えてくれるような，今組織になってい

ると思いますので，そこをしっかりとサポートしてあげてもらえますか。お願いしま

す。 
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 続きまして，団員の待遇改善という部分でございます。この点について，これも書

いてあるように，以前から言いよるように，出動時の日当の支給についてです。たま

たまなんでしょうが，ことし出動が多い。以前ここで提案したときは，やはり出動人

員の把握などをちょっといろいろ難しい部分があるので検討させてくださいという多

分答弁だったと思うんです。その後，現状で常備消防がない中で全てをそれぞれの分

団，分団員にお任せする中で，これだけ出動回数がふえたら，さすがに日ごろの生

活，また仕事に影響を及ぼしてるんが現状なんかなって思うんです。そういった部分

で，出すとなったら切りないんですけれども，前も言うたように，他町村の例も参考

にしながら，そういった，お世話になってますっていう部分を気持ちとしてやっぱり

行政も応えるべきなんかなって。そういった待遇改善があって，組織としてまとまる

中で消防団のイメージもアップして，新しい団員もふえてくる，また入ってもいいか

なって思えるような取り組みにつながるんでないかなと思いますので，この点につい

て現状の認識と今後の問題意識についてお答えいただきたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 出動時の日当等というふうなご質問かと思います。

数の他の町村と比較というふうなことも若干いたしてはおりますが，それぞれの団

員，それぞれの役職によっていろいろでございます。それと，団に対する助成，そう

いうふうなものもいろいろでございまして，単純に比較するのはなかなか難しいとい

うふうには考えております。 

 あと，話戻りますけれども，出動の手当的なものでございますが，こちらのほうに

つきましては，団長からも，何か非常に出動が多くなっている部分もありまして，ち

ょっと相談されたこともございます。また，地方創生戦略会議のほうにおいても，消

防団の出動の日当ということではございませんが，そこらの報酬の見直し云々という

ふうなご意見もございました。そういうふうなことも踏まえまして，出動手当という

ふうな，出た方に対しての何らかの対策といいますか，そういうふうなものは検討は

しなくてはならないのではないかなというふうに思っております。今後も，水害云々

っていうのは，やっぱり出てきます。水害だけでなく，雨が降った場合には，今度は

土砂災害等の話もございますので，こちらのほうはちょっと検討を進めてまいりたい

というふうに考えております。 
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 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） よろしくお願いします。 

 お金が全てじゃないと思うんです。次の問題意識なんですけれども，現状で言え

ば，特にことしは水防がありましたんで，まず水防で出動したときって，意外と拘束

時間が長いんです，どうしてもそうなるんもわかるんですけど。ことし，私が覚えて

る限り，２回あったんかな。漏れとったら，ごめんなさい。２回出る中で，やはりあ

る程度長い時間拘束されるんです。その待っている間，もちろん私たちの分団はそれ

ぞれいろんなたわいもない話をするなり，時間潰すんも，なかなかなんやね。たまた

まことしは，そんなに大きな災害というか，待機をする中で出動するような機会が少

なかったんで，余計ほう感じたんかもしれんのですけどね。どうしても，団員とした

ら，もうちょっと効率的に，もうちょっと時間も短縮して，安全をしっかりと，安

全，危険度を把握した上で，もっと出動待機時間を圧縮できるんでないかなって，い

ろいろ分団の中で待ってる間も話しするんです。そこらあたり，現状をどういう基準

で，水防に限って，どういう基準で出動をしてもらって，ほんでまた待機を解除にな

る，そこでどういう基準で切るのか，解散を命令するのか，そこの基準についてちょ

っと教えていただけますか。お願いします。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 現在の水防体制をしいて，水防団の待機を定めてい

るかというふうなことであろうかと思います。 

 現在は，ダムの流入量，放流量などの管理状況，それと河川の水位情報による水防

団待機水位，それと気象庁の流域の雨量指数の警報基準というふうなものがございま

す。こちらを見きわめて，待機などを指示を検討しているような状況でございます。

一番わかりやすいんで言うと，河川の水防団待機水位っていうのが，１つの目安にな

ってくるのかなと思います。 

 それと，最近は雨が，前回が顕著な例なのかもしれませんけれども，長雨になりま

して，１週間ほど雨が続いていたりすると，土砂災害っていうのが，またプラスされ

ます。そうなってくると，どうしても終わる時間っていうのは長くなっていくような

状況にございます。早目早目に何かが起こったときに迅速に対応できるようなってい
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うふうな観点があって，詰所待機っていうのは，やっぱり早目になっているような現

状がございます。 

 あと，終わる部分でございますが，ダムの流入量が減って，河川の水位が下がるま

でに若干の時間差がございます。ですので，本来はそこらが待機水位が下がるまでお

っていただくっていうのが基本というふうには考えております。といいますのは，や

はり堤防云々の強さやとか，そういうふうな部分ででも，雨が弱くなっても必ずしも

安心できる状況にならないということもございますので，そこは非常に負担が大きい

ことも理解はいたしておりますけれども，本来の目的もございますので，どうかご理

解をいただいて，ご協力いただきたい。負担軽減策などについては，いろいろご提案

もいただきながら，あるのであれば，できる範囲で進めたいと思いますので，そちら

のほうのご提言等は，またよろしくお願いいたしたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） ３番目に示してある常備消防については，これ町長のずっと

行政課題として取り上げてきておりますので，３番のほうに回させてもらいますん

で，今の議論を引き続きちょっとさせてもらって，午前を終わりたいと思います。 

 今，課長から答弁をもらいました。私自身，事務所へ待機している間，今課長が言

われた正木ダムからの流入量と，さらに棚野の調整ダムの通過していく，その量と

か，あと雨量計，最近６時間後ぐらいまでは無料でもざっくりした，大体雨雲レーダ

ーが見えるようになっとんですよね，そういうんを見る限り，たまたまなんでしょう

けれども，今回は具体的な数字よりちょっと感覚的には拘束時間長かったような時間

がしたんです。先ほど，課長も認識しておられましたが，やっぱりタイムラグがある

んですよね。実際水位が引くんと，実際の雨量とのタイムラグがあるんで，そこらあ

たりはいたし方ない部分もあるんでしょうが，それやったら，雨やんだ段階で自宅待

機にするとかね，わざわざ詰所待機にする必要ないと思うんですよ。その段階で雨は

やんどうけん，いつでも動けるような状況じゃないですか。災害に関してもね，もし

土砂崩れ起こっても，別にここでおらなあかんっていうのは，いつでも出動できるよ

うな体制を組むっていうんが目的と思うんですよ。なんで，雨さえある程度しのげた

ら，自宅待機でもええんかなって，実際詰所に待機してて思いましたんで，そこらあ

たりも団長会議，分団長会議の中でちょっと議論してほしいと思います。やはり家で
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おるんと詰所でずっとおるんでは，精神的にもちょっと負担感が違うと思うんです。

家族の中である程度緊張感を持って過ごすのと，１時間，２時間やったらええんやけ

ど，10時間，また下手したら１日超えるような待機時間になるかもしれませんので，

そこらあたりの負担軽減という部分においては，もうちょっと工夫の余地はあるんか

なと思います。私自身も，なかなかほかの分団の意見まで聞けてないんで，ここらあ

たり自分の動ける範囲で聞いてもみますし，やっぱり担当課長としても分団長会議等

でそこらあたりの意見もちょっと吸い上げてほしいなと思いますので，今後の課題に

なるでしょうが，ちょっと努力のほうをお願いしたいと思います。 

 多分，星谷地区の国清議員とか思ったんでしょうけど，ちょうどこの写真でしたら

ね，これぐらいの水位の段階で，今回は早目に前の日から通行どめにしとったんで

す。私は，これ明くる日でもよかったと思うんですよ。このぐらいの水位で，これ明

くる朝なんですよ，ずっとこれぐらいの水位で一晩なったんです。これに関しては，

意見は求めませんので，金曜日の晩に，たしかこれとめとうはずなんです。別に土曜

日でもよかったんかなって。それも実際の雨量とかも考えると，その判断ってできた

ん違うかなって思いますんで，ちょっとそこも議論してほしいです。 

 最後に１点だけ。 

 先ほどもちらっと言いましたが，今気象予報会社がいろいろと高性能，高精細っち

ゅうん，何ちゅうたらええんかな，事細かな，さらには長時間にわたっての雨量予測

等も販売している状況があると思うんです。そういった部分の利活用も含めて，ちょ

っとでも……。お金がかかることと思うんですよ，思うんですけれども，民間のそう

いったデータを使う中で，出動に対する報酬を上げるとプラス，負担軽減に向いても

いろいろと，多分アイデア，知恵はあると思うんで，効率的に，また一番大事なん

は，効率的にするんも大事やけど，もしものことがあったら困るんで，そこらあたり

はやっぱり一線を引きながら運用をしていってほしいと思います。 

 最後に，これからの取り組みとして課長に総括して，この点についてのご意見をい

ただいて，午前中の質疑を終わります。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） いろいろとご提案をいただきまして，分団長会，本
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団会議等でいろいろ議論もしていきたいなというふうには考えております。 

 あと，議員さんも最後おっしゃっておられたように，やはり住民の皆さんの安全を

守るというふうな目的で消防団，水防団設置されております。そこは，非常に厳しい

ことではございますが，やっぱりのけるわけにはいかない部分でもございます。た

だ，それによって負担が大きくかかっていっている部分があるというふうなのも，私

も身を持って感じております。やはり最近台風が来るまでに，雨の時間も長いし，来

る時間も，進む速度が非常に遅うございます。大体２日ぐらいかかってしまいます。

そこらも踏まえて，私どものほうから分団長さんのほうにお伝えしているのは，長丁

場になりますよと。ですんで，分団さん出てこれる人限られとんで，どうしても議員

さんがおっしゃられたような結果になってしまうんですが，順番にかわるとか，そう

いうふうな最低限の人数である程度調整をしながら長丁場の対応をお願いしますよっ

ていうふうにはお願いしているんですが，現実的には，実際に出てきて対応できる方

の数がある程度限られてしまう。そういうふうなとこで，非常に苦慮されている部分

があるかと思います。ですんで，そういうふうなところも踏まえながら，ただ水防，

消防の義務というふうなものを押さえながら，今後よりよい消防になるように，分団

長会，団長会，本団会議で進めていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 松田議員の一般質問の途中ではありますが，議事の都合によ

り休憩とします。 

            午後０時00分 休憩 

            午後１時27分 再開 

○議長（篰 公一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 松田貴志君の一般質問を続けます。 

 松田貴志君。 

○５番（松田貴志君） 午前中に引き続き一般質問を続行させていただきます。 

 まず，保健センターの整備をということで，以前より，この議会においても，今回

の病院改築に合わせて，そういった機能を持たせた施設を整備してはどうかという議

論がなされました。結論からいえば，保健センターの中の包括支援センター機能を病

院に併設すると，併設というか，病院内にその機能を持たすということは，今回は見
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送られたっていう結論に至っていると思います。また，保健センターの整備に関して

は，今回の病院改築とまた別のところで，今後の検討課題として，町としてもいろい

ろと協議を進めていきたいという理解でいいんかなって私は思っております。そうい

った現状において，あえてまたこういった形で私提案させていただいたのは，まずも

って病院の改築，特に病院の中にその機能を持たすっていうことは，私はなしでいい

と思うんです。でなしに，病院に併設，病院の外部の場所に隣接した形でこのセンタ

ーを整備してはどうかという観点で質問をさせていただきます。 

 まず，ここで大事なことは，今回の保健センターを整備することによって，現状の

勝浦町の医療，福祉，また保健等のそれぞれの部門でいろんな課題がある，その課題

を解決するためにどういった方策が一番適するのかっていう部分について，それぞれ

の部門を，また今回推進室のほうで改築のほうを協議されていますけど，各議論をさ

れたような形跡が見られないっていうのが私の認識なんです。なんで，あえて今回絞

らせてもらって，福祉課としてどういった考えを持っているかっていうことについ

て，課長とのやりとりをしていきたいと思います。 

 課長は，４月に福祉課に来られて，現状の福祉の，特に包括支援センターであると

か，保健師の日ごろの業務，愛育班等，また福祉課全般の業務についての課題という

のも，半年以上たってますので，ある程度理解というか，課題も持たれてると思いま

す。現状において，ヒアリングの中で，今言うてしまえば，これ以上議論進まんのか

もわからんけど，今までの役場の中での議論の中では，この保健センターっていうの

は，とりあえず現状において整備をするっていう方針は持っていないっていう部分は

確認をする中で，けど仮に保健センターがなくても，保健機能を十分現状のままで機

能させていくかっていう部分についてどのようにお考えになっているのか，当初のヒ

アリングの中で協議した部分と多少観点が違うかもわかりませんけれども，現状の認

識についてちょっとお考えを聞かせていただきたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 岡本福祉課長。 

○福祉課長（岡本重男君） 病院改築にあわせまして，医療，福祉の充実をというこ

とで，福祉課長の今現状の見解ということですので，答弁をさせていただきます。 

 医療，それから福祉，特に介護のほうが医療との関連性は高いと考えております。

それで，医療と介護の連携によりまして，今現在国，県，町は，施設が2025年には足
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りなくなるということで，在宅を中心として，高齢者が地域社会で生活を続けること

ができるようにするために地域包括ケアシステムを行っていくことになっておりま

す。また，乳幼児などの子供たちや障害者，病気をお持ちの方々の福祉についても，

医療の支援が必要になってくる場合がございます。このことから，今の現状で言いま

すと，愛育班によりまして，高齢者，乳幼児も含めて，地域の健診であるとか，健康

相談活動を保健師が一生懸命取り組んでいただいて，健診率も悪い数字ではないとい

うふうに認識しております。 

 それで，今の現状で言いますと，同規模の町村に比べて，特に健康増進，保健活動

については，おくれているというような認識は，課長としては持っておりません。 

 それから，そのほかの障害であるとかにつきましては，なかなか小さな町でござい

ますので，施設をつくるというのも，今現在は作業所のサルビアがあるだけで，ほか

の施設というのは町外の施設を利用させていただいて，そのことに対して助成をして

いるというような形で，町としてできる範囲のサービスをやっているという現状でご

ざいます。 

 それから，子供さんにつきましては，非常に小児科の医師が少ないという現状もあ

りまして，勝浦病院のほうでは週１日の診療ということで，これが十分とは福祉課長

としては思っておりませんが，何分医師の確保，それから病院経営の関係もあります

ので，この部分についても，近隣の小児科医の先生方にお世話になっているというよ

うな形で考えております。今の現状で言えば，できる限りのことは町として取り組ん

でいるという認識で，課長としては思っています。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 今の答弁で，私自身も同じ認識でおります。現状の人員体制

ででき得る限りのこともしてると思いますし，保健師さんが中心となって愛育班活動

は，他町村にも具体的にそこまできめ細かくされている市町村がないぐらい，地域の

方とともに頑張っているという現状も，また私自身も認識していますし，愛育班活動

も，なかなか参加はできんのですけども，やっぱり私たちの子供の世代に向けてもそ

ういった活動をしっかりと広めていくような取り組みもされてます。その点について

は，すごく充実しとんかなとは思うんです。 
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 そこで，いろんな観点でやっぱりこの議論をしたいなと思います。まず，今回あえ

て病院改築にあわせてっていうことで問題提起させてもらったのも，今回の病院改築

の基本構想を出す中で，住民の方からも，こういった保健センター機能的な部分が必

要でないかっていうんが意見として出されて，それに対して町としても答弁している

部分があるんです。住民の方は，しっかりとそこらあたりからのニーズっていうん

は，やっぱりあるんかなという部分ね。それと，病院の経営にとっても，保健センタ

ーが併設することによって，常日ごろから母子保健であるとか，私の頭の中で描くん

であれば，やっぱり包括ケアセンターもそこに入ってもらいながら，先ほども多分課

長がちらっと触れてた部分，障害者の部分で，放課後デイであるとか，言語聴覚士が

常駐とまでは厳しいかもわかりませんけれども，そういった悩みの抱えておられる保

護者の皆さんが気軽に立ち寄れるような場所としての機能とか，あとは美馬議員が以

前から言うて触れてます放課後デイであるとか，今課長説明あったサルビア作業所の

機能であるとか，また社会福祉センターに入っている社会福祉協議会の機能であると

か，そこらあたりが一体となった施設で運用されることによって，かなりスムーズに

効率的に，保健師を中心とした，そういった機能が発揮されるんでないかと思うんで

す。現状の業務の足取りで言えば，保健師さんって，それぞれの場所に出向く，役場

の中でじっとしとらんような形が多いんかなって思うんです。そういった中で，核と

なる保健師さんが一番動きやすい形と言えば，私が思うにね，病院，医療，介護って

言うたら勝寿会の部分で，そこにまた新たに包括支援センターが入ってきて，そこに

中心核となって保健師，また福祉課が存在するっていう部分が，自分の乏しい想像力

を働かせても，一番効率的で，何か一番広がりが持てて，発展的なんかなって思うん

です。この点について，今のちょっと自分の問題点も踏まえた上で，保健センター，

現状でなかなか難しいと思うんですけれども，課長，この点について，どういう部分

が問題で，仮にどういう部分にメリットが得られたり，どういう部分でやっぱりデメ

リットが得られたり，そこらあたり現状で整理できている部分をちょっとお聞かせい

ただけますか。お願いします。 

○議長（篰 公一君） 岡本福祉課長。 

○福祉課長（岡本重男君） お話にあります保健センターをした場合に，確かに他の

市町村におきましては保健センターを設置している自治体がありますので，メリット
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というのはございます。 

 それで，まずはメリットを言いますと，やはり今おっしゃられたような複合的なも

のをつくる場合に，それぞれのサービスに応じた専用の部屋であるとか設備をまず設

置しまして，それを利用することができるということで，ハード的なメリットが出て

くると。それからあとは，保健師，管理栄養士などの専門職を増員した配置ができる

と。これも，大きい市でありましたら，社会福祉士とか，さまざまな職種の専門職の

方を雇用して，それぞれ専門の立場で相談とか支援ができるというような体制をとら

れているということで，資料を見ると，書かれております。 

 それで，やはりメリットを生かしていくのは，ハードだけでは無理ですので，ソフ

ト面で人員をさらに配置した場合は，さらに活発な事業をしなければ，その投資した

費用というのが無駄になりますので，となると，ますます費用も手間もかかるという

ようなことになりますが，そういうことを行うことによりまして，住民の方々の疾病

予防，健康の維持増進という本来の保健センターの目的がさらに充実して達成はでき

ると考えられます。 

 続きまして，デメリットでございますが，やはり保健センターをするとなると，非

常に多額な初期費用がかかると考えられます。それから，当然維持管理費がさらに，

長年にわたって必要になりますので，老朽化とか設備も更新していかなければならな

いということになりますと，費用がかかるのでないかと想定されます。それから，保

健師，専門職を増員する場合には，やはりその人件費がかかってくるのでないかとい

うことで，人件費がかかってくると。さらに，先ほど言いましたように，各種事業を

してないと意味がないということになりますと，その各種事業を行うための費用もさ

らに重なってくるということで，非常に初期費用，維持管理費，事業を行う費用とい

うのが多くなってくるのではないかと担当課長としては心配しております。 

 また，もう一点，保健センターのほうにあらゆる機能を集中してということで便利

になるという面が，集まってきた施設については確かに便利になるんですが，実は役

場のほうの保健業務につきましても，住民課であるとか，税務課であるとか，そうい

うところであらゆるサービスを受ける場合の，所得によるサービス料の負担であると

か，そういうことの情報，それから役場へ窓口に来られた場合，住民として，その

方々の窓口でちょっとした悩みがあった場合に，じゃあ福祉課のほうへ寄っていただ
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いたらどうですかという案内を今窓口でしていただいておりますので，その面という

のが，役場からもし離れた場所に保健センターができた場合には，役場の窓口，税務

課へ寄ったときに，ついでに福祉課のほうへ相談しようかなというようなことが不便

になるということで，デメリットになるかなと。離れるということにつきましては，

例えば何十年先になるかわかりませんが，この役場がさらに移転するようなことがあ

った場合には，医療施設とか，今の介護の施設の近くには拠点としてそこにあれば，

位置的な関係の離れた問題というのは解消されると思いますが，今現在役場は耐震改

修もしましたので，そう近年中に移転するということも考えられませんので，やはり

位置的な問題が離れると，統合された機能っていうのは便利になるんですが，離れた

場合のデメリットっていうのもあるのでないかというふうに考えております。 

 以上，答弁といたします。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 多くの課題があるというのは認識させていただきました。 

 実現への課題はっていうことで，今回あえて問題提起したのも，一番の目的って言

うたらおかしいんですけど，今の病院を改築するのにあわせて，やっぱり病院の経営

自体もある程度その投資に見合うた以上に広く，そういった医療，福祉のゾーンとし

てあの辺一帯を総括的に見る中で，経営の改善というか，さらには経営をある程度向

上させていくっていう部分にも，保健センターはかなりの役割を果たすんでないのか

なと思いまして，ちょっと質問させてもらったのと，やっぱり町として地域ぐるみで

福祉，医療に対して高い意識を持って取り組んでいるんじゃなっていう，勝浦町がそ

れだけ力入れてるっていうんが，これから勝浦町の勝浦病院で働こうって，働いてみ

てもいいかなっていうお医者さん，医師に対してのアピールにもなるかなとも思うん

です。実際課長の説明であったように，やはり今の説明によると，課長の現状認識と

も思うんですけれども，福祉課単体で見たらセンターの整備自身はなかなかメリット

のほうが上回るような状況でないんかもしれんけどね，町全体のこと，将来のことも

考えながら研究したら，このセンターを整備するっていう選択肢は排除されるべきで

はないんかなとも思うし，私の考えからすれば，病院開院と同時とまでは言いません

けれども，やはり病院を改築する，新しい病院で経営を始める経営方針に沿った形の

町の全体の保健医療体制というのは計画をつくっていくべきなんかと思うんです。今
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の観点で言えば，課長，この間のヒアリングのときの話をここで持ち出すのもどうか

なと思うんですけれども，やっぱり現状では難しいと。私自身は，現状においてはそ

の考えはないという認識だったと思うんです。けれども，課長は，もちろん福祉課の

ことを一番に考えないかんのですけど，やっぱり町の職員として町全体のことを考え

る必要もあるんかなって。さらに，福祉課を束ねている立場として，その福祉を住民

に対してよりよいサービスを，これ以上の今の予算の中でさらに投資する中でのサー

ビスをよりよいものにしていくには，こういったことをしていったほうがいいよって

いう建設的な提案っていうのも，課長という立場でしていくべきなんかなと思うんで

す。昨日来，課長の口から，やっぱり財政のことであるとか，人員のことであるとか

を口にされてはおりますけれども，そういった負担はあるけれども，やはり町の将来

のためには，これは投資してもらわないかん，人も確保してもらわなあかん，そのか

わり将来こういったサービスができるけんっていう部分もしっかりと考えてほしいな

って思うんです。けど，現状で言えば，はっきり言って，どの課も一緒なんです。目

の前の仕事をこなすだけで，新たな提案をするなり，森本議員が先ほど質問されてま

したけど，職員提案制度を嫌でも具体的には今実現されておりません。なんで，これ

は福祉課長にこれ以上言うのはちょっと違うんかなと思うんですけど，やはりそれぞ

れの課ごとにでも町全体のことを考えながら，課の中の協議でもそういった意見が出

せるような雰囲気っていうのもつくってほしいなと思いますし，今回の私の提案でそ

ういったきっかけづくりでもなったらええんかなと思うんです。今後の方針につい

て，現状のサービスを維持拡充していくのももちろんいいと思うんですけど，課長の

中で，今あるサービスと別に，もし福祉課として新たに，私が今回提案した保健セン

ターを整備してもらってっていう部分を補えるような何か取り組みがあるんだった

ら，そういうのも提案してほしいし，私もしっかりとそれを聞く中で，また整理し

て，保健センターってほんまに必要なんか，するんだったら自分自身もっと勉強し

て，また新たな角度で提案もさせていきたいと思いますので，ちょっと今後の方針に

ついてお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 岡本福祉課長。 

○福祉課長（岡本重男君） 今後の方針ということで，ちょっとそういう計画性とい

うか，アイデアのなかなか考えの難しいことでございますが，サービスということを
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考えますと，需要と供給という問題がございます。サービス，何にしても，供給が余

りにも過大になると，経費ばかりがかかって維持ができなくなるということになりま

す。議員のご指摘のある，確かに言われるような施設をつくると，サービスは向上し

ます。ところが，需要の人数が非常に少ないです。特に，勝浦郡として考えても，上

勝町を含めても，これは将来5,000人を切るだろうと予想される中で，そういう需要

の少ない中で過剰なサービスを果たして維持できるのかというのが心配される点とい

うのが，先ほどから言っているお話でございます。 

 続きまして，それにかわって，じゃあどうするかということになると，やはり事務

も同じで，小さな町村は，大きいところ，あるいは小さい同士が寄って広域事務化す

るということになってまいると思いますので，こういう福祉分野で需要の少ないサー

ビスについては，できれば近隣と合わせて，どこかに施設があれば，そこへ送迎を行

って利用していくというのが，より現実的な方向性でないのかなというぐらいしか，

ちょっと私のアイデアというか考えは浮かびませんので，非常に議員のご期待のよう

なすばらしいアイデアというのはちょっと答弁できないということで，ご容赦願いた

いと思います。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 申しわけございません。私自身の質問の仕方も問題であった

のかもしれませんけれども，福祉課だけじゃなしに，先ほども申しましたけど，それ

ぞれの課長が，それぞれの部署において，今回これだけ大きな投資をして新しい病院

を建てるということなのでね，やっぱりいろんな課の視点で，それぞれの視点でいろ

んなアイデアが出て，その中でこういった保健センターが整備をしてもええんかなっ

て。同時とは言いませんけどね，先ほども言いましたけど，こういう機能を持たせた

ほうが，病院経営のためにもええん違うかなって。さらには，ちょっとこれから私の

個人の思いなんですけれども，福祉課全体が保健センターに行くことによって，そこ

にあいたスペースが，今ぎゅうぎゅうに詰め込まれている総務課がそちらのほうも利

用できたり，その横にある税務課も多少厳しそうなんですけども，そういった庁舎内

の有効活用にもなるんかなっていう分もあるし，さらには社会福祉協議会が保健セン

ターに行くことによって，あっこをあいたスペースを，この後質問に出るんでしょう

けれども，消防詰所として使ってもよし，さらには町長が以前から言われているサテ



- 154 - 

ライトオフィスの誘致に向けても，やはりそういった有効な空きスペースちゅうんを

確保していくのも，これからの行政の課題なんかなっていう部分もありますので，こ

れは福祉課長だけでないと思うんです。それぞれの部門部門で考えてほしいなと思い

ます。 

 この点について，最後に町長に，今の議論を聞く中で，次にもつながるんですけれ

ども，新たな町長選挙に向けて，町長自身も病院の改築という部分を実現させたい，

多分これは私の推測なんですけど，町長自身が改築に携わり，開院の時点でしっかり

とそれを見届けたいという思いがあるんでないかなって，私は推測します。そういっ

た中で，今回私が提案した保健センターの機能というのは，改築をさらに成功に導く

一つのパーツとなるんでないんかなって，私は確信していますけれども，今の議論を

聞いての町長の所感のほうをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 保健センターの整備をというようなことで，実現に対する

課題，メリット，デメリット，いろいろ担当課としても上げております。結論的に言

いますと，なかなか設置については過去にも十分検討したというようなところも申し

上げておりまして，機能としては非常にいいもんだという認識もしておりますけど

も，やはり財政的な面もありますし，機能的な面もありますし，そうしたことを十分

勘案しながら，当面病院の25億円余りの建物が建ちますので，財政を考えずにはなか

なかいかないというのが現実でございます。いい施設であれば，どんどん取り入れ

て，一体的にやるのが一番機能的だし，経費的にも安く上がるんかもわかりませんけ

ど，行政って，それだけでは判断できないところもありますので，そうしたこともご

理解いただきまして，今回は病院改築を主にして取り組んでいるというところでもご

ざいます。お話は十分承っておきますので，よろしくお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） それでは，最後の町長の政治姿勢という部分に移りたいと思

います。 

 私自身，町議会議員に初当選させてもらった段階では，中田町長は，当時助役でご

ざいました。その後，町長になられて，４年間私ちょっと空白時期があったんですけ
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ども，それ以降２年半，こういった立場で議論させていただいてきましたが，なかな

か立場的に積極的に町長をこうバックアップせないかんな，サポートせなあかんなっ

ていう気持ちになったことが余りないんです。自分の度量がちっちゃいんかどうか

は，そう思うんですけど。きのうの松下議員の質問の中で，12年間を振り返って実績

という部分を数々と説明されておりました。その中で，今回私もかぶってもぐあい悪

いと思うんで，町長自身がこの４年間公約として掲げられてきた部分，その公約に対

して，実績としてその公約をどれだけ達成できたかっていう部分を町長みずからが総

括してもらえたらなと思いますので，ご答弁のほうをお願いできますか。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） ３期目のときに，資料をちょっと持っておりませんのです

けども，第１に掲げたのは，やはり私が就任当初，平成18年のときの行財政改革にお

ける大変厳しい財政状況の中からスタートしたということがありまして，それをいか

に改善していくかというようなことで，18年当初は５年後ぐらいには赤字再建団体に

陥るんでないかというような財政計画もございました。そうしたことで，特に行財政

改革に皆さんとともに，職員の皆さんにも給与カットというようなこと，また職員の

不補充というとこまで行ったところでもございます。そうしたことが実りまして，財

政の健全化がだんだんと図れてきまして，その当時実質公債費比率が23.4というよう

な，県下でもワーストワンのところで，現在では5.8まで改善もされているというよ

うなことで，これがその後の私にとってはいろんな活性化のための施設づくりに大き

く後押しをしていただいたと，後押しができたというようなところでもございます。

そんなことで，それから約束の中に病院の改築も出ておりましたけども，ここの役場

の耐震補強，隣の福祉センターもあわせて，そういった点もやっております。みかん

のブランド化も公約の中に掲げております。いろいろと子育て支援についても引き続

きやっていきたいというようなことで，この点については，実績も上がっております

ので，十分約束も果たせてるんでないかなというようなことでございます。いろいろ

と掲げておりましたけども，まず特におくれているということは少なかったんでない

かなということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 
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○５番（松田貴志君） ４年前の公約集といいますか，後援会だよりのほうを私自身

が保管してなくて，今回も町長のほうにも資料提供をしていただけませんかという部

分お願いしましたが，ちょっとかなわず，ここの総括の部分の議論がなかなか具体的

にできないのが残念です。今言われた部分で，本来であれば，新たな選挙に当たる

に，今までの４年間，４年前に約束した部分がどれだけ実現してきたか，しかしこれ

については実現に向けて努力はしてきたけどかないませんでした，継続中です，努力

してます，検討してますっていう，ここで議論ができたらよかったんですけど，それ

がちょっとできんのです。４年前，初当選されて……。違う，違う。３期目当選さ

れ，その後の春の３月会議においての所信表明で少し拾おうかなと思ったんですけ

ど，ちょっと継続事業が多くて，新たなそのときの約束っちゅう部分が見えてきませ

んでした。なんで，今の町長の総括というか，振り返った部分での公約の実現ぐあい

についていまいち……。仮に今の町長の話を住民が聞いて，何がどうなって，その公

約が実現されとるとかという部分の整理がやっぱりされなければいけないのかなっ

て，理解をしやすいような説明もせなあかんのかなって思うんです。もう一度町長，

一応，ごめんなさいね，その公約ありきで，ちょっとここの総括の部分を置いてたん

で，もう一回もし頭の中で整理できるんであれば，もう少し具体的に，この部分は足

らんかったなっていう部分も含めてお聞かせいただけますか。お願いします。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 前段に議員とは十分な協議がしてなかったというようなと

ころでございまして，私自身も，私なりに総括というようなことで，１期，２期，３

期目で実績として上がったことを申し上げて，総括をしたいと。そのことについて，

じゃあそれだったら４期目どうしていくんだというようなストーリーで行くのかなと

いうような思いで考えておりました。覚えているとこと，少し失念したところとが両

方ございまして，今４期目のことも頭の中によぎっておりますので。特に学校関係に

つきましては耐震化も100％できておりまして，そして25年ですか，中学校の改築も

終わりまして，それで学校関係の施設は終わったと。子育て支援にしましても，子育

て支援センターも改築もしましたし，また活性化センターも建設もできております。

そんなことで，特にもう一つ書いてあった道の駅の周辺整備というようなことで，平

成23年に道の駅を建設をしたときに，やはりあの生名地区一帯を周辺整備することに
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よって，これからの勝浦町の中心的な拠点として，産業，文化の交流の拠点づくりが

できるんでないかという，私自身大きな期待もしておりましたし，また地元の方にも

力を入れていただきまして，人形文化交流館，また桜まつり，よってネ市というよう

なことで，施設整備も十分できたところでもございます。そうしたことで，町の活性

化に大きな力となっているところでもございます。観光交流にも，交流人口の増加と

いうようなことも，町といたしましても大きな政策の一つとして掲げておるところで

もございます。そんなことをしながら，４年間を……。簡易水道もありますけども，

簡易水道のところ，また24年には沼江バイパスの２期工事も終わっております。今，

３期工事に向かって，話がありましたように，用地交渉が85％ぐらいまで終わったよ

うな段階でございまして，それができることによって，四国横断自動車道のアクセス

道路としての機能が十分果たしていけるような道路づくりを今後ともやっていきたい

なというようなことでございます。断片的な話ばっかりになりましたけども，そうし

たことも実現をしたというところでもございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） もちろん実績も大事ですけれども，その当時住民との間で交

わされた約束の履行状況がどういったものであるかっていう部分をきっちりと示した

上で，今後４年間それについてどう取り組んでいくかっていうんをきちっと示すの

が，これから町政を担おうとされる立場としての姿勢なんかなって，私自身は思いま

す。 

 今回，次の選挙に向けての抱負っていう部分に移るんですけれども，町長自身が後

援会だよりとして今１号，２号を出されてます。そういった中で，いろいろ小出しに

されてはおりますけれども，先ほど私が指摘させていただいた，過去においてこの部

分ができてなかったっていう部分は，なかなかこういった紙面には記されることはな

いのかなって。これについては，残念には思います。後ろを振り返ってもしようがな

いですし，これからチャレンジされる立場としては，もちろん実績を前面に押し出し

ていくのがやっぱり必勝法なんかもしれません。そういった中で，この後援会だより

を見て，一，二点，気づいた部分について，これから質疑をさせていただきます。 

 まず，１点目なんですけど，先ほどの１項目めの部分で，後に質問をさせてもらお
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うと思っていた常備消防についてです。これについては，多分４年前の公約集という

か，後援会だよりにもこういった課題は載せられていたのではないかなと想像します

けれども，常備消防に向けた町長自身の取り組み状況また現状等，これからどうして

いくのか，この後援会だよりの部分については，常備消防は整備をしていくっていう

んはうたわれてると思いますので，この点について過去からの経緯，余計な部分はい

いです，常備消防に絞って，救急救命士が整備されているのは，もちろん実績として

私も評価してますので，その分を置いといて，常備消防をどういった形で取り組んで

きたかを，常備消防ですよ，常備消防に限っての部分でちょっとお答えいただけます

か。お願いします。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 今，議員が言いましたように，常備消防のことだけという

ふうなことでございますけども，やはり救急救命士をのけては，なかなか話が進んで

いかないというふうなところでございます。余り長々と言うつもりはございませんの

で。常備消防のときに，消防のほうと救急救命士，救急救命の車の運転のほうは，過

去からやっておりました。そうしたことで，若い方から救急救命士の同乗，乗ってで

すね，そうしたことはできないかというふうな要望をいただいておりましたので，い

ろいろ調べた結果，今回の美郷町でやっているということでございまして，そうした

ことも常備消防の第一歩っていいますか，大きな足跡だというふうに思っておりま

す。そんなことで，29年４月からスタートをいたしております。常備消防につきまし

ては，後援会にありますように，近隣の関係市町村と連携をしながら，協議をしなが

ら取り組んでいきたいというようなことで掲げておりまして，27年９月だったと思い

ますけども，近隣の市等も協議をしたんでございますけども，いろいろございまして

断られたというのが現実でございまして，その後，少し交渉が中断をしているという

のが現状でございます。今後とも，常備消防に向けては取り組んでいきたいという思

いがいたしております。それについて，じゃあどこだとかという話にはまだ至ってな

いのが現状でございます。気持ちとしては前に向いているところでもございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 公約とまで言うていいのかわかりませんけれども，書くこと
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とか言うことは，やっぱり簡単だと思います。実際，その実現に向けてどういったプ

ロセスを経て，常備消防を整備，設置，誘致，広域行政になるんかもしれませんけれ

ども，そこまでをしっかりと公約に掲げるならば，道筋をやっぱり示す必要があるん

かなと思います。もしその道筋を示せないんだったら，私自身，これは私の考えなん

ですけど，公約に載せるのはいかんのかなと思います。絵そらごとを書くんじゃなし

に，ここにはしっかりと町長として４年間こういったことを実現させたい，実現させ

るためにはこういった努力をします，こういった協力も求めますよっていう部分を具

体的に描く中で示してほしいなと思います。なかなかこれといって方策ないんは，わ

かるんですよ，常備消防に向けては。実際，近隣市にそういった依頼をしたときに

は，体よく断られたというか，現状で言えば，協議できないような状況と思うんで

す。だったら，私も以前ここで提案しましたが，腹くくって，現状の消防団活動，機

能を強化して，町長が先ほどおっしゃられた救急救命業務を委託している等を補完し

ながら，町の消防防災体制を築いていくっていう部分を示すほうが，私たち消防団員

にとっても，住民にとっても，諦めがつくって言うんか，ここは辛抱して，みんなで

協力しながらやっていこうでないかっていう心づもりにもなるんかなって思うんで

す。実現しもしないものを書くのはどうかなと思いますし，実際約束した部分が町長

の中でしっかりと具体的に総括されていないっていう部分は，先ほどの答弁で自分の

中では認識したんで，町長，もう一回今の常備消防について，どんなですか，もちろ

ん努力していくんはわかるんですよ。何をどうしていくんですか。お願いします。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 連携でございますので，広域連携というようなことで，近

隣の市ですね，特に市と協議をしながら取り組んでいきたいということでございまし

て，現在停滞しておりますけども，今後とも協議を重ねながら，実現に向かってやっ

ていきたいということでございます。単独ということは，余り今のところ，町の財政

から考えて難しいという考え方でございます。そんなことを考えながら，前へは進め

ていくという思いは持っておりますので，ご指導のほどよろしくお願いを申し上げま

す。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 
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○５番（松田貴志君） 私，常備消防に向けて何が一番得策かという部分，一団員の

立場からしたら簡単に言えるんかもしれませんけど，やっぱり広く勝浦町の消防行政

を考えたときに，消防団体制でええかってなったときには，それがベストではないん

もようわかっとんですよ。しかしながら，やっぱり現状をしっかりと認識，実情を受

け入れて行政運営もしていかなあかんのかなっていう部分で，なかなか実現できんよ

うなことを書かれるのもどうなのかなって私自身感じたので，ちょっと質問させても

らいました。これについては，置いときます。 

 次です。これ１点，これは残念な話なんですけど，後援会だよりの第１号には，若

者定住に向け，横瀬前川団地に続いて全地区にっていう部分だったんやけどね，第２

号には，若者定住団地のための団地を生比奈地区に造成しますとあるんです。具体的

に地区も示されたんです。私自身，以前より人口の偏在の問題，また地元の商工業の

活性化の観点からも，やはりどちらかといえば，横瀬小学校区にするのであれば，横

瀬小学校区に整備してほしいなって考えていた立場なんで非常に残念ですけれども，

ここで具体的に地区が示されましたので，町長のここでの表現の思いという部分をち

ょっと聞かせていただけますか。お願いします。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 人口の偏在というようなことで，初めて町が宅地の分譲を

していくということで，販売がかなり進んでいくだろうなという予想でございました

けども，造成した結果，ご承知のように，２区画しかできてない，分譲がですよ。２

区画は，いまだ残っているというようなことで，いろいろ販売方法等についても，Ｐ

Ｒをしながら取り組んでいるところでもございますけれども，現実のところ，２区画

が残ったままというようなことでございます。この点についても，早く完売して，家

を建てて入居してもらって，その効果を出していただきたいということで取り組んで

いるところでもございます。そんなことで，横瀬地区で宅地の造成が難しいと，販売

がですよ，難しいというようなことで，今回は生比奈地区でやりたいということで記

載もしたところでもございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 町長の認識からいえば，今までのやりとりの中で言えば，町
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長自身は横瀬地区の今回整備した部分っていうのは大変いいとこじゃって，逆に売れ

んのが不思議なぐらいっていう，多分口ぶりだったと思うんですよ，でしょう。とい

うことは，売り方に問題があったんですよ。私は，土地のせいにはしてほしいないと

思います。販売方法と思うんです。それを，同僚議員からの提言あったように，やっ

ぱりそういったノウハウを持ち得ている販売会社にその部分をしっかりと委託した

ら，私自身，そういった結果にもなってなかっただろうし，今回の新たな町長の認識

のもとで，第２号に生比奈地区っていう部分もなかったんかなって思うんです。町長

自身，これでいいんですか。生比奈地区にするんで，いいんですか。もうちょっと横

瀬地区で頑張ってみよう，横瀬地区で造成して，また委託にするなり，いろんな方法

はあると思うんですけど，新たな販売方法で，横瀬地区にどっかええとこがあったら

してみようという気にはならんかったんですか。そこらあたりちょっと聞かせてくだ

さい。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 賃貸の住宅建設補助にしても，なかなか横瀬地区は難しい

というような話も聞いておりますし，今まで宅地の賃貸の住宅の補助の制度を活用し

てくれる人がいないというような今現状でございます。予算も立てておりますけど

も，なかなか難しいというとこでございますので，横瀬地区の昔のイメージと違っ

て，皆さんが買われる，分譲される方の意識が違ってきてるんかなというようなこ

と，つぶさにいろんな話の中で感じておりましたので，今回は生比奈地区でやりたい

と。やることによってどういう成果が出てくるのんか，即完売するようにやらなけれ

ばという，かえって使命っていいますか，強い思いもいたしておりますので，ぜひと

も成功させたいということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 私の分際でこんなん言うたらいかんのかもしれませんけれど

も，私は，この判断は間違いであったんじゃないのかなって，将来そういったことに

気づくんでないんかなって思います。なぜかというと，町が行政として宅地を整備す

るっていう裏にはいろいろな課題があって，その課題を解決するために宅地を造成す

るはずじゃないですか。そういった事業を行うはずじゃないですか。ただ売れんから
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下に行くっていうんは，それは，言うたら，民間の理論と思うんです。行政は，目の

前にある行政課題を解決するために何が一番得策かを考えて，それについていろいろ

協議する中で宅地造成がこの地区になったちゅうんやったらわかるんですけど，あっ

こにただ宅地を造成して売れりゃあええ，人口がふえりゃあええでは，町全体の将来

っていうんは立ち行かなくなるんじゃないのかなって，私は考えるんです。特にね，

特に今沼江地区にアパートとか一戸建て式の賃貸住宅もできてます。前も言いました

けど，あそこで住まわれている方っていうのは，商圏，商業，買い物する地域ってい

うのは全部下に行くんですよ。小松島，阿南地域，徳島市域，市内地域に行くんです

よ。ということは，地元にはお金はなかなか落ちるような仕組みにもなりませんし，

それ以上に，現状で言えば，子供やでも，仮に子育て世代がそこに移り住んだとき

に，子供が今安全に安心に学校通学できますか。スクールバスを走らせるっていう，

プラスそれにあわせた政策を進めるんやったら，また話は別と思うんですけど，いろ

んな形でそういった補完もしながら一つの事業は考えていくべきと思うし，特に町

長，思うんですよ，横瀬地区に住まれていて，それでいいって思います。奥におるか

らこそ気づく部分もあると思うんです。そら，下におったら便利です。買い物行くん

も便利ですよ。それは，極力，これから子供が大きくなって高校になったら，通うん

も，下が便利です。しかし，町を将来にわたって今の機能を維持しようとしたら，や

はり地域地域の商売人っていうのも，しっかりとなりわいとしてそこに根づかせるよ

うな行政としてのサポートというか，そこに寄り添う気持ちっちゅうんも必要なんか

なと思いますし，その……。ごめんなさい。ちょっとなかなか表現が難しい部分で

す。町長の判断なんで，それは認めざるを得ませんが，私はこの政策，またこの判断

に対しては大反対したいと思います。 

 最後になりますが，町長とこういう形でやりとりするのも最後です。最後とさせて

いただきます。最後になるかもしれません。私自身，長年ここでやりとりする中で，

もっともっと感情をあらわにするぐらい，前町長の川口さんのように，あっこまで行

ったら行き過ぎかもしれませんけれどもね，もっともっと感情を出して，ここでちょ

うちょうはっしの議論をする，それによって新たなものが生み出されるような環境が

この場と思いよったんで，どうも煮え切らん環境ちゅうんが続いたんで，何か議員活

動としても満足する部分がないんですよ。もちろん私自身の勉強不足もあると思うん
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ですけど，これからこの勝浦町をしっかりとこの４年間支えていこう，引っ張ってい

こうという立場として，町長もこういった形で出馬表明されてます。最後に，私たち

の世代に向けてのエールでもあってもいいですし，また町民に対して，私だったらこ

ういう町にしていきます，しっかりと後に向いてバトンタッチするために，今後４年

間こういう形で，今までと違う，継続は力なりとは，のぼりには書いてますけど，継

続しながらも，こういった新たな事業にも取り組みますよっちゅう部分がもしあれ

ば，ここでお示ししていただいて，しっかりとしたアピールにしてほしいなと思いま

す。お答え聞いて，私の質問終わります。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） いろいろと，ご提言も言っていただきました。十分，私の

次の世代の方々でございます。そうした方の意見も聞きながら，今後まちづくりに努

めていきたいという思いもございます。私も，いろいろ課題を残しておりますので，

その課題の解消もしながら，これからのまちづくりをすることによって，次の世代に

バトンタッチをしていきたいと，そうしたことの礎になればというような思いで，今

回立候補したところでもございます。しっかりとまた議員と議論しながら，私なりに

いろんなタイプがございますけども，事業も実行してきたつもりでございます。いろ

んな成果も上げてきたところもございますので，十分そうしたところも評価をしてい

ただきまして，これからのまちづくりをともに運営していきたいという思いがいたし

ておりますので，どうかよろしくお願いを申し上げまして，答弁とさせていただきま

す。ありがとうございました。 

○議長（篰 公一君） 以上で５番議員松田貴志君の一般質問は終了いたしました。 

 議事の都合により休憩とします。 

            午後２時27分 休憩 

            午後２時45分 再開 

○議長（篰 公一君） 休憩前に引き続いて会議を開きます。 

 ７番議員国清一治君の一般質問を許可します。 

 国清一治君。 

○７番（国清一治君） 議長の許可をいただきましたので，７番議員，質問いたしま
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す。 

 初めてパワーポイントなるものを使いますが，３番議員の協力をいただきました。

途中でトラブった場合は，また協力をお願いいたしたいと思います。 

 質問前に，ちょっと苦言を呈しておきますが，きのうからの答弁を聞いております

と，余りにも検討します，検討課題とするということが多過ぎます。それは，私は前

にも何回か指摘はしました。それは，後で検討した結果を報告してくれる機会がない

んです。その場しのぎになっている場合がほとんどであるからであります。 

 それともう一点，新たな提言などに対して，職員数が足りない，手間がないからで

きない。これは，現実はそうかもしれませんけれども，それは執行部内で解決するこ

とがあって，議員に対する，質問に対して，手間がないからできないって言うこと

は，これはあってはならない。私は，そう思います。異論があったら言ってくださ

い。 

 それともう一点，各課長さんの答弁聞いてますと，先ほど松田議員が言いましたよ

うに，やはり自分の課のことを考えて答弁をしている場合が多いように思います。管

理職ですから，町全体のことを考えて，やはり大きな意味で答弁もしていただけたら

ありがたいなと思っておりますので，私のときは，余りちゅうか，検討しますという

答弁は私は受け付けませんので，よろしくお願いします。 

 それでは，質問に入りますが，まず行政課題を問うであります。 

 町長の任期目前でありますので，いろいろと申し上げたいことがあります。特に，

新浜勝浦線につきましては，私は毎回のように質問をしてきました。議員になって

10年間，ずっとこのことは言ってきましたけれども，いまだにつち音は聞こえており

ません。残りわずかで，ここで質問しても，まずできないであろうということで，一

番言いたいことを外しております。 

 そこで，観光交流新時代に向かってということですが，これは10月の町民の声でイ

ンバウンドのことを話しました。町民の声でありましたので，詰め切れておりません

ので，その中で十分答弁をいただけなかったことについて聞いていきたいと思います

が，まず後にもインバウンドの質問がありますので少し聞いておきますが，あの10月

会議以後，いろいろ会議持たれたように思います。現地調査もされたと思いますが，

副町長のほうから，簡単にそこらの状況を報告をしていただきたいと思います。 
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○議長（篰 公一君） 藪下副町長。 

○副町長（藪下武史君） 観光交流新時代に向かってということで，今ご質問をいた

だきました。10月会議での町民の声以降の動きということでございます。 

 この答えをする前に，今冒頭国清議員さんのほうからお話がありました町の施策に

ついての今までの課長のそれぞれの答弁ありまして，課長がそれぞれの立場でという

お話がございました。これにつきましては，私自身も反省するところでございます。

各課長は，限られた人員の中で精いっぱい頑張ってくれてます。それを取りまとめ

て，町全体の動きとして後押するのが私の役割でございますけれども，それが力が及

ばずということで反省しているところでございますので，各課長は一生懸命やってい

るということもお認めいただいて，今後私も頑張っていきたいと思っておりますの

で，きょうにつきましては，そういったことでご理解いただければと思います。 

 以上でございます。 

 それから，ご質問の内容でございます。10月会議の町民の声以降の動きということ

でございます。ちょっと資料を見ながらということでお許しいただきたいと思いま

す。 

 10月19日だったと思いますが，町民の声をいただきました。その後につきまして

は，10月23日，勝浦町インバウンド促進協議会として，実務協議を行いました。地元

の皆様方と町とが中心になってやらせていただきました。それから，10月30日，台湾

のライオントラベルの担当者のほうが現地のほうに来られました。視察がございまし

たので，これに対して対応させていただきまして，地元にもご協力いただいたところ

でございます。 

 それから，その以外でございますが，関係機関，団体等といろいろ協議も進めさせ

ていただいております。順に追っていきますと，10月25日水曜日でございますが，東

部県土整備局の東村局長と，これ電話でございましたけども，生名谷川にたまった土

砂の関係につきまして，処理についての再度の依頼をさせていただきました。それか

ら，10月27日につきましては，徳島医療専門学校，こちらのほうにお邪魔しまして，

協力をお願いしたところでございます。同日，ＪＴＢ徳島支店のほうにお邪魔しまし

て，ご協力いただけるということでございますので，これにつきましてのお礼を申し

上げております。同日，四国大学のほうにお邪魔しまして，国際部長さんにもご面会



- 166 - 

させていただきました。入学式が４月３日ということで，それのすぐ後ということも

ございまして，新入生，在校生ともどもいろいろ予定もありますので，制約はあるか

もしれないけれども，できる限りの協力をいただけるということでお話をいただきま

した。10月30日，勝浦中学校にお邪魔しました。校長先生とお話ししまして，できる

限りの協力はさせていただくと。ただし，中学生なので，お手伝い程度になるのかな

というようなところで，これにつきまして，私どももできる範囲ということでお願い

しています。同日，小松島西高等学校勝浦高校にお邪魔しまして，教頭先生と面談さ

せていただきました。こちらにつきましても，新年度で多忙な時期でもあるというこ

とではございますけれども，また指導役の教諭の配置とか，いろいろ課題はございま

すが，こちらにつきましても，できるだけ協力いただけるというふうなお話をいただ

いております。 

 それに，今後でございますけれども，具体的な日程としましては，あす本議会終了

しましたら，今考えております，英語，繁体字語，中国語ですね，パンフレットにつ

いての打ち合わせを，ご協力いただいております方と役場当局と打ち合わせをさせて

いただいた上で，今月末にもまた次回の促進協議会の実務協議を設置したいと思って

おりますので，こういったものも報告しながら実務を進めていって，できればパンフ

レットについては年内に発注を終えたいというふうに考えております。それから，徳

島大学のほうとも今後面会予定でおりまして，11月20日に国際センターというのがご

ざいます，そちらのほうの担当教授と面談させていただきまして，この教授のほう

が，いわゆる徳島ＧＧクラブと申しまして，通訳ボランティアの組織を２年前に立ち

上げておりますけども，そちらのほうで会長になっていただいております。こちらの

ほうとご相談させていただくような話を今面会予約を入れさせていただいておりま

す。それから，小松島署のほうに11月24日に，これは交通課長さんとお話しさせてい

ただくようにします。当日は，バスのほうとか，いろいろ混雑も想定されますので，

事前にいろいろな協議をさせていただきたいということで申し入れさせていただいて

おります。それから，11月28日には徳島文理大のほうで，こちらも国際部長さんとお

会いして，いろいろなご協力をお願いする予定でございます。それから，12月６日に

なりまして，県内の先進地でございます，三好市の大歩危峡のまんなかというのが，

船下りとかホテルを経営されているところで，こちらのほう，台湾とか，いろんなと
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ころで先進的な取り組みされておりますので，当初11月の下旬にこちらからお邪魔す

る予定だったんですが，選挙の関係もございまして延期になっておりまして，今回は

先方からいろいろ来てご指導いただけるというお話になっておりますので，こちらの

ほうを予定しております。 

 あと，これはちょっとまだ誰が行くかということはまだ検討これからですし，地元

のほうにも，これからお伝えしようかと思ってたんですが，高知港のほうに今回のマ

ジェスティック・プリンセスが寄航するというふうなお話聞いております。視察のほ

うどうですかという話も県のほうから情報をいただいてますので，こちらのほうも行

けるんであれば，予定が合えば行きたいなというふうなことで，今考えております。 

 以上のような状況で，直近の予定でございます。今後も引き続いて受け入れ態勢と

か，おもてなしに関する準備について積極的に進めていきたいというふうに考えてお

りますので，引き続きのご理解とご協力をお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） 副町長は，県ではこの道トップの方でございますので，非常

にフットワークが軽く，やはり先先，先手を打っているなと，今聞かされました。私

の持ち時間もありますので，あと副町長には質問しません。 

 そこで，私が一番インバウンドで，前回も言いましたけども，重要に思っておりま

すのは，やはり駐車場なんです。今回，補正で多少の予算はついているようですが，

少ない予算ですが，それをどう使うのか，また将来どういう展望を持っているのか，

海川課長に聞きたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） ご質問にご答弁申し上げます。 

 まず，本議会に提案させていただいた補正予算に係る駐車場に係る経費というとこ

ろでございますが，約50万円弱の経費を駐車場の修繕経費ということで計上をさせて

いただいております。砕石等を陥没している箇所に敷き詰めまして，締め固めるとい

った程度の簡易な修繕の経費ということでご理解をいただけたらと思います。 

 それから，道の駅自体も開駅いたしまして６年が経過しておりますし，本年８月に

は活性化センターがオープンしておると，そしてまたインバウンドの受け入れが決ま
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ったという現状の中で，議会のほうからも，道の駅の周辺整備につきまして，活性化

センターの駐車場や多目的広場，また交流広場やら公園ステージの整備，町営駐車場

等，さまざまなご意見をいただいております。そして，平成22年当時になりますが，

道の駅の整備計画作成前には……。 

○７番（国清一治君） 余り詳しくはいりません。 

○産業交流課長（海川好史君） 道の駅周辺のワークショップや整備検討委員会が行

われておるといった現在の状況を踏まえまして，また新たに検討していく必要がある

と考えておりまして，その検討委員会について議論を行っていくことが必要でないか

と考えております。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） 活性化センターができるときも私言いましたけれども，町が

大きな施設をつくって，今度だったら，インバウンドという大きな団体を受け入れる

に対して駐車場が確保できていない，これは全く体制ができていないのと同じなんで

すね。活性化センターにしたって，言いますけど，今もできるだけ私も会にも参加し

ておりますが，ほとんど道の駅に置いていると。道の駅は道の駅の役割があって，こ

れは多分正式には許可してないと思うんですけれども，そういうことでまた次の機会

でも言いますが，町営の駐車場を必ず持たないかんのですよ。道の駅のワークショッ

プというの，あってなかったようなもんなんですね，実際は，決まったことがほとん

どできておりませんので。町が土地を確保して，多分地元，生名の方は協力していた

だけると思いますので，駐車場確保，そこにはトイレもつけてください。そうでなか

ったら，今度も簡易トイレで対応するようですが，豪華客船で来る方に簡易トイレで

対応ちゅうんは，非常に厳しいと思います。私やが外国とか行っても，トイレはきれ

いですよ。そういうことで，せめてトイレつきの駐車場を早急に考えていただきたい

と思います。これ以上は問いません。 

 それで次に，これ創生の石木さんには質問してなかったんですけども，総務課長に

聞きますと，石木室長のほうが答えるということなので聞きますが，イベントを，目

標は５つぐらいですかね。ほんなら，これ答弁してください。イベントを創出すると

いうんが，創生の中に入っとうと思うんです。今始まって何年かになるんですけど

も，町がですよ，町が創出したイベントがどれぐらいあって，次どういう考えを持っ
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ているか，それをちょっと答えてください。 

○議長（篰 公一君） 石木推進室長。 

○地方創生推進室長（石木正昭君） ご答弁申し上げます。 

 新しいイベントの創出ということで，今創生室のほうで取り組んでいるのが，勝浦

未来創生事業であります。こちらの事業につきましては，町民の方が主催，運営して

いただける事業ということで，そういう分野となっております。今，議員さんおっし

ゃられた，町が生み出したイベントということになりますが，28年度で言いました

ら，創生室のほうで，四国大学等と連携して実施しましたキッズナース事業や，那賀

町と連携して実施しました柑橘対決，また徳島大学の医学部の学生さんにご来場いた

だいて交流を深めていただきました地域医療研究会現地研修等を実施しました。これ

らのイベントがそういったところ，新しいイベントということで上げられると思いま

す。 

 以上，答弁とさせていただきます。 

 また，済いません，それでこれからの方針ですが，28年度に実施しましたイベン

ト，現在のところ一部を変えて実施予定ということでなっております。 

 以上，答弁とさせていただきます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） 先ほど，今回の議会でも職員の提案っていうことで聞いた

ら，１年に１回ぐらいあって，全く採用されていない，ちょっと寂しい答弁だったん

ですけれども，はっきり言うて，先ほど何か小さなイベントの話されましたけれど

も，私が言ってるイベントは，町外からどんどん人が来るイベント，これは各地区で

既にやられてますね。そういうイベントを私は期待しとんです。小さな団体が寄って

するようなんは，私はイベントとして認めておりませんので。この地方創生の計画の

期間中に，町が１本でもいいですから，町外，県外出来たら外国ぐらい呼べるイベン

トを考えたらどうですか。これは期待をしておきます。 

 それと，職員の採用の関係で，総務課長にちょっと聞いておりましたけれども，こ

れは今回も採用の関係，２人ぐらいの議員が質問されて答えておりますが，内容が余

り私芳しくありませんので，あえてここで聞くのは，やめます。準備されておったと

思いますが，そういうことでお願いしたいと思います。 
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 そこで，町長に聞きたいんですけれども，きのうですかね，３期12年のを言われま

した。きのう，大方10分ぐらい，私，議会の答弁というか，演説に聞こえたんですけ

れども。その中でも，観光交流のところをかなり言ってましたし，これからもやりた

いということで。以前に私が質問で，えびすさんでまちおこしっていうことを言いま

した。それと，昨年立川で第２の恐竜，ティタノザウルスが発見されました。そのと

きも，町長のコメントが新聞に載ったんですけども，町の活性化につなげていきたい

ということでコメントされております。私が見た限り，えびすさんについても，恐竜

のまちおこしについても，町が動いたということは感じておりませんが，以後どうだ

ったんでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） イベントについてのご質問でございます。お答えをいたし

ます。 

 えびすさんにしても，その後私も行きましたけど，非常に盛んになっております。

地元の方の取り組みが非常にすばらしいというようなことで，だんだんお越しいただ

ける人もふえております。町が特に支援したというようなことはございません。町と

いたしましても，今後とも支援をしていかなければという思いがと言うと，またその

うち，そのうちの話になりそうなので，余り言いませんけども，勝浦のいいところと

いうふうなところで紹介もしていきたいなと思っております。 

 また，恐竜につきましては，四国で数少ない恐竜が発見されたというようなこと

で，徳新に早々と取り上げていただきまして，地域活性化に期待がされるということ

で，何かイベントをというようなことも申し上げたところでございます。 

 いずれにいたしましても，議員ご指摘のように，何がしてくれたんなと言われた

ら，町としても具体的に申し上げることがないというのが現実でございます。こんな

お答えでは十分満足していただけないだろうと思っております。今後とも，一生懸命

にイベントにも取り組んでいきたいという考え方にはなっておりまして，新しく観

光，町も農業，交流，定住というような大きな題も掲げて取り組んでおりますので，

その中に入っていただけたらありがたいなという思いがいたしております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 
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○７番（国清一治君） おっしゃるとおり，全く満足はいたしておりませんが，私ひ

とつ感心しているのは，えびすさんのまちおこしで，ここにおいでます岡本課長がか

なり積極的に活動をされているというのを見ますと，職員もなかなかやるなというこ

とを感じております。 

 それと，立川の恐竜の里につきましては，町長は耳にしとうと思いますが，恐竜の

里ウォークラリーということで，この23日にあります。これ16年間やってます。職員

の参加は，ほとんどないですね。議員さんは，あります。町長，立川とはご縁がある

方だと思いますが，多分一度も来たことはないと思います。ぜひ１回，ご縁のあると

ころと思いますので，１度ぐらいは足を運んでいただきたいと思います。特に，私が

それ以前に町内にいろんなイベントを見ても，職員の参加が少ない。私が一番この春

にショッキングなことが起こったのは，徳島市内のある人が，役場に，ひな祭りと桜

祭りの日程を聞きに行ったそうです。何と言ったか。町でやっておりませんので，わ

かりませんと。その人は，帰ったそうです。その方は，大変ご立腹されて，ふれあい

の里でも言いまくったし，私の耳まで聞こえてきまして，最終的には議員何しよんな

と，そんだけなイベントしとって，町職員が知らんていうのはどこにあんねんという

ことを言われました。それは，一部の職員だと思いますが，その程度かなというんで

は情けないと思います。特に，町長さんは，活性化協会の会長さんです。これ観光協

会の会長なんですね，昔の。そういう立場で，もっと職員の教育もしてください。住

民に言う前に，まず職員が，こんなことは，テレビ局が来ても，取材に来て，まず役

場へ入ったところで，この町にはテレビでお知らせするようなことはありません，そ

の方も突っ返しました。非常に残念なん。全国放送のテレビ局が取材に行って，それ

で偶然私たちが寄っている宴会へ，偶然なんですよ，私が呼んだんじゃない，それを

取材して帰って，役場では，テレビで放映するようなことはこの町ではございませ

ん，何と情けない話だと私は思いました。そういうことで，活性化協会の会長さん，

よろしくお願いをいたします。 

 私が今回一番申し上げたいことが，後のこれからの２点でございます。これ，ちょ

っとせっかく映っておりますんで，言っておきますが，これは先ほど松田議員が水が

出てないのにから橋を閉めた，あの一番奥にあった堤防です。秋には，こんなにきれ

いですね。これは，徳島新聞の写真部ですか，吉本部長さんもじきじき撮られて，こ
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れをまちおこしに使わん手はないということで，国清はん，これはまちおこしに絶対

しいよって，私に言って帰りました。それぐらい，ここの群生は有名で，ことしは，

あの新聞に載ったおかげと思いますが，バスが何台も来ました。そういうことで，町

内には，新しい観光になるとこがいっぱいあるんです。そういうことで，職員の方

も，１年に１回提案するやという寂しいんでなしに，どっか見たらやっぱり提案する

ように，町内見てほしいと思います。 

 この新聞報道，これはこの会場内の方みんな見られたと思います。行政ミス相次

ぐ，連携不足，これは町内外に大きな反響を呼びました。あえて町長に聞きますが，

この記事が掲載されました，町長はどう受けとめられましたか。ちょっと言いにくい

と思いますが，お答えください。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 非常に残念な，あってはならないことでございます。昨年

度に固定資産税の課税誤りや課税漏れなど，重大な事案が発覚をしまして，当時その

後の対応が余りにも遅いと，そしてそのことが問題をさらに深刻化になっておりまし

て，住民や議会の方々に対しましても大変なご迷惑をおかけしたと，本当に申しわけ

なく，私自身もおわびを申し上げる次第でもございます。その以前にも，議会の場で

も，町民の皆様方におわびを申し上げたところでもございます。原因につきまして

は，今までにもご答弁申し上げましたとおり，人為的なミスや組織としての機能して

なかったことも考えられますが，いずれにしても大変なことでございまして，事態を

引き起こした，言いわけのできないことを起こしたという認識をいたしておるところ

でもございます。 

 徳新の報道によりまして，どのような影響があったかというご質問でございますけ

れども，いろんなところにもお問い合わせなんかも来たというように聞いております

し，お叱りの声も多く寄せられたということでもございます。また，町外の各地の議

員さんからも初め，県の関係者からも心配の声もいただいたということでございま

す。こうしたことを十分肝に銘じて認識をしながら，税につきましては当然のことで

ございますけれども，町行政全般にわたりましての住民の方，あるいは他の市町村や

県との信頼関係にも大きな影響があるんではないかと非常に心配をいたしておるとこ

ろでもございます。こうしたことが再び起こらないようにというようなことで，再発
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防止につきましても，職員にも徹底をしておりますけども，今後とも気をつけて対応

していきたいと考えておるところでもございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） 町長のほうから丁重に評価されましたので，これ以上は言い

ませんが，私が思ってますのは，勝浦町は，住民のボランティア，町の活性化では，

年何十回と新聞報道をされておりまして，勝浦はすごいなっていう，これ県内の評価

なんです。勝浦はすごいな，うちの町はほんなん一個もせえへんわっていう，私はこ

のことには大変喜んでおりますが，こういう記事が出たことは，私も残念に思ってお

ります。 

 そこで，この内容に入っていきますが，先ほど固定資産税の課税誤りのことについ

て資料が配られました。あえて，なぜと言われますけれども，これ私は町長さんの任

期もございます。任期中に多分ある程度の片はつけるというか，仕舞すると思います

し，固定資産の課税の基準日が１月１日なんです。12月いっぱいで，この問題をある

程度けりをつけなければ，また次の問題が起こるということで，なかなかこういう時

系列の書類は出しにくいところを，課長に無理にお願いをして出していただきまし

た。やはり我々議員全員がこの問題には非常に関心がありますし，事実，これは大変

な不祥事だと思っておりますので，全議員にも配付をしていただきました。 

 ここで，課長に，ちょっと時系列の中で，最初に議会に報告された，６月だったと

思いますが，ここの日をはっきり言っていただきたいと思います。それと，関係者の

処分が行われた，これも６月であったと思いますが，ここらの日について補足をお願

いしたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 久木税務課長。 

○税務課長（久木喜仁君） それでは，熟尽会議で議会のほうに報告した日をという

ことですので，ご答弁申し上げます。 

 ６月６日に，今申し上げました熟尽会議で一連の流れを説明させていただいており

ます。それから，処分については，職員３名，６月30日の日付で処分をされておりま

す。 

 以上でございます。 
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○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） 議会でも聞いておりますのは，この資料にありますように，

住民から，家を建てたのにから税金の通知がないという，これ９月だそうですが，そ

れで初めて知ったと，そういうことであったんですけれども，それから１年間です

ね，議会には報告がなかった。内々で処分しようとする意図はなかったと思います

が，非常に議会にとっては，知らされていなかったことは残念であります。その中

で，この資料にはないんですが，遡及適用しないっていうことがあったと思います。

それは，課長がいないときであったと思いますが，それを決定した，これは町長も判

断したと思うんですけども，町長はそれについてどういう判断をされたのか，お聞き

したいと思います。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） ご質問の趣旨は，あれですか。遡及しないというのは，過

去の……。 

○７番（国清一治君） それが発覚して，さかのぼっては課税しないという判断……。 

○町長（中田丑五郎君） ああ，そういう。 

○７番（国清一治君） 判断したんでしょう。 

○町長（中田丑五郎君） ええ。担当から，法的な話から含めまして，そういう話が

根拠があって説明を受けたもんですから，それを認めたということでございます。 

 以上でございます。 

 それが大きな，後々になって問題になったというのは，後知ったところでもござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） はっきり言って，そのことがこれをさらに私は大きくしたと

思うんです。多分，税法上５年でしょう，さかのぼるんは。これは，担当者の申し出

をうのみにしたかと思いますが，これは副町長もおったんでしょう。これは，副町長

だったら知っとうと思う。これ普通５年でしょう。こういう案件でなくても，５年な

んでしょうと思うんです。私やは，いろいろな時効を考えても，５年っていうんは，

遡及適用できると思うんです。その判断に加わっとったんやったら，副町長，ちょっ
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とお願いします。 

○議長（篰 公一君） 藪下副町長。 

○副町長（藪下武史君） 済いません。この件につきまして，私もいろいろ担当から

の報告とか，その場には居合わせておりました。消滅時効については，私も５年とい

うふうな認識を持っておりました。その場での，たしか遡及効も５年，遡及という

か，さかのぼるんも５年ということで，はい。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） それ以上は言いませんが，私は５年間っていうんは，これ一

般常識のように思うとんです，実は。ここで判断されたっていうんが，これ非常に大

きな問題があったなと思います。それはそういうことで起こってしまったんで，これ

以上は言いませんが，６月30日に処分をされた。これで一応のけりをつけたと，ここ

までの問題ではですよ，そう判断していいんですね，町長。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 職員との協議の結果，そういう結論になりましたので，そ

れでやっていくということで結論で出しております。 

○７番（国清一治君） そうでなしに……。済いません。６月30日に議会において特

別報酬のカットなりやった時点で，一応この問題にはケリをつけたと判断したかどう

かと。 

○町長（中田丑五郎君） 処分はしましたけども，後々の事務的な処理は残っており

ますので，それで終わったわけではないんです。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） この法務局からの通知による，当然課税しなければならない

物件ができていなかったということは，私は一応これでけりをつけたかなと。事務的

にはなんですよ，事務的には，これは後々残っているのはわかります。そういうこと

で，一応のけりはつけたんかなと思っておりましたが，はっきり言って，後々問題が

出てきたと。ここの資料に書いてありますように，いまだ私これ仕舞つくんかいなと

思う気がいたしておりますが，ここで担当課長に聞きたいんですが，１月１日という
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基準日があります。はっきり言うて，補正予算も含め，この処理に1,000万円からの

血税を投じているわけですので，これことしいっぱいにある程度の見通しをつけなけ

れば，その意味がないと思っておりますので，担当課長の考えをお聞かせください。 

○議長（篰 公一君） 久木税務課長。 

○税務課長（久木喜仁君） 今，議員さんのほうからご指摘ございましたとおり，先

月の補正予算計上するに当たりまして，その目的としまして，１月１日の評価がえに

何とか間に合わせたいということを一番に申し上げました。１月１日に本当に完了す

るのかということでございますけども，今議員さんもおっしゃったとおり，次々問題

が，私もこの４月１日から来て，一応のけりがついたと思ったんですけども，その後

詳しく調べていきよったら，どんどん問題が出てきたということです。現在は，今登

記の全件調査を行っております。その上に，平成25年から28年に新築された木造家屋

63軒，非木造家屋６軒，合計69軒の評価点検を，県のＯＢの方の協力を得ながら，作

業を進めております。こういった問題を１月１日までに処理するのに1,000万円かか

ったという，非常に重い責任を感じております。そういったこともありますし，また

住民の方に一日も早く報告しなければならないというふうに思っておりますので，年

内には作業を終えなければならないというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） この時系列の中には書かれておりませんが，町から前担当課

長に役場に来て説明してほしいという文書が出されたということを聞きました。これ

は，本人から聞きました。これはなぜかなと思いますが，これは多分当時の事情をも

う少し詳しく聞くためという答弁であろうと思いますので，それは聞きませんが，あ

えて２人の課長に，書留までして，退職された方に出す必要があるんかなと私は思う

んですけれども，町長，これ本人来られたんでしょうかね，私，その結果は聞いてあ

りませんが。もし答えるのであれば，どういう思いで書留までして出したのか，その

結果どうなったのか，答えるのであれば，答えてください。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） この件については，当時の担当の課長補佐ですかね，聞い

てもなかなか原因がわからなかったということで，その原因究明がなかなか難しいと
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いうふうなことで，当時の担当課長であれば相談もしてということも感じておりまし

たし，また町民の方からも，当時の課長のことも，原因わかっとんでないでというよ

うなことでございましたので，強制的なもんでなしに，書留で送ったっていうのは，

私も知りませんでしたけども，来ていただいて，最初は電話なりで，来てくれるとい

う話やったんですけども，これが行かれないという話がございましたので，そんなん

で手紙を出したんだろうと思うんです，書留だけが余分だったかなとは思っておりま

すけども。そんなことで，いち早く，やはり何といっても原因の究明を図りたいとい

うことが根本の趣旨でございますので，それ以上の意味は深くはなかったということ

でございますので，ご理解いただきたいなと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） 私は，本人から，なんでこういう文が来たんだろうかってい

うことで，あえて聞いたんですが，議会で処分をして，そのさらに２カ月後に文書が

出されたということで，意味があったのかなと，それまでに聞くべきでなかったのか

なっていう，私はそういう気がしますんで聞かせていただきました。 

○議長（篰 公一君） ちょっと小休します。 

            午後３時30分 休憩 

            午後３時31分 再開 

○議長（篰 公一君） 再開します。 

○７番（国清一治君） 税の問題は，まだまだ聞きたいことがあるんですが，時間も

ありますので，次に移ります。 

 通学バス運行事業問題ということで，これは，私はあえて教育長に聞いておりま

す。これにつきましても，先ほど委員会資料ということで提出がありましたので，ほ

とんどの概要はわかりますが，教育長，長くは要りませんので，この一番の原因は何

だったのか，かいつまんでお願いいたしたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 椎野教育長。 

○教育長（椎野和幸君） 端的にというリクエストでございますので，前置きはのけ

まして，さきの若あゆ会議で議員からのご質問もいただき，答弁申し上げたとおりで

ございます。ガバナンス機能の発揮にあると思っております。 
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 少しだけ補足をさせてください。教育長の職務というのがうたわれた項目がありま

す。教育長の職務は，地教行法の第13条の１項に教育委員会の会務を総理し，教育委

員会を代表するとあります。これは，３年前に改正された法ですけれども，それの旧

法改正前でも，教育委員会の権限に属する全ての事務をつかさどるのが教育長である

と。法改正で，それに教育委員長の職務が乗ってきてますので，旧法から引き続い

て，教育長の職務としては，教育委員会の権限に属する全ての事務をつかさどるとい

うのが責務でございます。この長として求められた全ての事務をつかさどる，言いか

えると管理監督，この能力発揮が足りていなかったというふうに反省をしておるとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） 私は，教育長が言われます，ガバナンスに尽きると思いま

す，これははっきり言って。途中，教育長が，事務方からといった言い方があったん

で，私ちょっとびっくりしたことがありましたけれども，教育長も自分の職務を十分

考えられて，今答えられたということでございますので，それは了解をいたしたいと

思いますが，これ今関係者の説明会が出てますが，この資料で言いましたら，これは

いつなんですかね。６月10日ですか，もっと前かな。これが……。あえて聞きます。

私が聞いたのは，２回ほど関係者の説明会を行われたと聞いていますが，これに，町

長，教育長は出られたのかどうか，お聞きしたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 椎野教育長。 

○教育長（椎野和幸君） ここに出ております新聞記事につきましては，９月20日の

会議と記憶をしております。９月20日につきましては，既に別の会議が入っておりま

したので，出席をすることはかないませんでした。あと，この会議じゃなくって，事

前に町長が保護者会にお声がけをして，保護者会の方にご足労いただいて，町長みず

から保護者会と会話をしております。また，別途私のほうも保護者会とお話をした会

はございますが，今議員からご質問をいただきました，この新聞記事になっておりま

す９月20日の会合につきましては，出席がかないませんでした。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 
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○７番（国清一治君） 町長が出られた会っていうの，これに入っとんですか。 

○議長（篰 公一君） ちょっと小休します。 

            午後３時35分 休憩 

            午後３時36分 再開 

○議長（篰 公一君） 再開します。 

○７番（国清一治君） たしか，この写真入りの記事は２回載ったかと思いますが，

個人的には，今の局長何回も載って気の毒ななあと思いがいたしました。私は，知っ

ている範囲では，町長は出てなかったのかなということでしたが，今の説明で，町長

も出ていたということ……。 

○教育長（椎野和幸君） 出てない。 

○７番（国清一治君） 出てなかったね。９月20日は別の会議があって出られんかっ

たと。どういう会か私は知りませんが，出てほしかったと，私は思います。多分現局

長も，ここに写っている方も，そう思ったのじゃないかなと思うほど，私は大きな問

題であったんではないかなと思っております。 

 そこで，町長に聞きますが，この問題は誰が責任とるんだということを聞いたとき

に，ある程度見通しがついた時点で考えると答弁されたと思いますが，今現在どうい

う考えでおられましょうか。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 問われていることは，新聞等に載ってた処分の話でしょう

か。処分は出しておりまして，協議していただくこととなっております。 

 以上でございます。 

 追加提案とさせていただく予定といたしております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） ということで，今の段階では内容は言えないということです

か。はい，わかりました。今の段階では言えないっていうか，協議をしてからという

ことなので，議長が協議をしたいという内容がそうであろうなということで，了解を

いたしたいと思います。 

 今，11月から再スタートというか，行っていると思いますが，今はスムーズにいっ
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ていますか。最後に，教育長，お願いします。 

○議長（篰 公一君） 椎野教育長。 

○教育長（椎野和幸君） 11月から改めまして議員の皆様方にご承認をいただいた予

算でもってスタートをすることができました。車の予約につきまして，急遽事業者に

お願いをしましたものですから，台車対応であったりとかといったご苦労はかけてお

りますが，所期の目的であります，子供たちを目的の学校に送り迎えするという事業

につきましては，順調にスタートをしておるというふうに理解をしております。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） この件については，後で協議もあるということなので，その

場でも合わせて聞きたいなと思っておりますので，この件については終わりたいと思

います。 

 次に，救急救命業務の問題についてお聞きしたいと思います。 

 今これ精鋭７名の救急救命士が出てますが，はっきり言って，私も利用させていた

だきました。たしか，新聞にも載ったような気がいたしますので，私は非常にありが

たかったかなということですが，いろいろ問題もあるようですので，続けて質問させ

ていただきますが，この見出しにもありますように，出動件数が前年度に比べて非常

にふえているということを聞いております。９月末現在で，150件中15件が交通事故

によるものだとも聞いております。今現在でつかんでいる範囲で，何件の出動になっ

ておりますか。それと，この増加した要因については，どう捉えておりますか。これ

は，石木室長ですか。 

○議長（篰 公一君） 石木推進室長。 

○地方創生推進室長（石木正昭君） 今つかんでる件数ですが，ちょっと最新という

ことではありませんが，149件ということで把握しております。 

 答弁とさせていただきます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） 149件。９月末で150件と聞いてとんですけれども，合うとん

ですか。まあ，いいです，数の問題でございませんので。私が聞いているのは，９月

末で150件。その中で，非常に交通事故がふえているということで，これは救命士さ
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んが，前町，美郷ですかね，比べて非常に交通事故率が高いということで，今回も高

齢者の運転免許とか，いろいろ高齢者問題が出ました。これは，直接事故につながる

ことがたくさんあります。これは，今回は交通安全の関係では質問しておりませんの

ですが，機会にあったら，これ町としてもっと真剣に考えなければ，麻植議員ですか

ね，言われたん，車に乗ったら動けるっちゅうの，私もたくさん知っています。危な

いです，これは。その方の免許を取り上げるわけにはいきませんが，町としての施策

を考えなければ，これもますます交通事故がふえるなという現実的な心配をいたして

おります。 

 そこで聞きますが，車が大破して，横転した事故が何件かあったようでございます

が，はっきり言って，これ今救急救命士が持っている資機材では対応ができないと聞

いてます。私，現場とか機械は，これは見ておりませんが，小松島に応援要請をしな

ければできない。小松島も，消防を持ってますから，事故がはち当たった場合には，

これは応援はいただけないということなので，そこらのことについて担当室長は聞い

ておるのか，今後どういう整備をしようとしているのか，お聞きしたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 石木推進室長。 

○地方創生推進室長（石木正昭君） ご答弁申し上げます。 

 今，議員さんおっしゃられたように，今年度におきましても，具体的に小松島市の

ほうへレスキューの出動ということでご依頼した経過がございます。こうした点を踏

まえまして，資機材不足しているとの認識でございます。当然，必要な整備，必要と

なってくると思われます。補正をしながら整備をしていく予定です。 

 以上，答弁とさせていただきます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） これは，ぜひ急いでやっていただきたい。これは，７名の救

急救命士がおって，実際現場に行って救助ができないっていう，こんな情けないこと

はないと思います。そういうことで，経費はかかると思いますが，これは早急に整備

をしていただきたいと思います。 

 次に行きますが，一番大きな問題は，詰所の問題であります。私は，夏に衛生面で

余りにも汚いというので，聞きました。前の７月会議でも私言いましたね，銀蠅です

か。 
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 雪隠蠅って言ったそうですが，私はあんな蠅は最近見たことない。本当に汚い。そ

れに加えて，今この次の次ですかね，連載で載ったときに，時間のおくれがある。電

話が直接つながらない問題が出てます。そこらを担当課はどう把握をしておられます

か，とりあえず。 

○議長（篰 公一君） 石木推進室長。 

○地方創生推進室長（石木正昭君） ご答弁申し上げます。 

 こちらにつきましても，今議員さんおっしゃられたように，救急隊員の詰所との離

れていることから，また道路を挟んでいるということで，出発までに数分のおくれが

出ることや，救命士さんの安全面，そういったところで課題かなと考えております。

また，おっしゃったように，トイレについて衛生的な問題も発生しておりますので，

こうした深刻な問題発生しているということで認識をしております。 

 以上，答弁とさせていただきます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） この詰所ですね，私は仮詰所と，多分議会も聞いたと思いま

すが，これ１年間はここにおってくれということなので，これ新たな事務所は今どう

なっとんですか。これは，私も何回かここの詰所に行くんですけれども，道を挟ん

で，電話も即，あんな詰所ないと思いますが，ちょっと１年間っていうことなんで，

どういうふうに今進んでますか。 

○議長（篰 公一君） 石木推進室長。 

○地方創生推進室長（石木正昭君） ご答弁申し上げます。 

 当初，詰所として考えていました，役場と住民福祉センターとの間の建設予定の詰

所ですが，財政面の面から，現段階では，いまだ建設のめどは立っていません。こう

した状況や現在の詰所の問題点の状況を踏まえまして，早期の取り組み必要と考えま

して，今の紹介もいただきましたが，役場近隣の方から建物の貸し出しについてちょ

っと相談してもいいよということでお話いただきまして，今ご相談をしている段階で

ございます。 

 以上，答弁とさせていただきます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） この問題は議会にも来ておりますので，これは遅くとも新年



- 183 - 

度からスタートできるように取り組んでいただきたいと思います。 

 次に，時間も大分済んでおりますので，続けますが，ドクターヘリの問題です。 

 ドクターヘリのヘリポートまではいきませんが，私が聞いておりますのは，県立中

央病院からですね，ドクターヘリは，まともに来たら７分で来ると聞いてます，７分

で。ただ，町の確認が遅くて，実際には対応しづらい，できないっていうことを聞い

ておりますが，今のシステムで簡単にどうしてますか。 

○議長（篰 公一君） 石木推進室長。 

○地方創生推進室長（石木正昭君） ご答弁申し上げます。 

 ちょっと改めての説明になりますが，本町で今あるヘリポートですが，星谷運動公

園，勝浦病院という２カ所ということになっております。それで，いずれのヘリポー

トにしましても，専用のヘリポートでないということで，安全確認のお時間どうして

もいただくということになっております。そういう関係で，どうしても専用のヘリポ

ートに比べまして，その時間かかるということで，ここらが課題となっております。 

 以上，答弁とさせていただきます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） 課題というか，現実には呼べんのですね，時間がかかって。

呼べんと思います，はっきり言って。ほんで，いろいろな方法があると思います。呼

べないんと，役場の職人が確認するんでしょう。消防ですか。私が聞いてるんで言い

ますが，休日はだめだ，５時以降はだめだ。ほんで運動公園の場合は，職員が行って

確認して，ヘリが来たときの砂じんですかね，それが出ないように，消防を呼んで水

をまかなくてはできない。こんなことしよったら，半時間も後もかかるということ

で，今は日赤からドクターカー呼んだほうが半時間で来るということで，そういう措

置をされとんかなということなので，私は，ヘリポートはそんなに大がかりでなく

て，30メートル四方の場所，約１反ですね，30メートル，そうですね，1,000平米が

あったらいけるということで，やはり常時それを構えておかないと，病院にしたって

駐車場ですので，どけてもらわないかんし，鍵がなかったら動かせないようなところ

にドクターヘリは来ないと思いますので，そこらもこれから検討していただきたいと

思う。何かつけ加えることあるんであれば，答弁してください。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 
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○企画総務課長（山田 徹君） 今，議員がおっしゃられたように，昨年度までは役

場の職員が直接確認すること，それと先ほど申されたように水をまいて，星谷運動公

園であると，消防車ぐらいが行かないと水がまけないというようなお話であったかと

思います。本年度に入りまして，非常に時間がかかると，私も病院に勤務しておりま

したので，病院のほうでもなかなか呼べないというような問題もございまして，県，

あるいは実際に運用されている業者さんとお話をさせていただきまして，星谷運動公

園につきましては，散水は不要でございます。それと，確認につきましても，救急隊

の確認で大丈夫というふうなことで，かなり迅速なというか，以前と比べますと，短

い時間での運用が可能なことになっております。 

 あと，勝浦病院のほうでございますが，こちらのほうは，散水のほうにつきまして

は，ゲートボール場，こちらのほうがございますので，そちらのほうについては若干

の水まきで，ほこりを押さえるものをお願いしたいというふうなことで言われている

ようでございます。 

 それと，役場の職員での確認というふうなこともございましたが，こちらのほう

は，風等によってヘリコプターが着陸できないというふうなことも勘案しまして，救

急車が１度出るというふうなことで進めております。そうすることによりまして，確

認につきましては救急車の職員の方でできるのではないかなと。おりてくる場合の案

内も救急車のほうができるのでないかというふうなことで，そういうふうなことで，

実際の利用には有効なような改善策を現在詰めております。病院のほうにつきまして

は，まだ最終確認までできておりませんので，余り時間はかからないうちに，そうい

うふうなことである程度，先ほど議員のほうからおっしゃられたようなことではな

く，大分改善がされて，あわよくば土日についてもドクターヘリが利用できるような

格好で運用が開始できるのでないかなというふうには思っております。まだ協議段階

ということで，ちょっとそこらはご理解またいただきたいと思いますが，安全・安心

の向上という面で努力をさせていただいているということは，ご理解いただければと

思います。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） あと，救急搬送隊の問題とか，救急救命士が救助活動を行う

ときに，消防団員でなくてはできないというようなこともあるようでございます。私
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が，ここに６点にまとめてあります。ちょっと見といてくださいよ。ほんで，この

24日に特別委員会を持ってます，防災特別委員会。このときに，これらの問題につい

て詰められる問題は詰めていただきたいと思いますので，これ以上の聞きたいことが

あったら，私に聞いてください。答えられる範囲でお答えします。ほんで，24日の特

別委員会のときに，ある程度の見通しをつけていただきたいなと思っております。 

 最後に，町長に聞きますが，消防常備化の問題で，先ほど松田議員からも詳しく問

われましたので，私はかいつまんで言います。近隣市，小松島市と思いますが，断ら

れたということですが，これ町長に聞くんですが，小松島市長と，この件で直接正式

な場で話されたことがあるんですか。前の報告では，副町長が行って話をされたとい

うことは聞いておりますが，町長が今の濱田市長さんと直接この件について話しされ

たことがあるかどうか，これを聞きたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） この件につきましては，濱田市長に直接お話をしたことが

ございます。事務局のほうでお話しさせていただいてよろしいでしょうかというよう

な話もした記憶はございます。ですから，市長からも最後に，よろしくお伝えくださ

いというようなコメントも小松島市の方からもいただいております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） そこなんですね，問題は。町長は，任期最後の所信で，常備

化に向けて鋭意取り組むと。鋭意っていうことは，一生懸命ですね。一生懸命取り組

む。やはり町のトップが，お願いするトップと話をせずに断念をしたと。私は，濱田

市長さんに聞いたことがあるんです，うちの町長頼みに行きましたかって。来てない

と言いました。正式な場では……。でしょう。正式な場では行ってない。私も，この

消防，地方創生の中で，総務課長も言いました，長いスタンスで考えていく。私は，

これ30年前に常備化で，当時の山田町長には蹴られました。国清，この話は，うちは

一切持ってくなということで，ほな勝浦は小松島に向いて行っても文句言わんのやな

って言って，それは構わんと。うちにはメリットがないから来るなと言われたぐらい

で，その当時私は，消防本部に気安い人がおりましたので，何回も足を運びました。

やはりこれは，取り組むんだったら，トップが正式に申し入れてください。これをお
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願いします。ほな答弁してください。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 小松島市長には直接お話をしまして，事務局にうちの課長

が非常に親しかった関係でございまして，その当時から市長さんにはお話もさせてい

ただいておりましたし，事務局同士が話しするにしても，トップからやっぱりお願い

をして話しとかなんだら，事務局，現場サイドだけではお話ができないというような

ことでお願いした経緯はございます。私の特に記憶が違っていなければ，間違いない

話でございまして，そんな軽々な出来事ではない話でございますので，きちっとした

筋道立てて話しすることが成功の道だというように思っておりますので，そうしたこ

とを行ったところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） 今までで議会で言われたことは，副町長さんが，たしか県か

ら小松島市に来ている方と話をしたと。今の理解でご立腹されたような言い方された

んですけれども，私は，当時の議長さんにも話ししました。市長と正式な場は私は持

てる立場でありませんので，中で行ったときには，そういう話であったように思いま

すので，町長がそこまでおっしゃるんだったら，町長が合うとると思います。ただ，

ここ１年間は行ってないですね。所信で，鋭意取り組むって言うことは，やはりトッ

プ会談ぐらいはしてほしいなということで申し上げましたので，どちらの間違いか知

りませんが，議会に対しては，副町長が動いたという報告であったと，多分ほかの議

員も思っております。それ以上は言いません。そういうことで，現実にはできていな

いし，ことしも行っていないということなので，そういうことかなということで，私

は思ってます。 

 最後になりますが，公職選挙法について，これは議会で一般質問すべきかどうか，

私も実は迷ったわけですけれども，私たちも選挙する立場でございます。３回選挙

し，洗礼を受けてきました。当然でございますが，大きなちゅうか，違反もなくやっ

てこられました。私がなぜここで言うかと言うと，選挙管理委員会っていうのは，絶

えず啓発をしていかないかんということで思っとんですが。ていうんは，どこまでが

違反になるかっちゅうのがわかってない人があるんですね，実際，町民にもそうなん
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ですけれども。そういうことで，あえて聞かせていただきますが，担当課長は，選挙

管理委員会の書記長でありますので，当然答えていただく義務があると思うんです

が，一般的に選挙違反ということについてはどういうものがあるかどうか，お答えい

ただきたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 中瀬住民課長。 

○住民課長（中瀬弘晴君） ご質問にご答弁を申し上げます。 

 公職選挙法においては，候補者の平等の確保を図るため，一定の規制を行っており

ます。この中で，主な違反といたしましては，寄附，買収，選挙妨害，利害誘導，戸

別訪問，事前運動の禁止がうたわれております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） ここに，啓発のチラシなんですけれども，ちょっと参考に出

しておりますが。私も，選挙管理委員会何年かやっておりますので，大体のことはわ

かっておりますが，この中には，公職選挙法の中には連座制っていうんがあるんです

けれども，そこらをちょっと皆さん理解できてないとこあると思いますが，そこらは

どう解釈していますんですか。 

○議長（篰 公一君） 中瀬住民課長。 

○住民課長（中瀬弘晴君） ご質問にご答弁申し上げます。 

 連座制についてでございますが，連座制とは，候補者と関係の深い人が買収罪など

で選挙違反に処せられた場合，その選挙の当選を無効とし，一定期間の立候補を制限

する制度でございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） 先ほども私が言いましたけれども，こういう趣旨の啓発活

動，昔は広報紙でやっていたんですけれども，近年にやったことはあるのか，これか

らやる予定があるのか，お聞きしたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 中瀬住民課長。 

○住民課長（中瀬弘晴君） 近年の啓発活動についてお答えを申し上げます。 

 近年については，単独選挙の際に，１度周知したような記憶はございます。ちょっ
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と広報の月数については，手元に資料を持ち合わせておりません。ただ，三ない運動

の周知ということで，勝浦広報12月号，１月号に掲載をさせていただく予定とさせて

いただいております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） よくわかりました。 

 それでは，万が一そういうことがあった場合，選管としてどういう対応をするの

か，お聞きしたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 中瀬住民課長。 

○住民課長（中瀬弘晴君） 選管としての対応でございますが，選管のほうに通報が

あった場合は，候補者のほうに，事務所のほうにご連絡を差し上げてと思っておりま

す。個別の案件につきましては，警察及び司法当局の判断によるものと思われます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） はっきり言って，私も２日前に県の選挙管理委員会に行って

きました。私も後援会を持っております。後援会広報も出しておりますので，そこら

についても，あえてこういう配布がいいのか，それも聞きました。私たち政治家は，

やはり日ごろから政治活動をしなければならない。選挙があるなしにかかわらずしな

ければならないということで，町政報告等については随時出しても，それは特に問題

はないということでございました。そういうことで，選挙戦を控えておりますので，

十分な周知を徹底もしていきたいと思います。 

 そこで最後に，副町長に聞きますが，役職上，選挙中は選挙長になることが多いと

思いますが，やはり公職選挙法の規定というか，目的であります，公正で平等な選挙

執行ということで，これは絶えず啓発活動を行っていかなければいけないと思います

が，お考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 藪下副町長。 

○副町長（藪下武史君） ただいま公正で平等な選挙とはということでご質問いただ

きました。 

 議員おっしゃるように，公職選挙法第１条に，この法律の目的ということで，また
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日本国憲法の第14の第１項の平等主義，これを初めとする選挙に関する諸原則はござ

いますが，こちらのほうで公選制度の確立から選挙人の自由な意思の表明，また選挙

の公正かつ適正化を定めているところでございます。そういった公明かつ適正な選挙

を担保するために，いろいろな諸方式という形での制度も定められているところであ

ります。 

 選挙管理委員でない私が，これを申し上げるのは非常に僣越なところではございま

すが，過去県選管のほうでも副書記長を務めた経験もございますので，そういったと

きの経験も踏まえまして申し上げるならば，選挙に臨まれる候補者は，日本国憲法，

また公職選挙法などの法令を十分理解して，これらの諸原則とか諸法則にのとった，

明るく公正な選挙，こういったことを行うことが重要であると考えておりますし，先

ほどからご紹介のある，ああいった三ない運動を初めとする明るい選挙を行うための

活動，それから国政選挙でありますとか，統一地方選挙でありますとか，こういった

場合にも，いわゆる明るい選挙運動を推進する協議会，組織がございます。これは，

各自治体にもあろうかと思いますが，そういった，いわゆる明推，明推と私申してま

したけども，直前にはそういった広報活動も行っておりますので，そういったところ

を通しながら，また地方選管としましても，そういったものと広報する義務があるの

ではないかと。それを知って，選挙人の皆様方には明るい公正な選挙をしていただく

のがよろしいのかと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） 今回も時間が足りなくて，飛び飛びの質問になりまして，準

備されていた方々には失礼かなと思っておりますが，冒頭にも言いましたように，や

はり今現在は職員数が足りないと思います。３番議員の質問で，条例定数から見れ

ば，44人も足らん。これは，私は異常だと思います。行政改革の名のもとに職員が減

り続けて，その結果，住民サービスの低下や事故や事件が起きて，対応しなければな

らない状況では，町の行政はやっていけないと思います。議会は，必要なところには

やはり職員を張りつけ，ふやすことには反対はしないと思っておりますので，そうい

うことを考えていただいて，町政執行をやっていただきたいなと思っております。 

 以上で７番議員，一般質問を終わります。 
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○議長（篰 公一君） 以上で７番議員国清一治君の一般質問は終了いたしました。 

 本日の日程は全て終了いたしました。 

 これにて散会いたします。 

            午後４時11分 散会 
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１ 招集年月日 平成29年11月17日 

１ 招 集 場 所      勝浦町議会議場 

１ 開閉日時及び宣告 

   開 議 11月17日 午前９時30分   議 長  篰   公 一 

   散 会 11月17日 午前11時17分   議 長  篰   公 一 

１ 出席及び欠席議員 

  ○出席議員（９名）        

       １番  仙 才   守       ２番  松 下 一 一 

       ３番  美 馬 友 子       ４番  麻 植 秀 樹 

       ５番  松 田 貴 志       ６番  篰   公 一 

       ７番  国 清 一 治       ８番  森 本   守 

       ９番  井 出 美智子 

  ○欠席議員（１名） 

       10番  大 西 一 司 

１ 地方自治法第121条第１項により説明のために出席した者の職及び氏名 

   町    長  中 田 丑五郎     副  町  長  藪 下 武 史 

   教  育  長  椎 野 和 幸     企画総務課長  山 田   徹 

   税 務 課 長  久 木 喜 仁     産業交流課長  海 川 好 史 

   住 民 課 長  中 瀬 弘 晴     建 設 課 長  柳 澤 裕 之 

   福 祉 課 主 幹  木 村 美 枝     教育委員会事務局長  笹 山 芳 宏 

           笠 木 義 弘     出 納 室 長  後 藤 信 之 

   地方創生推進室長  石 木 正 昭     簡易水道対策室長  松 本 博 文 

１ 職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  河 野 稔 彦 

１ 議事日程（第４号）        

        開議宣言 

   日程第１ 諸般の報告 

勝 浦 病 院 
事 務 局 長 
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   日程第２ 町政に対する一般質問 

   日程第３ 議案第１号 平成29年度勝浦町一般会計補正予算（第４号）につい

て 

   日程第４ 議案第２号 勝浦町の公の施設の指定管理者の指定について 

   日程第５ 議案第３号 徳島県市町村総合事務組合規約の変更について 

   日程第６ 議案第４号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条
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   日程第10 議員派遣について 

１ 本日の会議に付した事件 

   日程第１から日程第10まで（第４号） 

１ 会議の経過 

   別紙のとおり 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 
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            午前９時30分 開議 

○議長（篰 公一君） 皆さんおはようございます。 

 ただいまから平成29年勝浦町マラソン議会みかん会議を開きます。 

 本日の議事日程は，お手元へ配付のとおりでございます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（篰 公一君） 日程第１，諸般の報告を議題とします。 

 大西議員から欠席の届け出が出ていますので，ご報告しておきます。 

 監査委員から平成29年10月分の例月出納検査の結果について報告書が提出されてい

ますので，ご報告しておきます。 

 次に，法第121条第１項の規定により，説明者として出席を求めたのは中田町長，

藪下副町長，椎野教育長，山田企画総務課長ほか関係課長でございます。 

 なお，岡本福祉課長が所用により欠席ですので，木村主幹がかわりに出席しており

ます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（篰 公一君） 日程第２，町政に対する一般質問は取りやめといたします。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（篰 公一君） 日程第３，議案第１号，平成29年度勝浦町一般会計補正予算

（第４号）についてから日程第５，議案第３号，徳島県市町村総合事務組合規約の変

更についてまでを一括して議題とします。これにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） ご異議ありませんので，そのように決定いたします。 

 これより第二読会を開きます。 

 第二読会における議員間の自由討議を省略いたしたいと思いますが，これにご異議

ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 異議なしと認めます。 

 それでは，これより詳細質疑を行います。 

 まず，議案第１号について質疑のある議員はご発言お願いします。 

 一般会計補正予算（第４号）についてであります。 
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 質疑ございませんか。 

 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） 簡単な確認ですけれども，９ページの総務管理費，委託料の

約470万円というのが出ておりますけれども，これは委託料ということで業務委託料

ということになってますが，見積もりの内容というのはそのエンジニアか何かの人件

費で，単位は何日とか時間とか，何かそういうことになっとるんでしょうか。そうな

っとるんだったら，どのくらいなのかお聞かせください。 

○議長（篰 公一君） その点だけ。その点だけで。その点だけですか。 

○１番（仙才 守君） そうです。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） ご質問にお答えをいたします。 

 委託料でございます。そして，内訳につきましては，基本的なソフト会社がつくっ

ておりますパッケージ代，それと議員さんのおっしゃっておられましたような人件費

というふうなことになっております。単価につきましては，何人日というふうな，１

人の方が何日勤務するかというふうな計算でございまして，単価は５万円で計算がさ

れております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） その５万円のが何日なんですか。 

○議長（篰 公一君） ほんで，聞くことあったら，もうついでに聞いといてよ。２

回までやけん。 

○１番（仙才 守君） あっ，２回まで。 

○議長（篰 公一君） 今の答弁に対して，うん，ほかに聞くことがあるんだった

ら。 

○１番（仙才 守君） パッケージっていうと，それはそれの委託料になるんです

か。買うたんではないんですか。ということ。その２点。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） パッケージの費用につきましては，委託料の中に含

まれているものでございます。基本的に委託料，本来役場が支払うべきものにつきま
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しては，目的，性質に応じて分類して支払いするのが基本ではございます。ただ，そ

の中の主な大きな部分においてをもってトータルで支払いするというふうなことは可

能というか，そういうふうなことをするような部分が一般的な部分については委託料

で支払うというふうなことになっております。 

 それと，あともう一点の日数でございますが，パッケージというか業務が大体２項

目ほどございます。１項目は，住民情報システム，基本的な住基台帳のシステムにな

ろうかと思いますけれども，そちらのほうの改修，それともう一つは，住民基本台帳

ネットワークシステムの改修というふうな２本立てでございます。そして，住民基本

台帳の対応の分でございますが，40日程度を見込んでおります。あと，住民基本台帳

ネットワークシステムの分が５日程度を見込んでおります。こちらのほうにつきまし

ては，現地での運用作業とか操作説明，本稼働の立ち会いなども日数としては入って

おります。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 日数。工数。 

○企画総務課長（山田 徹君） 日数で……。 

○議長（篰 公一君） １人が40日するんか。工数のほうがわかりやすいと思うんや

けど。 

○企画総務課長（山田 徹君） １人の方がかかった場合のトータルの日数でござい

ます。工数で……。 

○議長（篰 公一君） いや，工数っていうことは，ほなけん，40工数あったら，例

えば２人だったら20日間にするということ。 

○企画総務課長（山田 徹君） そういうことです。 

○議長（篰 公一君） ほなけん，これ工数っていうことやな。 

○企画総務課長（山田 徹君） ほな，工数ということで，そちらのほうがわかりや

すければ，そういうふうな話でございます。 

○議長（篰 公一君） じゃあ，それでいいですか。 

 ほかに。 

 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 議案第１号，補正予算について質疑いたします。 
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 ２点質問させてもらいます。 

 総務費の企画費，空き家改修事業補助金についてでありますが，今年度当初計上し

ていた事業費で足りなくなって，今回新たにこの補正を組むことになっております。

一昨年よりこの事業を進めておられると思いますが，現状においてその家主さんが自

主的に改修を申し出て，この補助金を利用したケースというのが何件ぐらいあるか。

私が聞きたいのは，その中で町に対して空き家を紹介してくれないかという依頼があ

って，町がその家主さんに対して，こういった入居希望があるので，こういった補助

金を利用して，その要望に応えてくれないかというあっせんをしたケースはこのうち

何件あるのかと，ほの内訳について教えていただきたいと思います。 

 ２点目は，商工費のインバウンド事業補助金です。先日の第一読会で内訳等につい

ては説明いただきましたが，これ以降，新たな費用が発生して，補正予算としてまた

こういった形で追加予算として出ることも想定をしているのかどうかという点につい

て，その２点についてお聞かせいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） まず，１点目の移住支援補助金についてでございま

す。 

 この補助金につきましては，所有者及び借り主に対して助成ができるといった制度

となってございまして，28年度につきましては所有者に対して改修補助金を出したケ

ースっていうんが２件ございます。この２件につきましては，町が雇用しております

地域おこし協力隊や救急救命士関係に対しての補助金ということで，所有者に対して

の助成っていうことでございます。 

 また，29年度につきましては，現在ちょっと見込みのところもあるんですけれど

も，３件程度が所有者に対しての助成となる見込みでございます。そのうち，空き

家，町から家主に対してっていうようなところにつきましては，町のほうでそういっ

た情報を空き家バンクに登録していただけると。事前に空き家バンクに登録した場合

につきましては，その空き家バンク，当然登録していただいとう物件につきましては

貸す意思があるっていうことですので，お貸しできませんかっていうような話は持っ

ていきますが，こういった場合については，移住者と所有者との間である程度意思疎
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通というか，この人に貸したいよっていうような情報があって，町のほうに相談して

いただいて，空き家バンクに登録していただいてっていうようなケースが多いかとい

うふうに思っております。 

 それから，もう一点目につきましては，インバウンド関係の補助金でございます

が，現在のところは今補正に150万円という補助金を提案しているわけでございます

が，今のところはこれで対応できるっていうふうに考えておりまして，今後そういっ

た急遽必要な補助金というか，必要な経費っていうんが想定というか，ほういうこと

がわかった段階では，また議会のほうにもご相談させていただくこともあるのかもわ

かりませんというところで，ご答弁とさせていただきます。 

○議長（篰 公一君） 副町長，追加の説明ある。 

 藪下副町長。 

○副町長（藪下武史君） 予算の関係についてのご質問でございます。 

 10月の町民の声の際に一括した形でのご質問ございまして，そのときにつきまして

補助金についてのご質問ございました。そのときのご回答としまして，本来これ30年

度４月４日ということなので，会計年度を厳密に言いますと30年度の事業でございま

す。ただ，当初予算の成立は当然いけるんですが，それを待ちますと準備ができな

い。施設整備であるとか，事前に準備しなければならないものがございます。これに

ついて今年度予算の補正予算でお願いしたいということで，今議会でのご提案させて

いただいております。 

 今年度につきましては今ご説明させていただいてる内容でいけるだろうというとこ

ろで現時点では思っておりますが，今後事業を詰めていく中で，今年度中にしなけれ

ばいけない事業がもし仮に出てまいりましたら，その際については再度議会のほうに

お諮りして，ご相談させていただきたいと。残りの来年度の支出で間に合う分につい

ては当初予算で計上させていただくというご説明をさせていただいたと思いますし，

これにつきましては現在も変わっておりませんが，今後当初予算につきましては，内

部でのまた予算立ての際に精査をしていって，必要なものについてお願いするという

ことで，もちろん経費の削減とか，そういったものにつきましては十分に検討もして

まいりたい。 

 以上でございます。 
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○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 答弁いただきました。 

 まず，１点目の改修の部分についてでありますが，現時点で私の認識としては，空

き家バンクとしての機能が生かされていないというか，運用がしっかりとできていな

いように私は感じるんです。 

 まず，その一番の理由として，空き家バンクにどういう物件が登録されているかっ

ていうのが広報周知できていない。特に，ホームページ等でこの勝浦町っていう町で

どんな空き家があるんかなっていうんが現状においては紹介されていないので，移住

者も勝浦町ってどんな町なんかなって，どういう住むとこ，空き家があるんかなって

いう情報が得られる手段が現時点でないんです。窓口に電話して，さらには産業交流

課のほうに訪れてその情報を聞くっていう，このハードルを少しでも下げるために

は，今以上の情報提供を，そういった組織体制っちゅうんも必要と思いますので，そ

こはしっかりと努力してほしいと思いますし，また現時点では家主さんと移住者との

間である程度煮詰まった段階で改修されたりもしてるようですけれども，理想はある

程度空き家バンクに登録する中で，こういった需要がありますよっていう部分を家主

のほうに情報提供して，またこういった有利な補助金がありますので，いつでも対応

できるように即入居できるような空き家というのを用意しておくのが空き家バンクと

しての機能を生かす一番の手立なんかなって思いますので，この点についてもちょっ

と努力してほしいと思います。この点について最後に見解をお聞きしたいと思いま

す。 

 もう一点については，インバウンドについてはこれ以降，副町長もいろんなところ

に視察に行ったり，また関連団体と協議をしたりするという予定をこの間説明してま

したよね。そういった中で，やっぱり人を動かすようになると思うんです。現時点で

この人に関しての予算っていうんは余り入ってないんです。物品に対する部分の予算

が多いので。人が動くとなると何かしらの予算が動いてくるっていうのは想定できる

と思いますので，そこらあたりはこれから年末にかけていろいろと，どれぐらいの人

を動かして，どれぐらいのボランティアに来てもらって対応せないかんのかってい

う，ある程度のめどは立つと思いますので，また早い段階で補正が必要となるのであ

れば，１月会議，または２月会議，毎月開催されておりますので，早い段階でのまた
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補正という形での計上のほうをお願いして，私たち議会も，その予算の計上がどうい

ったものであるかっちゅうんもきっちりと精査する中で，協力もしていきたいと思い

ますので，よろしくお願いします。 

 ほな，１点だけ答弁お願いします。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） まず，空き家バンクの利活用の話でございますが，

現在ホームページ等では公開ができておらないというのが現状でございます。そのあ

たりのことにつきましては，今現在，電話なり移住相談なりを受けた段階で，実際に

ほのバンクで登録しておる資料について，勝浦町への移住の目的は何かといったよう

な状況をまずはヒアリングさせていただいております。それで，そういったどういう

目的で，どういう仕事をして勝浦町に住むのですかっていうようなところを中心に，

将来どういうふうなおつもりですかっていったことも含めて，ヒアリングをさせてい

ただいておるといったところです。そういった状況を聞き取りをいたしまして，それ

から最後の空き家についてのこういった空き家がありますよって，ただ修繕が必要で

すよっていった詳しい情報も含めて，耐震の状況はこういう状況になっておりますよ

といった状況も含めて，ご説明をしておるっていったところが実態でございます。 

 ただ，一概に全てを空き家，ホームページ等に公開をいたしますと，この空き家を

すぐに見せてくれといったような状況があるっていうことも周辺市町村からもちょっ

と情報としていただいておりますので，そこら実態に，勝浦町に必要な人材っていう

ような形で，必要な人材についてはどんどん移住していただくといったようなスタン

スで進めていくのも一つの勝浦町の移住施策として必要でないのかなっていうふうに

も考えておりますので，今後ホームページ等での広報内容については，もう少し周辺

なり先進自治体の情報も確認しながら進めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（篰 公一君） 藪下副町長。 

○副町長（藪下武史君） 人件費等々についてのご質問でございます。 

 先般資料としてお示しさせていただいたものにつきましては，おっしゃるとおりの

ハード関係とか備品関係が多うございました。先ほど申しましたように，新年度，い

わゆる４月以降の支払い等々で可能なものにつきましては，やはりそういった人件費
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等々ございます。今も，これから当初予算の査定っていうか精査をしていくっていう

ことで，詳細についてはこれからということでございますけれども，ボランティアの

方への経費とか，それからそれに関連するこちらのほうに，町内の方についても，幾

らボランティアといいましても全く手弁当っていうわけにはいかないと思うので，せ

めて食事とか，それに必要な経費については手当する必要があろうかと思います。町

外の方にお願いするんであれば，なおさらそれにプラス交通の関係，これにつきまし

てもどういった形で来ていただくのがいいのかっていうのは，これから昨日までもご

説明したような各団体を回る中で，どういう形がいいのか，こういったのも詰めてい

く必要ございます。そういったものも含めますと，ある程度の経費については当初予

算でお願いするようになろうかと思います。 

 そういったものについてはまとめてこれからまたご審議いただくわけでございます

が，それ以外に緊急希薄ですか，想定してなかったもので突然必要になるものもあろ

うかと思います。これにつきましてはまた，先ほども申しましたように，議会のほう

にお諮りしたいと思っておりますし，これまで私ども申しましたとおり，町民の皆様

にもお手伝いをいただく以上，情報は詳細にお伝えして，この事業自体が町の活性化

に向けてどれだけ重要な事業であるかっていうことをご理解いただきたいと思ってま

すので，機会を捉えて，今回もいろいろ議会でも一般質問でご質問いただきました。

私どもとしましてもこれはいい機会でございますので，丁寧なお答えをさせていただ

いたところでございますけれども，今後もこのスタンスは貫いていきたいと思ってま

すので，ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） ほかに。 

 ありませんか。 

 議案第１号については以上でよろしいでしょうか。 

 他に質疑ありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） では，質疑なしと認めます。 

 次に，議案第２号について質疑のある議員はご発言をお願いします。 

 国清議員。 
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○７番（国清一治君） 議案第２号について質疑を行います。 

 この議案につきましては，第一読会でも少し聞きました。公募による施設が７件と

いうことで，競合はなかった。中には希望がなくて，従来の団体にお願いするという

ふうな形になったのも事実であります。その中で，要望書が提出をされております

が，あれからおおよそ10日間たったわけですが，それらの要望内容について検討され

たのかどうか，その点をお聞きしたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 道の駅ひなの里の指定管理において，井戸端塾さん

のほうから要望書が提出されておりまして，その内容について検討されたかというよ

うな質問ですけれども，その内容につきまして課内でも検討をして，またその後，詳

細の内容について井戸端塾さんのほうに聞き取りに担当者のほうが出向いておりまし

て，そのヒアリングについては井戸端塾さんと担当者のほうでヒアリングの聞き取り

といった形で進めておりまして，今後ですけれども，また早い時期に井戸端塾さんと

のほうで要望の件につきましては再調整を進めて，今後の方針を決めていきたいとい

うふうに考えております。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） 私は具体的な名称は言わなかったんですけれども，今言われ

たように，道の駅のことであります。団体において２年半ですか受けて，なかなか実

績が上がらない。その原因がいろいろあるわけですが，従来役場が直接担当していた

時代の考え方がなかなか変わらない，はっきり言って。そういうことで，かなりいろ

いろ指導をしてきましたが，なかなか思ったとおりにはいかない。団体としても，こ

れ以上は無理だということで，もうお返しをするということに一応なりました。そう

いうことで，町のほうからぜひ引き続けて受けてほしいという，はっきり言って協議

が何回もございました。それならばやはり要望を聞いてほしいということで，やった

わけです。第一読会でも総務課長のほうからこの指定と契約とは違いますよというこ

とで，まだその間，期間があると思います。そういう問題があって，私は町長も道の

駅をやった，やったと言っておりますけれども，本来の目的が達成できてないところ

がはっきり言ってございます。そういうことで，売り上げも伸びておりません。 

 そういうことで，ぜひとも道の駅の将来を考えて，どの団体が受けようとも今の状
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態では非常に厳しいんでないかという判断をいたしております。全体的にこの指定管

理に言えることは，町が任せたら丸投げになっているというような私は感じがいたし

ます。絶えず，町の施設ですから，指定管理をしても各部署で十分その施設を見てい

ってほしいと思います。 

 最後に，町長に総体的なお考えをお答えいただきたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） おはようございます。 

 議案第２号，勝浦町の公の施設の指定管理者の指定についてにつきましてご答弁申

し上げます。 

 第一読会でもお話をさせていただきましたように，公募をした結果，１社しかなか

ったというようなことでございまして，結果的にはこうしたことで議会にお諮りをさ

せていただいているということでございます。先ほど担当のほうから，特に道の駅の

ひなの里かつうらのことにつきましては何点か，５点か６点ですか，要望書が出され

ております。事務局でいろいろ協議をさせていただいたというなこともご答弁させて

いただきました。今後ともお引き受けいただきまして，改善すべきところは改善し，

良好な関係で運営をしていただきたいという思いがいたしております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） ほかに質疑はございませんか。 

 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 議案第２号について質疑をしたいと思います。 

 この指定管理については以前より議論してますけれども，本来の指定管理者制度の

機能を果たしていないっていう部分について何ら行政は手立を打てていないのではな

いかっていうちょっと観点で質問させてもらいます。 

 残念ながら，応募によって指定管理を募集したけれども，やっぱり１団体，会社は

ないんで団体，１団体のみの応募ということで，その時点でサービスの優位性とか，

あとは請負額の違いとか，そういった部分で何ら競争って言うたら語弊あるかもわか

りませんけれども，よりよい施設の管理，またサービス供給体制の整備っていう部分

においてよくなるふうな，そこの仕組みが生かされていないんです。果たしてこれ指

定管理をする必要があるんかどうかっちゅうんも，ちょっと立ち返って考えるべきで
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ないんかなって私自身考えております。 

 結局は，管理費のみの現状で言えば，町にとったら利益っていう部分も感じます

し，先ほど７番議員も言われたように，なかなか指定管理に適さない。また，指定管

理を出すに当たって，その出すだけの施設整備もされていないっていうような状況が

ある施設もございます。そういった部分において，以前よりそういった指定管理を請

け負えるような団体の育成っていう部分は町に課せられた課題であったと思いますけ

れども，この間その点についても新たな非営利法人，ＮＰＯ法人がＫ－Ｆｒｉｅｎｄ

ｓ以降は出てきておりませんし，確かにまちづくり団体，地域でイベント等を行うま

ちづくり団体は数多く生まれておりますけれども，実際行政の仕事を取ってかわって

請け負えるような組織という部分は育成されていない現状ではないのかなと思いま

す。 

 この点について町長も以前より問題意識を持たれていた。しかしながら，現状にお

いては何ら解決していないっちゅう部分があると思いますので，今後において，これ

から指定管理続ける中で，また３年後の見直しに向けて，町としてどう取り組むべき

であるか，現状の問題点とこれからの課題について町長より見解を求めたいと思いま

す。お願いします。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 議案第２号の公の施設の指定管理者の指定についてのご質

疑でございます。 

 公募した結果，１社しか応募がなかったというなことで，それを管理者として認め

ていただきたいというようなことで，従来と余り変わったことはないんですけども，

議員おっしゃるように，指定管理者の特性っていいますか，独自で企画をするとか，

最初はほんな話もございましたけども，なかなか体制からいって難しいというところ

でもございます。独自で活発な企画展開をやっていただくことも期待をいたしており

ますけども，現実はなかなか思ったようにならないというところでございます。今後

とも十分団体とも協議しながら，よりよい方向性を見出していきたいというに考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） もうええ。 
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 他にございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） では，質疑なしと認めます。 

 次に，議案第３号について。徳島県市町村総合事務組合規約の変更についての件で

す。質疑のある議員は発言をお願いします。 

 質疑ございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 本件を第三読会に付することに異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 異議ございませんので，本件は第三読会に付することに決定

しました。 

 これより第三読会を開きます。 

 議案第１号から議案第３号までを一括して討論と採決を行うことに異議ございませ

んか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 異議ありませんので，一括して討論と採決を行うことに決定

いたしました。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件を原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

            （賛成者起立） 

○議長（篰 公一君） 賛成者多数と認めます。したがって，議案第１号から議案第

３号までは原案のとおり可決されました。 
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            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（篰 公一君） 次に，本日追加提案されました，日程第６，議案第４号，特

別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について

及び日程第７，議案第５号，国民健康保険勝浦病院医療用電子内視鏡システム導入事

業に係る物品購入契約の締結についてを議題とします。 

 これより第一読会を開きます。 

 町長から本件の趣旨説明を求めます。 

 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 本会議に追加で上程をさせていただきました議案につきま

して提案理由のご説明を申し上げます。 

 議案第４号，特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正

する条例についてでございます。 

 これは，阿南方面行き通学バス運行事業が町政に対する町民の信頼を損なう事態と

なったことにつきまして，教育組織の最高責任者としての教育長の報酬を減額するも

のでございます。 

 議案第５号，国民健康保険勝浦病院医療用電子内視鏡システム導入事業に係る物品

購入契約の締結についてでございます。 

 これは，国民健康保険勝浦病院医療用電子内視鏡システムを整備するため，物品購

入契約の相手方を定め，その者と契約を締結するに当たり，勝浦町の議会の議決に付

すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定によりまして，町議会

の議決を求めるための案件でございます。 

 なお，詳細につきましては，それぞれ担当課長から説明をいたさせますので，ご審

議をいただきましてご決議賜りますようお願いを申し上げる次第でございます。よろ

しくお願いをいたします。 

○議長（篰 公一君） 議案第４号及び議案第５号について町長の説明が終了しまし

た。 

 引き続いて，関係各課長から詳細説明を求めます。 

 議案第４号について山田企画総務課長に説明を求めます。 

 山田企画総務課長。 
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○企画総務課長（山田 徹君） それでは，議案第４号について詳細説明をさせてい

ただきます。 

 議案書のほうをお開きください。 

 この条例の一部を改正する条例につきましてでございます。 

 まず，附則第１項の前に，見出しとして施行期日等を付し，附則に次の１項を加え

るということでございます。 

 読み上げます。 

 23項，平成29年12月分から平成30年５月分までの教育長の給料月額は，条例第３条

の規定にかかわらず，別表に定める給料月額から当該額の20％に当たる額を減じて得

た額とする。ただし，手当の額の算定基礎となる給料月額については，この限りでな

い。 

 附則といたしまして，この条例は，平成29年12月１日から施行するということでご

ざいます。 

 見出しの部分につきましては，制定附則に見出しがついておりませんでしたので，

その後の改正附則と同様とするための見出し，施行期日等を付すものでございます。 

 あとは，教育長の給与を平成29年12月から平成30年５月までの６カ月間，20％カッ

トするものでございます。ご審議のほどよろしくお願いをいたします。 

○議長（篰 公一君） 次に，議案第５号について笠木勝浦病院事務局長に説明を求

めます。 

 笠木勝浦病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 議案第５号について詳細説明を行います。 

 議案第５号をお開きください。 

 国民健康保険勝浦病院医療用電子内視鏡システム導入事業に係る物品購入契約の締

結についてでございます。 

 次のとおり物品購入契約を締結する。 

 １，契約の目的，医療用電子内視鏡システムの更新整備。 

 ２，規格形式，ＦＵＪＩＦＩＬＭ電子内視鏡システムＬＡＳＥＲＥＯ。 

 ３，数量，１式。 

 ４，契約の方法，指名競争入札。 
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 ５，契約の金額，金1,209万6,000円。 

 ６，契約の相手方，徳島県板野郡藍住町奥野字和田141－２，株式会社キタムラメ

ディカル徳島営業所所長井門勇でございます。 

 別添として，仮物品購入契約書を添付してございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 以上で議案第４号及び議案第５号の詳細説明は終わりまし

た。 

 それでは，議案第４号及び議案第５号についての総括質疑を行います。 

 まず，議案第４号，特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部

を改正する条例について質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 質疑なしと認めます。 

 次に，議案第５号について質疑のある議員は発言をお願いします。 

 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） この購入，いつごろから本格的に病院で使えるようになるん

ですか。 

○議長（篰 公一君） 笠木病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） あくまでも現在仮契約でございますので，本議

決いただいた後，契約の締結となります。それで，現在のところ，ここの契約書にあ

りますように，30年１月31日までのこの整備の限度期日を設けてございますので，そ

れまでには使えるようになるということでございますが，今の見込みではもう少し早

くできるのではないかなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） いいですか。 

 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） 契約の金額は，さらにこれより下がるっていう場合もあるっ

ていうことですか。1,200万円，大体このまま，必ず。締結しとうけん。 

○議長（篰 公一君） 笠木病院事務局長。 
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○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） この金額で落札してございますので，この金額

で納品されるということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） これ指名競争入札になってます。何社を指名してこの金額に

なったのかと，もし発表できるのであればマックスとドロワーと，このような金額に

なったっちゅうん，わかれば。わかるんであろうと思います。ちょっと言うてくださ

い。 

○議長（篰 公一君） 笠木病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 本予算額は1,479万6,000円でございました。そ

れで，入札指名者ですけれども，５社を指名してございます。それで，今回の株式会

社キタムラメディカルさんが最低入札金額ということでございます。マックスはこれ

消費税抜きでございますが，キタムラメディカルさんがこれから消費税を抜いた額

1,120万円，それから高いのが1,170万円，50万円の差でございます。 

 以上でございます。 

 両方とも税抜きの価格でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） 落札価格っちゅうんは大体何％ぐらいになります。80何ぼ，

90％近いですね。 

○議長（篰 公一君） 笠木事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 設定額に対しまして81.8％の落札額でございま

す。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） たちまちきのうの一般質問の続きではございませんが，ひと

つ買っても，こんだけかかるんやから，いろいろといけるもんは使うてもろうて，い

よいよあかんもんはしてほしいなと。よろしく。 

○議長（篰 公一君） 答弁要らん。 

 ほかに質疑ありませんか。 

 仙才議員。 
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○１番（仙才 守君） 念のために聞いておきます。 

○議長（篰 公一君） 座ってでいいですよ。第一読会。 

○１番（仙才 守君） 立ったらいけんの。 

○議長（篰 公一君） はい。 

○１番（仙才 守君） 設備の更新になっています。１つは，ちゅうことは既設の機

械があるということ。その既設の機械はどんなんなったのかということ。それから，

この機種が選ばれた主な理由。その２点お願いします。 

○議長（篰 公一君） 笠木病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 既設の機械については，廃棄ということになり

ます。 

 それから，この機種を選定した理由。 

○４番（麻植秀樹君） このメーカー。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 既設の機械ですか。既設の機械につきまして

は，ＦＵＪＩＦＩＬＭ製の機械が入ってございます。それで，光源等が新しくなりま

すので，現在のカメラも使えないということで，今回全て更新という形をとらせてい

ただいております。 

 それで，この機械を決めた，なぜこの機種に選定したのかということだろうと思い

ますけれども，この機種，それから今回ＦＵＪＩＦＩＬＭ製の機械，機種を選定しと

んですけれども，あとその他の機種等も参考ということで，事前に医師に使用してい

ただきまして，院内での医師の意見を聞きながら，一番使いやすい機種ということ

で，こちらを選定させていただいております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） ほかにございませんか。 

 ありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） では，以上で総括質疑を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第４号並びに議案第５号を第二読会に付することにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 
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○議長（篰 公一君） 異議ありませんので，本件は第二読会に付することに決定い

たしました。 

 議事の都合により，休憩とします。 

            午前10時20分 休憩 

            午前10時35分 再開 

○議長（篰 公一君） 休憩前に引き続いて会議を開きます。 

 これより第二読会を開きます。 

 第二読会における議員間の自由討議を省略いたしたいと思いますが，これにご異議

ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 異議なしと認めます。 

 それでは，これより詳細質疑を行います。 

 まず，議案第４号について質疑のある議員は発言をお願いします。 

 国清議員。 

○７番（国清一治君） 議案第４号について質疑を行います。 

 この議案につきましては，昨日の会議終了後に事前協議がございます。その中で，

いろいろと議員からも意見があったわけですけれども，総体的には厳し過ぎるんでな

いかという意見がありました。これは事実であります。聞いてみますと，当事者とも

話されたということで，これについては深くは申しませんが，昨日も答弁にございま

したように，やはりガバナンスの問題ということがこれは根底にあるんでないかと思

っております。これは，私から見ますと，教育委員会だけの問題でなしに，町行政全

般にわたってあるんでないかと思っております。 

 そこで，提案者である町長に問いたいと思いますが，税の問題も含めて，ガバナン

スが非常に同僚議員からも言われました。これはこの処分以後の問題にもかかわって

くることと思いますので，そこらを含めて，責任者である町長から答弁をいただきた

いと思います。 

○議長（篰 公一君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 議案第４号，特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に

関する条例の一部を改正する条例についてのご質疑でございます。 
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 このことにつきましては，昨日も会議で申し上げましたように，教育長の職務とい

うようなことで，町として求められた全ての教育委員会の事務をつかさどるというこ

とでございまして，管理監督の能力発揮が足りていなかったということでございまし

て，今回最高責任者でございます教育長を提案をいたしておりますように６カ月間，

20％の減給とするというようなことを提案させていただいたところでもございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 町長，後の町全体のガバナンスについて町長。 

○町長（中田丑五郎君） 今回これに限らず，税の問題にもかかわってくることもご

ざいまして，いろいろ再発事故等につきましても検討しているところでもございまし

て，今後いろんな手段を講じながら事故再発防止に努めていきたいというに考えてい

るとこでもございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 国清議員。 

○７番（国清一治君） 先ほども言いましたけれども，これから以後，職員間でスム

ーズにいってもらいたい。これは議員総意でございまして，議会も注視していきたい

と思います。先ほども言いましたように，処分的には厳しいもんであったということ

はあえて言っておきます。 

 以上で質疑終わります。答弁は要りません。 

○議長（篰 公一君） ほかにございませんか。 

 ありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 質疑なしと認めます。 

 次に，議案第５号について質疑のある議員は発言をお願いします。 

 勝浦病院の内視鏡システム導入事業について質疑ございませんか。 

 ありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 本件を第三読会に付することにご異議ございませんか。 
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            （「異議なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 異議ございませんので，本件は第三読会に付することに決定

しました。 

 これより第三読会を開きます。 

 議案第４号及び議案第５号の２件を一括して討論と採決を行うことに異議ございま

せんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 異議ありませんので，一括して討論と採決を行うことに決定

いたしました。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件を原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

            （賛成者起立） 

○議長（篰 公一君） 賛成者多数と認めます。したがって，議案第４号及び議案第

５号は原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（篰 公一君） 次に，日程第８，発議第１号，核兵器禁止条約の調印，批准

へ向けた意見書についてを議題とします。 

 これより第一読会を開きます。 

 提出者の趣旨説明を求めます。 

 発議第１号について仙才議員の説明を求めます。 

 仙才議員。 

○１番（仙才 守君） １番議員仙才でございます。 

 読み上げますが，読む前に何か言えっていう話がちょっとあったんですけれども，

興奮して読み間違えたらいかんので控えておきます。ただ，私はこれは至って普通の
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ことを言うてると，こう思ってます。特別なことを言っとんではないと。そのことだ

け前置きで言っときます。 

 それでは，読み上げます。 

 発議第１号，核兵器禁止条約の調印，批准へ向けた意見書について。このことにつ

いて，勝浦町議会会議規則第11条第１項の規定により提出する。平成29年11月17日提

出。提出者，勝浦町議会議員仙才守。賛成者，同井出美智子。勝浦町議会議長篰公一

殿。 

 次のページです。 

 核兵器禁止条約の調印，批准へ向けた意見書。 

 1945年８月６日と９日，米軍が投下した２発の原子爆弾は，一瞬にして広島，長崎

を壊滅させ，数十万もの人々を無差別に殺傷した。生き残った被爆者は，再び被爆者

をつくるな。核兵器を地球からなくそうと訴え続け，日本の反核平和運動の高まりと

ともに，その声は世界中に広がっている。 

 こうした中で，ことし３月と６月に交渉会議が開かれ，７月７日，122カ国の賛成

で核兵器禁止条約が採択された。条約の前文では，核兵器の使用がもたらす人道上の

破滅的な結果を強調するとともに，核兵器使用の被爆者及び核実験被害者の苦難に留

意と述べている。条約締結国は，開発，生産，製造，取得，所有，貯蔵，移転，受

領，それから使用，核爆発実験などを禁止し，その領土と管理地域への核兵器の配

置，導入，配備など，などをやね，これは。などを禁止する義務を負うとしている。

条約は，自国の核兵器を廃棄した国のための措置を盛り込み，全ての国連加盟国に条

約の加入を促し，核保有国にも条約参加の道を開いている。このことは，核兵器廃絶

へ向け大きな一歩であり，唯一の被爆国の政府として積極的な役割が求められてい

る。 

 本町議会は，非核平和都市宣言を全会一致で決議している。よって，本町議会は政

府が核兵器禁止条約に調印し，批准することを求め，核兵器廃絶のためにイニシアチ

ブを発揮するよう強く求める。 

 以上，地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。2017年11月17日。徳島県

勝浦町議会。提出先，内閣総理大臣，総務大臣，外務大臣。 

 以上でございます。 
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○議長（篰 公一君） 提出者の説明は終わりました。 

 これより発議第１号について総括質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 本件を第二読会に付することに異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 異議ありませんので，本件は第二読会に付すことに決定いた

します。 

 これより第二読会を開きます。 

 第二読会における議員間の自由討議を省略したいと思いますが，これにご異議ござ

いませんか。 

 ご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 異議なしと認めます。 

 それでは，これより詳細質疑を行います。 

 質疑のある議員はご発言をお願いします。 

 質問ありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 質疑なしと認めます。 

 本件を第三読会に付することにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 異議ございませんので，本件は第三読会に付することに決定

しました。 

 これより第三読会を開きます。 

 本件について討論と採決を行うことに異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 異議ありませんので，討論と採決を行うことに決定いたしま
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す。 

 これより討論を行います。 

 討論はございませんか。 

 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 発議第１号，核兵器禁止条約の調印，批准へ向けた意見書に

ついて，反対の立場で討論をしたいと思います。 

 核兵器禁止条約の調印，批准へ向けた意見書について，示されているように，我が

国は唯一の核被爆国としてイニシアチブを発揮することは強く望むところではありま

すし，また二度と核兵器による被害者を出さない。地球上から核兵器を廃絶するため

の努力は継続してほしいと願うところでもあります。ただし，今回の核兵器禁止条約

については，核保有国と，また日本や韓国，北大西洋条約機構，いわゆるＮＡＴＯ加

盟国など，核保有国のいわゆる核の傘に国の安全を依存している国々は会議に参加し

ておりません。一方，オランダはＮＡＴＯ加盟国でありますが，会議に参加し，反対

を表明を投じました。さらには，この採択をめぐって，核兵器の非人道性を訴えて条

約を推進した国々と核兵器によって戦争を防ぐという核抑止論を主張する核保有国と

の溝はさらに深まりました。 

 しかし，現実の国際政治の中で核が存在するということは事実でありますし，また

核保有国抜きにして核廃絶を実現することはできないという現実があります。核軍縮

については，日本政府も核保有国，非保有国も，2020年，ＮＰＴ，核拡散防止条約運

用検討会議の成功に向けてＮＰＴ体制の維持強化が必要であるとの認識のもと，その

第一歩として，政府は11月27日，28日に被爆地の広島市で核軍縮の実質的な進展のた

めの県人会合，初会合を開催する予定であります。日本国政府として，まずはこの核

保有国と非保有国の溝を埋める対話が不可欠でありますし，核兵器のない世界実現に

は，唯一の戦争被爆国である我が国日本がしっかりとリーダーシップをとって解決に

当たるのが私は望まれることと思っております。 

 政治家というものは，理想を追い求めることは確かに大事ではありますが，一つ一

つ実績を重ねる上で，さらには目的達成のために着実に努力することも大事でありま

す。こういった観点から，今回核兵器禁止条約に対してサインを示し，また批准をす

ることによってこの溝をさらに深めることは私自身本意ではありませんし，また現時
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点で日本政府としても努力をしている。これから努力をするという部分も現実的に行

われておりますので，ここにしっかりと期待をして，私自身も核兵器がこの世の中か

ら消えてほしいと思っている一人として日本国政府の現状の姿勢に対してサインを示

す中で，今回のこの意見書については反対という立場で意見を表明させてもらいま

す。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 反対の立場での討論は終わりました。 

 続いて，賛成の立場の方の討論。 

 美馬議員。 

○３番（美馬友子君） 賛成の立場で理由を述べ，討論いたします。 

 私は，核兵器は違法と，国際ルールになればと思っている一人であります。安全を

守るために，小さなときから，けんかはあかん。暴力はだめ。武器を持ってのけんか

は，それは絶対あかんよって，皆さん教えられてきたと思います。戦争はしない。で

も，安全を他国に，強いて言えば他人に依存しています。私は，子を持つ親として，

より平和の暮らしが守れるために，この意見書に賛成いたします。 

○議長（篰 公一君） 次に，反対の立場の方の討論ありませんか。 

 反対の立場の方はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） なければ，賛成の方の立場での討論。 

 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 意見書に賛成の立場で討論いたします。 

 まず，ＮＰＴという言葉が先ほど松田議員から出ておりましたが，これは1967年１

月以前に核兵器を保有した国が結んだ条約で，核兵器不拡散条約，これは保有が条約

上許されて，これ以上ふやさないという条約です。それは今持っている国と持たない

国の間をつなぐ条約としてつくられているのが今核兵器反対の署名なわけです。 

 それで，日本も条約提案しています。先ほど松田議員がおっしゃっていましたが。

この日本提案の決議案に対して世界はどういう認識かということを申しますが，これ

はこの７月に核兵器禁止条約の採択が国連でされましたが，この条約に対する言及が

全くありません。それから，核兵器不使用の表現を後退させたと世界的に認識されま
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す。毎年こういう条約が出されてますが，日本提案の条約に対して賛成が144，これ

は去年より賛成が23カ国減っています。それから，棄権も10カ国ふえているわけで

す。これは，アメリカに追従する言いわけ，アメリカの核の傘に依存して，核兵器の

使用と威嚇は欠かせないという条約の中身だということで，大義がないというふうに

認識されているということを申したいと思います。 

 なぜ勝浦町議会として核兵器反対の条約に政府が批准してほしい，署名してほしい

ということを決議するかと言えば，今必要なことは，核をめぐる緊張が高まっている

今だからこそ，核兵器の全世界的な禁止と廃絶が求められているわけです。核保有国

の道理のない主張は，世界的に今道義的，政治的に追い詰められているわけです。核

の傘から脱却して，核兵器の禁止と廃絶を求める世界的な流れに合流してほしいとい

う国民の多くの願いを一町議会としてしっかり政府に上げていくことこそが今求めら

れていると思うわけです。既にこれは53カ国が調印しています。 

 最後に，グテーレス国連事務総長の言葉をかりて締めくくりとしたいと思います。 

 核への不安が最高度に達しているときだから，核兵器のない世界の実現に向けたビ

ジョンと強い決意を示すことを全ての諸国に求める。政治家はやはり理想と大義を語

り続けて，その実現のために力を尽くしてこそ真の政治家と言えると思います。 

 以上，賛成をよろしくお願いいたします。 

○議長（篰 公一君） ほかに討論ございませんか。 

 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） 発議第１号，核兵器禁止条約の調印，批准へ向けた意見書に

ついての私なりの反対の討論をさせていただきます。 

 書いてますように，核保有国にも条約参加の道を開いているとなっております。ま

ず一番に私が考えますのは，幾ら核を放棄しろしろ言うてみたところで，日本を取り

巻いておるところの国も現実に核保有国でありますし，何か有事の際は，あってはな

らないことではありますが，起きるやもわからんというリスクを前提に置いて何事も

対処をせねばならんときに，言い方は悪いですが，きれいごとだけでは国民，また町

民も守っていくことができないと考えております。そのことから，そういう観点から

批准に向けた意見書に対しては，簡単に言ってしまいましたが，反対をしたいと思い

ます。 
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○議長（篰 公一君） 他に討論はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 討論なしと認めます。 

 これより発議第１号，核兵器禁止条約の調印，批准へ向けた意見書についての採決

を行います。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件について原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

            （賛成者起立） 

○議長（篰 公一君） 賛成者多数と認めます。したがって，発議第１号，核兵器禁

止条約の調印，批准へ向けた意見書については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（篰 公一君） 次に，日程第９，発議第２号，道路財特法における補助率等

の嵩上げ措置の継続を求める意見書についてを議題とします。 

 これより第一読会を開きます。 

 提出者の趣旨説明を求めます。 

 発議第２号について松下議員から説明を求めます。 

 松下議員。 

○２番（松下一一君） 発議第２号，道路財特法における補助率等の嵩上げ措置の継

続を求める意見書について。このことについて，勝浦町議会会議規則第11条第１項の

規定により提出する。平成29年11月17日提出。提出者，勝浦町議会議員松下一一。賛

成者，勝浦町議会議員仙才守，美馬友子，麻植秀樹，松田貴志，篰公一，国清一治，

森本守，井出美智子，大西一司。勝浦町議会議長篰公一殿。 

 道路財特法における補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意見書。 

 道路は，地域経済の活性化や住民の安全・安心な暮らしを支える最も基本的かつ重

要な社会資本の一つである。しかしながら，本県における道路の整備水準は，地形

的，地質的特性等から依然として全国に比べ大きく立ちおくれている。また，厳しい

財政状況の中，高速交通ネットワークの整備，南海トラフ地震等の大規模災害に対す

る防災，減災対策，地域の活力の維持増進等に必要な道路整備のほか，県民が安心・

安全に道路を利用するための計画的な老朽化対策など，緊急的に対応すべき多くの課
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題を抱えている。 

 現在，国においては道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律（以

下，道路財特法）の規定により，地域高規格道路や交付金事業の補助率等のかさ上げ

を実施し，道路整備に対し格別の配慮がなされている。しかしながら，本法は平成

29年度までの時限措置であり，来年度以降，補助率等が実質的に低減されることは真

に必要な道路整備の停滞を招き，全力を挙げて取り組んでいる地方創生及び国土強靱

化の実現に大きな影響を与えることが懸念されるところである。よって，国におかれ

ては，地方の道路整備を引き続き強力に推進するため，道路関係予算の所要額の確保

はもとより，道路財特法の補助率等のかさ上げ措置について，平成30年度以降も現行

制度を継続するよう強く要望する。 

 以上，地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。平成29年11月17日。徳島

県勝浦町議会。提出先，衆議院議長，参議院議長，内閣総理大臣，総務大臣，財務大

臣，国土交通大臣。 

 以上であります。 

○議長（篰 公一君） 提出者の説明は終わりました。 

 これより発議第２号について総括質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 本件を第二読会に付することに異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 異議ありませんので，本件は第二読会に付することに決定い

たします。 

 これより第二読会を開きます。 

 第二読会における議員間の自由討議を省略したいと思いますが，これに異議ござい

ませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 異議なしと認めます。 
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 それでは，これより詳細質疑を行います。 

 質疑のある議員ございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 質疑なしと認めます。 

 本件を第三読会に付することに異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 異議ございませんので，本件は第三読会に付することに決定

いたしました。 

 これより第三読会を開きます。 

 本件について討論と採決を行うことに異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 異議ありませんので，討論と採決を行うことに決定いたしま

す。 

 これより討論を行います。 

 討論はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 討論なしと認めます。 

 発議第２号，道路財特法における補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意見書につ

いての採決を行います。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件について原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

            （賛成者起立） 

○議長（篰 公一君） 賛成者多数と認めます。したがって，発議第２号は原案のと

おり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（篰 公一君） 次に，日程第10，議員派遣についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 議員派遣については，お手元に配付しましたとおり派遣することに異議ございませ

んか。 
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            （「異議なし」の声あり） 

○議長（篰 公一君） 異議なしと認めます。したがって，議員派遣の件については

原案のとおり派遣することに決定いたしました。 

 はい。 

○７番（国清一治君） 小休願います。 

○議長（篰 公一君） 小休します。 

            午前11時13分 休憩 

            午前11時13分 再開 

○議長（篰 公一君） 再開します。 

 失礼しました。 

 本来なら開会冒頭に報告するところ，私のほうの手違いで抜けておりましたことを

おわびします。 

 行政視察並びに議会広報の視察については，お手元に報告書が届いてると思います

ので，よくよく熟読の上，また皆さん参考にしていただきたいと思います。失礼いた

しました。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 以上をもって本会議に付議された案件の審議は全て終了しました。 

 それでは，平成29年11月みかん会議閉会に当たり，中田町長から挨拶をお願いしま

す。 

 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 閉会に当たりまして，一言ご挨拶を申し上げます。 

 本会議に提案をいたしました議案につきましては，慎重にご審議をいただきまし

て，ご決議いただきましたことに対しましても，厚く御礼を申し上げます。また，本

会議の一般質問におきましても，多方面にわたりまして，本町の行政推進につきまし

てご提言をいただき，特に私の中田町政の３期12年を総括してのご質問やご提言をい

ただきましたことにつきまして，厚く御礼を申し上げる次第でもございます。ご提言

をいただきました内容につきましても，今後の町勢発展のために生かしてまいりたい

と存じておるところでもございます。 

 さて，去る11月12日にはかつうら元気市2017軽トラ市９を開催をいたしましたとこ
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ろ，当日会場となりました星谷運動公園では，千葉県の勝浦市，那智勝浦町の勝浦ネ

ットワークからの物産品を初め，町内外から59店の出店によりまして，約6,000人の

方々のご来町をいただきましたことに対しましても，大いににぎわったところでもご

ざいます。今後とも地域のにぎわいづくりにご協力賜りますようにお願いを申し上げ

る次第でもございます。 

 年の瀬も押し迫ってまいります。本年は秋の深まりも早いと言われております。年

末に向けまして，これからもう寒さが一段と厳しくなっていくものと思われます。議

員の皆様方におかれましては，くれぐれも健康に十分ご留意をされまして，ますます

のご活躍をされますことを心から祈念を申し上げますとともに，今後とも町勢発展の

ために格別のご指導なりご鞭撻を賜りますようにお願いを申し上げまして，閉会に当

たりましてのお礼のご挨拶とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

○議長（篰 公一君） 以上で本日は散会といたします。 

 お疲れさんでした。 

            午前11時17分 散会 
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